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1. はじめに 
 

国立研究開発法人日本原子力研究開発機構（以下，原子力機構）東濃地科学センターでは，高

レベル放射性廃棄物の地層処分技術に関する研究開発のうち，深地層の科学的研究（地層科学研

究）の一環として，結晶質岩（花崗岩）を対象とした超深地層研究所計画を1996年度から実施し

た。当初は，岐阜県瑞浪市の原子力機構用地（図1-1：正馬様用地）において調査研究を進め，そ

の後，2002年1月に瑞浪市と土地の賃貸借契約を締結し，その市有地（図1-1：瑞浪超深地層研究

所用地；以下，研究所用地）に立坑や水平坑道等の地下施設および地上施設等からなる瑞浪超深

地層研究所（以下，研究所）（図1-2）を設置し，調査研究を進めた。 
本計画における調査研究は2019年度をもって終了し，2020年度以降においては，坑道の埋め戻

し等を含めたその後の進め方について定めた「令和2年度以降の超深地層研究所計画」1)に基づき

「瑞浪超深地層研究所の坑道埋め戻し等事業」を行っている。本事業においては，①研究所の坑

道の埋め戻しおよび付随する地上設備を撤去する「坑道埋め戻しおよび原状回復業務」，②坑道の

埋め戻しに伴う地下深部の地下水環境の回復過程および周辺環境への影響を確認する「環境モニ

タリング調査業務」，③地上からのボーリング孔の閉塞と環境モニタリング調査終了後に立坑坑

口基礎コンクリート等を撤去する「モニタリング設備等撤去業務」を行う。 

本報告書は，「瑞浪超深地層研究所の坑道埋め戻し等事業」における②「環境モニタリング調査

業務」のうち2020年度，2021年度に実施した研究所用地周辺の環境影響調査（研究所用地周辺の

井戸における地下水位調査，研究所用地周辺河川流量測定，研究所からの排出水，湧水および狭

間川の水質分析，研究所用地周辺騒音・振動調査，研究所用地周辺土壌調査）に関する記録を取

りまとめたものである。「瑞浪超深地層研究所の坑道埋め戻し等事業」は2020年5月中旬から実施

しているものであるが，本報告書では2020年4月からの調査結果も含めて年度単位で取りまとめ

た。取りまとめにあたっては，「瑞浪超深地層研究所の坑道埋め戻し等事業」における研究所用地

周辺環境への問題となる影響の有無を確認するため，2020年度以前のデータも使用した。研究所

用地周辺の環境影響調査は，2026年12月末まで実施予定である。 
なお，市有地の土地賃貸借契約の終了以降，環境モニタリング調査等に必要な土地については，

改めて必要な部分を賃借し「瑞浪用地」と呼称しているが，本報告書では便宜上，旧名称である

「研究所用地」を用いる。 

 

 

図1-1 正馬様用地，瑞浪超深地層研究所位置図 
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図1-2 瑞浪超深地層研究所の施設概要 
 

 

2. 調査概要 
 

（1） 目的 
研究所の坑道の埋め戻しおよび地上施設の撤去等の作業に伴う研究所用地周辺の環境への影響

の有無を確認するため，（2）に示す研究所用地周辺の環境影響調査を実施した。 

 

（2） 調査の範囲 
研究所用地周辺の環境影響調査では，以下の調査を実施した。 
1) 研究所用地周辺の井戸における地下水位調査 
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3) 研究所からの排出水，湧水および狭間川の水質分析 
4) 研究所用地周辺騒音・振動調査 
5) 研究所用地周辺土壌調査 
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3. 調査結果 
 

3.1 研究所用地周辺の井戸における地下水位調査 
 研究所用地周辺の井戸9箇所に設置した水位計により，井戸の水位データを取得した。2020年
度～2021年度における地下水位調査の結果を以下に示す。 
 

3.1.1 調査方法 

（1）調査場所 
地下水位調査を実施した研究所用地周辺の井戸9箇所（A～G地点，I～J地点）を図3.1.1-1に示

す。 
なお，H地点については，当該井戸の埋め戻しのため2019年7月に調査を終了した。 

 
国土地理院発行「1/25,000地形図（土岐）（瑞浪）」に加筆 

図3.1.1-1 調査地点位置図 
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（2）地下水位観測システムの構成 
地下水位観測システムは，各井戸に設置した「水位センサー」, 「データロガー」およびデータ

回収の際に全地点で共通して用いる「コントローラ」,「データ処理ソフト」から構成される。観

測機器は，（株）オサシ・テクノス製の水圧式水位センサー「DS-1」，水位データロガー「NetLG-
001」，コントローラ「NetCT-1」を使用している。観測機器の仕様を表3.1.1-1，観測システムの

概要図を図3.1.1-2に示す。 
表3.1.1-1 観測機器仕様一覧 

 

 

 
図3.1.1-2 地下水位観測システムの概要図 

機器 型番

水圧式水位センサー オサシ・テクノス製 ・方式 半導体圧力式

DS-1 ・測定レンジ 10m（地点A～H,J）

20m（地点I）

・測定精度 ±0.1%FS以下

・温度補償範囲 0～30℃

・許容過負荷 フルスパン×4倍

・外形寸法 φ25×130mm

水位データロガー オサシ・テクノス製 ・測定精度 ±0.1%FS以下

NetLG-001 ・記録間隔 1秒～24時間

・動作温度範囲 -20～55℃

・外形寸法 100×120×57.8mm

・電源 リチウム電池×2個

コントローラ オサシ・テクノス製 ・通信ポート数 1ポート

NetCT-1 ・PCカード フラッシュATAカード

・動作温度範囲 -10～55℃

・外形寸法 92×135×29mm

・電源 リチウム電池×1個

仕様
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（3）各井戸の諸元と水位センサー設置位置 
 各井戸の諸元および水位センサーの設置位置を表3.1.1-2に示す。 
 

表3.1.1-2 各井戸の諸元および水位センサー設置位置 

 
 
（4）測定方法 
 地下水位の測定は，井戸内に設置された水圧式水位センサーにより，センサーより上にある水

の高さ（水かぶり）を圧力として感知する。この圧力が水位データロガーに電気信号として送ら

れ，データロガー内に記録される。地下水位は，井戸ごとに水位測定の基準点（地表面，井戸上

端等）を決め，センサー設置深度を把握しておくことで次式により求める。 

 

    地下水位（基準点からの深度）＝ センサー設置深度 － 水かぶり   （式1） 

 

（5）データ回収およびデータ整理 
データ回収には前記コントローラ「NetCT-1」を用いて，各観測地点の水位データロガーより

PCカードにデータを転送し，これをパソコンにて専用データ処理ソフト「PCカード水位データ

ビュ－ア」を用いてテキストデータに変換した後に，表計算ソフトで処理した。また，データ回

収時には日時，天候，回収時の表示データ，設置状況，周辺状況の変化，電池状況等を現場記録

用紙に記入するとともに，手ばかりによる地下水位測定を実施して水圧式水位センサーの表示値

と比較することで動作確認・校正管理を実施した。 
 地下水位データの整理にあたっては，降雨量に対する水位変動を把握するために各年度の水位

データおよび国土交通省・日吉観測所での雨量観測記録2)（付録1）を用いて表およびグラフを作

成した。 
 

 

  

井戸タイプ 深さ(ｍ) 利用状況

A 丸井戸 4.2 揚水なし 3.91

B 丸井戸 5.2
揚水あり

（洗車、農作業）
5.05

C 丸井戸 4.1 揚水なし 2.93

D 丸井戸 8.7 揚水なし 7.13

E 丸井戸 4 揚水なし 3.98

F
F(H)

丸井戸 10.7 揚水なし 9.61

G 丸井戸 1.5 揚水なし 1.39

I ボーリング井戸
81

(聴聞による)
揚水なし 66

J 丸井戸 13※
揚水あり
（風呂）

9.57

井戸諸元

地点名

※井戸底から9.7m付近まで泥のようなものがたまっている。

水位センサー
設置深度(ｍ)

 

（2）地下水位観測システムの構成 
地下水位観測システムは，各井戸に設置した「水位センサー」, 「データロガー」およびデータ

回収の際に全地点で共通して用いる「コントローラ」,「データ処理ソフト」から構成される。観

測機器は，（株）オサシ・テクノス製の水圧式水位センサー「DS-1」，水位データロガー「NetLG-
001」，コントローラ「NetCT-1」を使用している。観測機器の仕様を表3.1.1-1，観測システムの

概要図を図3.1.1-2に示す。 
表3.1.1-1 観測機器仕様一覧 

 

 

 
図3.1.1-2 地下水位観測システムの概要図 

機器 型番

水圧式水位センサー オサシ・テクノス製 ・方式 半導体圧力式

DS-1 ・測定レンジ 10m（地点A～H,J）

20m（地点I）

・測定精度 ±0.1%FS以下

・温度補償範囲 0～30℃

・許容過負荷 フルスパン×4倍

・外形寸法 φ25×130mm

水位データロガー オサシ・テクノス製 ・測定精度 ±0.1%FS以下

NetLG-001 ・記録間隔 1秒～24時間

・動作温度範囲 -20～55℃

・外形寸法 100×120×57.8mm

・電源 リチウム電池×2個

コントローラ オサシ・テクノス製 ・通信ポート数 1ポート

NetCT-1 ・PCカード フラッシュATAカード

・動作温度範囲 -10～55℃

・外形寸法 92×135×29mm

・電源 リチウム電池×1個

仕様
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3.1.2 調査結果 
（1）2020年度 

2020年度における各調査地点の年間を通じての地下水位の変動，井戸水の汲み上げの有無との

関係および降雨時の地下水位の反応の状況を把握した。2020年度の各井戸の水位変動および経年

変動を図3.1.2-1～図3.1.2-20に示す。 
地点 A，2020 年度は人為的な揚水はなく，降水量が少ない時は水位が緩やかに低下し降雨量が

多い時は水位上昇がみられる。その変動幅は突発的変動を除いて 0.5m 程度である。年平均水位

は，2014 年度までは農業利用による揚水および水位低下時には近隣井戸から導水していたこと

から降雨量との関連付けは困難である。農業利用をしていない 2015 年以降の年平均水位は安定

的である。 
地点 B，2020 年度は農業・洗車による人為的な揚水があるものの，過年度にみられた人為的な

揚水による顕著な水位の低下はなかった。本井戸は水位が 0.85m 付近まで上昇するとオーバーフ

ローする構造のため，降雨量との関連付けは困難であるが，降雨が少ない時は水位が緩やかに低

下し，年間を通じても最低水位は概ね 1.0m 程度である。年平均水位は，2003 年以降，概ね一定

で大きな変動はみられない。 
地点 C，2020 年度は人為的な揚水はなく，降雨に対する応答が明瞭であり変動幅は 0.5m 程度

である。年平均水位は，2003 年以降，緩やかな変動がみられるが大きな変動はみられない。 
地点 D，2020 年度は人為的な揚水はなく，降雨が少ない時期が続いても 1.0m を下回る水位の

低下はみられない。年平均水位は，2003 年以降，緩やかな変動がみられるが大きな変動はみられ

ない。 
地点 E，2020 年度は人為的な揚水はなく，降雨に対する変動幅は 0.4m 程度である。年平均水

位は，2003 年以降，緩やかな変動がみられるが大きな変動はみられない。 
地点 F，2020 年度は人為的な揚水はなく，降雨による水位変動が明瞭である。ただし，7 月下

旬から機器の不調によるデータの乱れが大きくなり，1 月以降はデータ回収ができない状態とな

った。年平均水位は，2019 年度までは緩やかな変動がみられるが大きな変動はみられない。2020
年度の年平均水位はデータの乱れの影響で低下した。 

地点 F（H），2019 年度に地点 F の水位計に不調がみられたことから地点 F の水位計の妥当性

を確認するため，2019 年 7 月で観測を終了した地点 H の水位計を 2020 年 2 月に地点 F の井戸

に移設し，並行観測した記録である。2020 年度は人為的な揚水はなく，降雨による水位変動が明

瞭である。 
地点 G，2020 年度は人為的な揚水はなく，降雨に対する水位変動もみられずほぼ水位が安定し

ている。年平均水位は，緩やかな変動がみられるが大きな変動はみられない。 
地点 I，2020 年度は人為的な揚水はなく，まとまった降雨時に突発的な水位の上昇がみられる

がそれ以外は大きな変動はない。また，11 月以降は緩やかな上昇傾向がみられる。年平均水位は，

人為的な揚水が行われていない 2017 年度以降は安定的であり大きな変動はみられない。 
地点 J，2020 年度は日常的に風呂用としての人為的な揚水があり 5～10cm 程度の小刻みな水

位変動がみられる。また，降雨の影響による水位変動があるが，降雨後の水位上昇は他地点と比

べると若干遅れる傾向がみられる。年平均水位は，緩やかな変動がみられるが大きな変動はみら

れない。 
これらの結果から，2020 年度における研究所の坑道埋め戻し等事業は，研究所用地周辺の井戸

の地下水位に対して問題となる影響を与えていないものと考えられる。 
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図3.1.2-1 地下水位変動図 地点A（2020年度） 
 

 

2003～2019年度の年平均水位は，各年度の前年度3月1日から当該年度2月末までのデータの集計。 

2019年度の年平均水位は，前年度3月1日から当該年度3月末までのデータの集計。 

2020年度の年平均水位は，当該年度4月1日から3月末までのデータの集計。 

 

図3.1.2-2 地下水位経年変動図 地点A 

 

3.1.2 調査結果 
（1）2020年度 

2020年度における各調査地点の年間を通じての地下水位の変動，井戸水の汲み上げの有無との

関係および降雨時の地下水位の反応の状況を把握した。2020年度の各井戸の水位変動および経年

変動を図3.1.2-1～図3.1.2-20に示す。 
地点 A，2020 年度は人為的な揚水はなく，降水量が少ない時は水位が緩やかに低下し降雨量が

多い時は水位上昇がみられる。その変動幅は突発的変動を除いて 0.5m 程度である。年平均水位

は，2014 年度までは農業利用による揚水および水位低下時には近隣井戸から導水していたこと

から降雨量との関連付けは困難である。農業利用をしていない 2015 年以降の年平均水位は安定

的である。 
地点 B，2020 年度は農業・洗車による人為的な揚水があるものの，過年度にみられた人為的な

揚水による顕著な水位の低下はなかった。本井戸は水位が 0.85m 付近まで上昇するとオーバーフ

ローする構造のため，降雨量との関連付けは困難であるが，降雨が少ない時は水位が緩やかに低

下し，年間を通じても最低水位は概ね 1.0m 程度である。年平均水位は，2003 年以降，概ね一定

で大きな変動はみられない。 
地点 C，2020 年度は人為的な揚水はなく，降雨に対する応答が明瞭であり変動幅は 0.5m 程度

である。年平均水位は，2003 年以降，緩やかな変動がみられるが大きな変動はみられない。 
地点 D，2020 年度は人為的な揚水はなく，降雨が少ない時期が続いても 1.0m を下回る水位の

低下はみられない。年平均水位は，2003 年以降，緩やかな変動がみられるが大きな変動はみられ

ない。 
地点 E，2020 年度は人為的な揚水はなく，降雨に対する変動幅は 0.4m 程度である。年平均水

位は，2003 年以降，緩やかな変動がみられるが大きな変動はみられない。 
地点 F，2020 年度は人為的な揚水はなく，降雨による水位変動が明瞭である。ただし，7 月下

旬から機器の不調によるデータの乱れが大きくなり，1 月以降はデータ回収ができない状態とな

った。年平均水位は，2019 年度までは緩やかな変動がみられるが大きな変動はみられない。2020
年度の年平均水位はデータの乱れの影響で低下した。 

地点 F（H），2019 年度に地点 F の水位計に不調がみられたことから地点 F の水位計の妥当性

を確認するため，2019 年 7 月で観測を終了した地点 H の水位計を 2020 年 2 月に地点 F の井戸

に移設し，並行観測した記録である。2020 年度は人為的な揚水はなく，降雨による水位変動が明

瞭である。 
地点 G，2020 年度は人為的な揚水はなく，降雨に対する水位変動もみられずほぼ水位が安定し

ている。年平均水位は，緩やかな変動がみられるが大きな変動はみられない。 
地点 I，2020 年度は人為的な揚水はなく，まとまった降雨時に突発的な水位の上昇がみられる

がそれ以外は大きな変動はない。また，11 月以降は緩やかな上昇傾向がみられる。年平均水位は，

人為的な揚水が行われていない 2017 年度以降は安定的であり大きな変動はみられない。 
地点 J，2020 年度は日常的に風呂用としての人為的な揚水があり 5～10cm 程度の小刻みな水

位変動がみられる。また，降雨の影響による水位変動があるが，降雨後の水位上昇は他地点と比

べると若干遅れる傾向がみられる。年平均水位は，緩やかな変動がみられるが大きな変動はみら

れない。 
これらの結果から，2020 年度における研究所の坑道埋め戻し等事業は，研究所用地周辺の井戸

の地下水位に対して問題となる影響を与えていないものと考えられる。 
 

 

JAEA-Data/Code 2022-010

- 7 -



 

 

図3.1.2-3 地下水位変動図 地点B（2020年度） 
 

 
2003～2019年度の年平均水位は，各年度の前年度3月1日から当該年度2月末までのデータの集計。 

2019年度の年平均水位は，前年度3月1日から当該年度3月末までのデータの集計。 

2020年度の年平均水位は，当該年度4月1日から3月末までのデータの集計。 

 
図3.1.2-4 地下水位経変変動図 地点B 
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図3.1.2-5 地下水位変動図 地点C（2020年度） 
 

 
2003～2019年度の年平均水位は，各年度の前年度3月1日から当該年度2月末までのデータの集計。 

2019年度の年平均水位は，前年度3月1日から当該年度3月末までのデータの集計。 

2020年度の年平均水位は，当該年度4月1日から3月末までのデータの集計。 

 
図3.1.2-6 地下水位経年変動図 地点C 

 

 

図3.1.2-3 地下水位変動図 地点B（2020年度） 
 

 
2003～2019年度の年平均水位は，各年度の前年度3月1日から当該年度2月末までのデータの集計。 

2019年度の年平均水位は，前年度3月1日から当該年度3月末までのデータの集計。 

2020年度の年平均水位は，当該年度4月1日から3月末までのデータの集計。 

 
図3.1.2-4 地下水位経変変動図 地点B 
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図3.1.2-7 地下水位変動図 地点D（2020年度） 
 

 
2003～2019年度の年平均水位は，各年度の前年度3月1日から当該年度2月末までのデータの集計。 

2019年度の年平均水位は，前年度3月1日から当該年度3月末までのデータの集計。 

2020年度の年平均水位は，当該年度4月1日から3月末までのデータの集計。 

 
図3.1.2-8 地下水位経年変動図 地点D 
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図3.1.2-9 地下水位変動図 地点E（2020年度） 
 

 
2003～2019年度の年平均水位は，各年度の前年度3月1日から当該年度2月末までのデータの集計。 

2019年度の年平均水位は，前年度3月1日から当該年度3月末までのデータの集計。 

2020年度の年平均水位は，当該年度4月1日から3月末までのデータの集計。 

 
図3.1.2-10 地下水位経年変動図 地点E 

 

 

図3.1.2-7 地下水位変動図 地点D（2020年度） 
 

 
2003～2019年度の年平均水位は，各年度の前年度3月1日から当該年度2月末までのデータの集計。 

2019年度の年平均水位は，前年度3月1日から当該年度3月末までのデータの集計。 

2020年度の年平均水位は，当該年度4月1日から3月末までのデータの集計。 

 
図3.1.2-8 地下水位経年変動図 地点D 
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機器不調によるエラー発生のため12月で観測終了。 

図3.1.2-11 地下水位変動図 地点F（2020年度） 
 

 
2003～2019年度の年平均水位は，各年度の前年度3月1日から当該年度2月末までのデータの集計。 

2019年度の年平均水位は，前年度3月1日から当該年度3月末までのデータの集計。 

2020年度の年平均水位は，当該年度4月1日から3月末までのデータの集計。 

 
図3.1.2-12 地下水位経年変動図 地点F 
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本観測データは，2019年度に地点Fの水位計に不調がみられたことから同水位計の妥当性を確認するため，2019年7月

で観測終了した地点Hの水位計を2020年2月に地点Fの井戸に移設し，並行観測した記録である。 

図3.1.2-13 地下水位変動図 地点F（H）（2020年度） 
 

 

2003～2019年度の年平均水位は，各年度の前年度3月1日から当該年度2月末までのデータの集計。 

2019年度の年平均水位は，前年度3月1日から当該年度3月末までのデータの集計。 

2020年度の年平均水位は，当該年度4月1日から3月末までのデータの集計。 

 
図3.1.2-14 地下水位経年変動図 地点F（H） 

 

 

 

機器不調によるエラー発生のため12月で観測終了。 

図3.1.2-11 地下水位変動図 地点F（2020年度） 
 

 
2003～2019年度の年平均水位は，各年度の前年度3月1日から当該年度2月末までのデータの集計。 

2019年度の年平均水位は，前年度3月1日から当該年度3月末までのデータの集計。 

2020年度の年平均水位は，当該年度4月1日から3月末までのデータの集計。 

 
図3.1.2-12 地下水位経年変動図 地点F 
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図3.1.2-15 地下水位変動図 地点G（2020年度） 
 

 

2003～2019年度の年平均水位は，各年度の前年度3月1日から当該年度2月末までのデータの集計。 

2019年度の年平均水位は，前年度3月1日から当該年度3月末までのデータの集計。 

2020年度の年平均水位は，当該年度4月1日から3月末までのデータの集計。 

 
図3.1.2-16 地下水位経年変動図 地点G 
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図3.1.2-17 地下水位変動図 地点I（2020年度） 
 

 
2003～2005年度は，人為的な揚水により水位変動が水位計の測定範囲を超え，データ欠測期間を含

むため，未記載とした。 

2003～2019年度の年平均水位は，各年度の前年度3月1日から当該年度2月末までのデータの集計。 

2019年度の年平均水位は，前年度3月1日から当該年度3月末までのデータの集計。 

2020年度の年平均水位は，当該年度4月1日から3月末までのデータの集計。 

 

図3.1.2-18 地下水位経年変動図 地点I 
 

 

 

図3.1.2-15 地下水位変動図 地点G（2020年度） 
 

 

2003～2019年度の年平均水位は，各年度の前年度3月1日から当該年度2月末までのデータの集計。 

2019年度の年平均水位は，前年度3月1日から当該年度3月末までのデータの集計。 

2020年度の年平均水位は，当該年度4月1日から3月末までのデータの集計。 

 
図3.1.2-16 地下水位経年変動図 地点G 
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図3.1.2-19 地下水位変動図 地点J（2020年度） 
 

 

2003～2019年度の年平均水位は，各年度の前年度3月1日から当該年度2月末までのデータの集計。 

2019年度の年平均水位は，前年度3月1日から当該年度3月末までのデータの集計。 

2020年度の年平均水位は，当該年度4月1日から3月末までのデータの集計。 

 
図3.1.2-20 地下水位経年変動図 地点J 
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（2）2021年度 
2021年度における各調査地点の年間を通じての地下水位の変動，井戸水の汲み上げの有無との

関係および降雨時の地下水位の反応の状況を把握した。2021年度の各井戸の水位変動および経年

変動を図3.1.2-21～図3.1.2-38に示す。 
地点 A，2021 年度は人為的な揚水はなく，降水が少ない時は水位が緩やかに低下し降雨が多い

時は水位上昇がみられる。その変動幅は 0.5m 程度である。年平均水位は，2014 年度までは農業

利用による揚水および水位低下時には近隣井戸から導水していたことから降雨量との関連付けは

困難である。農業利用をしていない 2015 年以降の年平均水位は安定的である。 
地点 B，2021 年度は農業・洗車による人為的な揚水があるものの，過年度にみられた人為的な

揚水による顕著な水位低下はなかった。本井戸は水位が 0.85m 付近まで上昇するとオーバーフロ

ーする構造のため，降雨量との関連付けは困難であるが，降雨が少ない時は水位が緩やかに低下

し，年間を通じても最低水位は概ね 1.0m 程度である。年平均水位は，2003 年以降，概ね一定で

大きな変動はみられない。 
地点 C，2021 年度は人為的な揚水はなく，降雨に対する応答が明瞭であり変動幅は 0.5m 程度

である。年平均水位は，2003 年以降，緩やかな変動がみられるが大きな変動はみられない。 
地点 D，2021 年度は人為的な揚水はなく，降雨が少ない時期が続いても 1.0m を下回る水位の

低下はみられない。年平均水位は，2003 年以降，緩やかな変動がみられるが大きな変動はみられ

ない。 
地点 E，2021 年度は人為的な揚水はなく，降雨に対する変動幅は 0.4m 程度である。年平均水

位は，2003 年以降，緩やかな変動がみられるが大きな変動はみられない。 
地点 F，2021 年度は人為的な揚水はなく，降雨による水位変動が明瞭である。年平均水位は，

データの乱れの影響で年平均水位が低下した 2020 年度を除いて，概ね安定的で大きな変動はみ

られない。 
地点 G，2021 年度は人為的な揚水はなく，降雨に対する水位変動もみられずほぼ水位が安定し

ている。年平均水位は，緩やかな変動がみられるが大きな変動はみられない。 
地点 I，2021 年度は人為的な揚水はなく，まとまった降雨時に突発的な水位の上昇がみられる

がそれ以外は大きな変動はなく，緩やかな上昇傾向がみられる。年平均水位は，人為的な揚水が

行われていない 2017 年度以降は安定的であり大きな変動はみられない。 
地点 J，2021 年度は日常的に風呂用としての人為的な揚水があり 5～10cm 程度の小刻みな水

位変動がみられる。また，降雨の影響による水位変動があるが，降雨後の水位上昇は他地点と比

べると若干遅れる傾向がみられる。年平均水位は，緩やかな変動がみられるが大きな変動はみら

れない。 
これらの結果から，2021 年度における研究所の坑道埋め戻し等事業は，研究所用地周辺の井戸

の地下水位に対して問題となる影響を与えていないものと考えられる。 
 

 

 

図3.1.2-19 地下水位変動図 地点J（2020年度） 
 

 

2003～2019年度の年平均水位は，各年度の前年度3月1日から当該年度2月末までのデータの集計。 

2019年度の年平均水位は，前年度3月1日から当該年度3月末までのデータの集計。 

2020年度の年平均水位は，当該年度4月1日から3月末までのデータの集計。 

 
図3.1.2-20 地下水位経年変動図 地点J 
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図3.1.2-21 地下水位変動図 地点A（2021年度） 

 

 
2003～2019年度の年平均水位は，各年度の前年度3月1日から当該年度2月末までのデータの集計。 

2019年度の年平均水位は，前年度3月1日から当該年度3月末までのデータの集計。 

2020年度以降の年平均水位は，当該年度4月1日から3月末までのデータの集計。 

 
図3.1.2-22 地下水位経年変動図 地点A 
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図3.1.2-23 地下水位変動図 地点B（2021年度） 
 

 
2003～2019年度の年平均水位は，各年度の前年度3月1日から当該年度2月末までのデータの集計。 

2019年度の年平均水位は，前年度3月1日から当該年度3月末までのデータの集計。 

2020年度以降の年平均水位は，当該年度4月1日から3月末までのデータの集計。 

 
図3.1.2-24 地下水位経年変動図 地点B 

 

 
図3.1.2-21 地下水位変動図 地点A（2021年度） 

 

 
2003～2019年度の年平均水位は，各年度の前年度3月1日から当該年度2月末までのデータの集計。 

2019年度の年平均水位は，前年度3月1日から当該年度3月末までのデータの集計。 

2020年度以降の年平均水位は，当該年度4月1日から3月末までのデータの集計。 

 
図3.1.2-22 地下水位経年変動図 地点A 
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図3.1.2-25 地下水位変動図 地点C（2021年度） 

 

 
2003～2019年度の年平均水位は，各年度の前年度3月1日から当該年度2月末までのデータの集計。 

2019年度の年平均水位は，前年度3月1日から当該年度3月末までのデータの集計。 

2020年度以降の年平均水位は，当該年度4月1日から3月末までのデータの集計。 

 
図3.1.2-26 地下水位経年変動図 地点C 
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図3.1.2-27 地下水位変動図 地点D（2021年度） 

 

 
2003～2019年度の年平均水位は，各年度の前年度3月1日から当該年度2月末までのデータの集計。 

2019年度の年平均水位は，前年度3月1日から当該年度3月末までのデータの集計。 

2020年度以降の年平均水位は，当該年度4月1日から3月末までのデータの集計。 

 
図3.1.2-28 地下水位変動図 地点D 

 

 
図3.1.2-25 地下水位変動図 地点C（2021年度） 

 

 
2003～2019年度の年平均水位は，各年度の前年度3月1日から当該年度2月末までのデータの集計。 

2019年度の年平均水位は，前年度3月1日から当該年度3月末までのデータの集計。 

2020年度以降の年平均水位は，当該年度4月1日から3月末までのデータの集計。 

 
図3.1.2-26 地下水位経年変動図 地点C 
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図3.1.2-29 地下水位変動図 地点E（2021年度） 

 

 
2003～2019年度の年平均水位は，各年度の前年度3月1日から当該年度2月末までのデータの集計。 

2019年度の年平均水位は，前年度3月1日から当該年度3月末までのデータの集計。 

2020年度以降の年平均水位は，当該年度4月1日から3月末までのデータの集計。 

 
図3.1.2-30 地下水位経年変動図 地点E 
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本観測データは，2019年度に観測を終了した地点Hから地点Fに移設した水位計による観測値である。 

図3.1.2-31 地下水位変動図 地点F（2021年度） 
 

 
2003～2019年度の年平均水位は，各年度の前年度3月1日から当該年度2月末までのデータの集計。 

2019年度の年平均水位は，前年度3月1日から当該年度3月末までのデータの集計。 

2020年度以降の年平均水位は，当該年度4月1日から3月末までのデータの集計。 

 
図3.1.2-32 地下水位経年変動図 地点F 

 

 
図3.1.2-29 地下水位変動図 地点E（2021年度） 

 

 
2003～2019年度の年平均水位は，各年度の前年度3月1日から当該年度2月末までのデータの集計。 

2019年度の年平均水位は，前年度3月1日から当該年度3月末までのデータの集計。 

2020年度以降の年平均水位は，当該年度4月1日から3月末までのデータの集計。 

 
図3.1.2-30 地下水位経年変動図 地点E 

JAEA-Data/Code 2022-010

- 23 -



 

 

図3.1.2-33 地下水位変動図 地点G（2021年度） 
 

 
2003～2019年度の年平均水位は，各年度の前年度3月1日から当該年度2月末までのデータの集計。 

2019年度の年平均水位は，前年度3月1日から当該年度3月末までのデータの集計。 

2020年度以降の年平均水位は，当該年度4月1日から3月末までのデータの集計。 

 
図3.1.2-34 地下水位経年変動図 地点G 
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図3.1.2-35 地下水位変動図 地点I（2021年度） 

 

 
2003～2005年度は，人為的な揚水により水位変動が水位計の測定範囲を超え，データ欠測期間を含

むため，未記載とした。 

2003～2019年度の年平均水位は，各年度の前年度3月1日から当該年度2月末までのデータの集計。 

2019年度の年平均水位は，前年度3月1日から当該年度3月末までのデータの集計。 

2020年度以降の年平均水位は，当該年度4月1日から3月末までのデータの集計。 

 
図3.1.2-36 地下水位経年変動図 地点I 

 

 

図3.1.2-33 地下水位変動図 地点G（2021年度） 
 

 
2003～2019年度の年平均水位は，各年度の前年度3月1日から当該年度2月末までのデータの集計。 

2019年度の年平均水位は，前年度3月1日から当該年度3月末までのデータの集計。 

2020年度以降の年平均水位は，当該年度4月1日から3月末までのデータの集計。 

 
図3.1.2-34 地下水位経年変動図 地点G 
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図3.1.2-37 地下水位変動図 地点J（2021年度） 

 

 
2003～2019年度の年平均水位は，各年度の前年度3月1日から当該年度2月末までのデータの集計。 

2019年度の年平均水位は，前年度3月1日から当該年度3月末までのデータの集計。 

2020年度以降の年平均水位は，当該年度4月1日から3月末までのデータの集計。 

 
図3.1.2-38 地下水位経年変動図 地点J 
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3.2 研究所用地周辺河川流量測定 
 研究所用地周辺の河川（狭間川）の研究所用地から上流の2箇所，下流の2箇所の合計4箇所にお

いて河川流量測定を行った。2020年度～2021年度における河川流量測定の結果を以下に示す。 
 

3.2.1 測定方法 
（1）測定場所 
 測定場所は，研究所用地の北東約1,300m（上流地点），東約50m（中流地点），南南東約800m
（下流地点），南南東約850m（明世小学校前地点）の4箇所である。測定場所を図3.2.1-1に，流域

図を図3.2.1-2に示す。 

 
図3.2.1-1 河川流量測定位置図 

 

 
図3.1.2-37 地下水位変動図 地点J（2021年度） 

 

 
2003～2019年度の年平均水位は，各年度の前年度3月1日から当該年度2月末までのデータの集計。 

2019年度の年平均水位は，前年度3月1日から当該年度3月末までのデータの集計。 

2020年度以降の年平均水位は，当該年度4月1日から3月末までのデータの集計。 

 
図3.1.2-38 地下水位経年変動図 地点J 
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図3.2.1-2 各観測地点の流域図 
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（2）河川流量測定における使用機器 
① 水位測定 

水位の測定においては，水位標および水位計を使用している（図3.2.1-1）。水位計は，（株）オ

サシ・テクノス製の水圧式水位センサー「DS-1」，水位データロガー「NetLG-001」，コントロー

ラ「NetCT-1」を使用している。水圧式水位センサーの仕様を表3.2.1-1に示す。 
 

 
図3.2.1-1 上流地点の水位標・水位計設置状況 

 
表3.2.1-1 水圧式水位センサーの仕様 

機器 型番 仕様 

水圧式水位センサー （株）オサシ・テクノス製

DS-1 

・方式     半導体圧力式 

・測定レンジ  10m 

・測定精度   ±0.1FS以下 

・温度補正範囲 0～30℃ 

・許容過負荷  フルスパン×4倍 

・外径寸法   φ25×130mm 

 

② 流速測定 
河川流速の測定においては，（株）ケネック製の電磁流速計（検出器LPT-325，表示器LP300）

を使用している。検出器の仕様を表3.2.1-2に示す。 
 

表3.2.1-2 電磁流速計の仕様 
機器 型番 仕様 

電磁流速計 （株）ケネック製 

検出器 LPT-325 

・検出方法   電磁式 

・最低使用水深 25mm 

・防耐水圧   196kPa（20m水深相当） 

・水温範囲   0～+40℃ 

・検出器形状  φ25mm, 全長約95mm 

 
（3）測定方法 
 河川流量測定にあたり，水位（H）と流量（Q）の関係を示す水位流量曲線（H-Q曲線）を予め

求めておき，この関係を用いて測定した水位から流量を算出する方法を用いた。水位流量曲線の

水位標 

水位計 

 

 

 
図3.2.1-2 各観測地点の流域図 
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作成にあたっては，当該年度および前年度の各測定地点の水位・流速測定に基づく河川流量測定

結果を用いて，最小二乗法によって求めた。出水等の原因により水位測定の横断面に変化が生じ

たと認められるときは，水位流量曲線を更新した。河川流量測定における，水位および流速の測

定方法を以下の①，②に示す。 
2020年度，2021年度の各測定地点の水位・流速測定に基づく河川流量測定結果については付録

2に示す。 
 

  
① 水位測定 
 水位の測定は，各地点に設置された水位標の値を読み取るとともに，水位計に表示された水位

との確認を行った。水位標による読み取り値と水位計の測定値に誤差が生じた場合には，水位計

本体の微調整を行った。水位計における測定は，10分間隔で連続測定を行った。 
 

② 流速測定 
流速の測定は，直接河川に入川し，「発電水力流量調査の手引き（社団法人電力土木技術協会

2001年版）（以下，手引き）」3)に示す流速測定法の精密法により実施した。横断方向の断面割（測

線配置）は，横断方向の水面幅に対し，原則として等間隔になるように選定した。狭間川の場合，

水面幅は10m以下であるため，測点は水面幅の概ね10％ピッチとした。鉛直測線上の測点の配置

は，水深が浅く2点法による測定が困難であったため，水面より水深の6割の位置に選定する1点
法とした。流速の測定時間は「手引き」に基づき40秒の平均流速を3回測定し，その中央値を採用

した。 
 

③ 河川流量測定実施日 
 河川流量測定は，4月および11月から翌年3月までは1回／月，5月から10月までは2回／月の頻

度で実施することを原則としているが，天候等の都合により，2020年度，2021年度は，表3.2.1-
3に示す日に実施した。なお，水位計による水位データの回収は，毎月1回，1回目の河川流量測定

時に実施した。 
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表3.2.1-3 河川流量測定実施日 
 2020年度 2021年度 

1 2020 年 4 月 14 日 2021 年 4 月 6 日 
2 2020 年 5 月 12 日 2021 年 5 月 12 日 
3 2020 年 5 月 19 日 2021 年 5 月 27 日 
4 2020 年 6 月 2 日 2021 年 6 月 1 日 
5 2020 年 6 月 26 日 2021 年 6 月 29 日 
6 2020 年 7 月 2 日 2021 年 7 月 6 日 
7 2020 年 7 月 14 日 2021 年 8 月 3 日 
8 2020 年 8 月 4 日 2021 年 8 月 18 日(AM) 
9 2020 年 8 月 28 日 2021 年 8 月 18 日(PM) 
10 2020 年 9 月 1 日 2021 年 9 月 2 日 
11 2020 年 9 月 25 日 2021 年 9 月 7 日 
12 2020 年 10 月 7 日 2021 年 10 月 5 日 
13 2020 年 10 月 23 日 2021 年 10 月 13 日 
14 2020 年 11 月 4 日 2021 年 11 月 2 日 
15 2020 年 12 月 1 日 2021 年 12 月 7 日 
16 2021 年 1 月 5 日 2022 年 1 月 11 日 
17 2021 年 1 月 27 日 2022 年 2 月 1 日 
18 2021 年 2 月 2 日 2022 年 3 月 17 日 
19 2021 年 3 月 2 日  

 
（4）データ回収およびデータ整理 
 毎月1回，1回目の測定時に水位計のPCカードに収録されたデータをパソコンに記録した。デー

タ整理においては，水位計による10分間隔の値を用いた。 
 
3.2.2 測定結果 
（1）2020年度 
 各河川流量測定地点における2020年度の測定結果および過年度との比較を表3.2.2-1に示す。ま

た，各河川流量測定地点における年間平均流量の経年変動を図3.2.2-1に示す。 
2020 年度は，年間平均流量，最大流量ともに全地点で過年度の中央値を上回る値であった。ま

た，研究所用地周辺の 2020 年度の年間降雨量（国土交通省・日吉観測所のデータ 2)）は 1,972mm/
年であり，2019 年度の年間降雨量 1,668 mm/年よりも多く，過年度（2003 年度～2019 年度）の

平均値 1,691mm/年より多い雨量であった（付録 3）。2020 年度の年間平均流量は，明世小学校前

地点を除いた他の地点は 2019 年度より上昇した。このことは，2020 年度の年間降雨量が 2019
年度より上昇したことが要因と考えられる。明世小学校前地点の 2020 年度の年間平均流量は

2019 年度より減少したが，これまでの変動の範囲内であった。 
これらの結果から，2020年度の研究所の坑道埋め戻し等事業は，研究所からの排出水等の放流

先河川の河川流量に問題となる影響を与えていないものと考えられる。 
 

  

 

 

作成にあたっては，当該年度および前年度の各測定地点の水位・流速測定に基づく河川流量測定

結果を用いて，最小二乗法によって求めた。出水等の原因により水位測定の横断面に変化が生じ

たと認められるときは，水位流量曲線を更新した。河川流量測定における，水位および流速の測

定方法を以下の①，②に示す。 
2020年度，2021年度の各測定地点の水位・流速測定に基づく河川流量測定結果については付録

2に示す。 
 

  
① 水位測定 
 水位の測定は，各地点に設置された水位標の値を読み取るとともに，水位計に表示された水位

との確認を行った。水位標による読み取り値と水位計の測定値に誤差が生じた場合には，水位計

本体の微調整を行った。水位計における測定は，10分間隔で連続測定を行った。 
 

② 流速測定 
流速の測定は，直接河川に入川し，「発電水力流量調査の手引き（社団法人電力土木技術協会

2001年版）（以下，手引き）」3)に示す流速測定法の精密法により実施した。横断方向の断面割（測

線配置）は，横断方向の水面幅に対し，原則として等間隔になるように選定した。狭間川の場合，

水面幅は10m以下であるため，測点は水面幅の概ね10％ピッチとした。鉛直測線上の測点の配置

は，水深が浅く2点法による測定が困難であったため，水面より水深の6割の位置に選定する1点
法とした。流速の測定時間は「手引き」に基づき40秒の平均流速を3回測定し，その中央値を採用

した。 
 

③ 河川流量測定実施日 
 河川流量測定は，4月および11月から翌年3月までは1回／月，5月から10月までは2回／月の頻

度で実施することを原則としているが，天候等の都合により，2020年度，2021年度は，表3.2.1-
3に示す日に実施した。なお，水位計による水位データの回収は，毎月1回，1回目の河川流量測定

時に実施した。 
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表3.2.2-1 河川流量測定結果（2020年度） 

 
 

平均 最大 最小 平均 最大 最小

2003年度 0.018 0.275 0.007 0.038 0.759 0.009

2004年度 0.011 1.021 0.003 0.030 1.192 0.005

2005年度 0.006 0.109 0.001 0.013 0.410 0.001

2006年度 0.008 0.306 0.001 0.025 0.827 0.006

2007年度 0.007 0.290 0.001 0.023 1.193 0.006

2008年度 0.015 1.004 0.002 0.029 1.453 0.004

2009年度 0.011 0.464 0.001 0.025 0.545 0.001

2010年度 0.015 0.623 0.001 0.033 1.935 0.001

2011年度 0.013 1.145 0.001 0.044 4.751 0.002

2012年度 0.009 0.353 0.003 0.019 0.590 0.005

2013年度 0.009 0.404 0.003 0.029 1.306 0.005

2014年度 0.012 0.479 0.003 0.034 1.181 0.013

2015年度 0.010 0.148 0.003 0.032 0.275 0.003

2016年度 0.011 0.964 0.003 0.028 2.390 0.001

2017年度 0.015 1.045 0.001 0.029 1.522 0.003

2018年度 0.009 0.390 0.001 0.028 0.909 0.002

2019年度 0.009 0.594 0.001 0.035 2.671 0.004

2003～2019年度の
平均

0.011 0.566 0.002 0.029 1.406 0.004

2003～2019年度の
中央値

0.011 0.464 0.001 0.029 1.192 0.004

2020年度 0.013 0.886 0.002 0.038 3.016 0.002

平均 最大 最小 平均 最大 最小

2003年度 0.047 3.401 0.003 － － －

2004年度 0.062 9.427 0.003 － － －

2005年度 0.022 0.930 0.003 － － －

2006年度 0.048 1.398 0.005 － － －

2007年度 0.043 2.402 0.004 － － －

2008年度 0.059 10.515 0.005 － － －

2009年度 0.047 2.947 0.014 0.062 1.030 0.013

2010年度 0.052 7.538 0.008 0.075 8.627 0.008

2011年度 0.054 7.747 0.007 0.089 7.940 0.008

2012年度 0.045 4.779 0.001 0.065 5.146 0.009

2013年度 0.062 14.642 0.003 0.079 5.193 0.022

2014年度 0.086 19.023 0.007 0.097 7.422 0.024

2015年度 0.059 2.581 0.007 0.078 3.793 0.020

2016年度 0.060 18.309 0.003 0.090 10.306 0.020

2017年度 0.070 20.177 0.002 0.094 11.893 0.024

2018年度 0.048 4.415 0.008 0.084 5.287 0.020

2019年度 0.063 11.238 0.010 0.099 13.936 0.016

2003～2019年度の
平均

0.055 8.322 0.005 0.083 7.325 0.017

2003～2019年度の
中央値

0.054 7.538 0.005 0.084 7.422 0.020

2020年度 0.066 11.381 0.007 0.090 11.196 0.011

年度
上流地点（流量m3/s） 中流地点（流量m3/s）

年度
下流地点（流量m3/s） 明世小学校前地点（流量m3/s）

JAEA-Data/Code 2022-010

- 32 -



 

 

 
 

図3.2.2-1 各河川流量測定地点における年間平均流量の変動（2020） 
 
（2）2021年度 
 各河川流量測定地点における2021年度の測定結果および過年度との比較を表3.2.2-2に，年間平

均流量の経年変動を図3.2.2-2に示す。 
2021 年度は，2020 年度と同様の傾向で，年間平均流量，最大流量ともに全地点で過年度の中

央値を上回る値であった。また，研究所用地周辺の 2021 年度の年間降雨量（国土交通省・日吉

観測所のデータ 2)）は 2,048mm/年であり，2020 年度の年間降雨量 1,972mm/年よりも多く，過

年度（2003 年度～2020 年度）の平均値 1,710mm/年より多い雨量であった（付録 3）。2021 年度

の年間平均流量は，全ての河川流量測定地点で 2020 年度より上昇した。このことは，2021 年度

の年間降雨量が 2020 年度より上昇したことが要因と考えられる。 
これらの結果から，2021年度の研究所の坑道埋め戻し等事業は，研究所からの排出水等の放流

先河川の河川流量に問題となる影響を与えていないものと考えられる。 
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表3.2.2-1 河川流量測定結果（2020年度） 

 
 

平均 最大 最小 平均 最大 最小

2003年度 0.018 0.275 0.007 0.038 0.759 0.009

2004年度 0.011 1.021 0.003 0.030 1.192 0.005

2005年度 0.006 0.109 0.001 0.013 0.410 0.001

2006年度 0.008 0.306 0.001 0.025 0.827 0.006

2007年度 0.007 0.290 0.001 0.023 1.193 0.006

2008年度 0.015 1.004 0.002 0.029 1.453 0.004

2009年度 0.011 0.464 0.001 0.025 0.545 0.001

2010年度 0.015 0.623 0.001 0.033 1.935 0.001

2011年度 0.013 1.145 0.001 0.044 4.751 0.002

2012年度 0.009 0.353 0.003 0.019 0.590 0.005

2013年度 0.009 0.404 0.003 0.029 1.306 0.005

2014年度 0.012 0.479 0.003 0.034 1.181 0.013

2015年度 0.010 0.148 0.003 0.032 0.275 0.003

2016年度 0.011 0.964 0.003 0.028 2.390 0.001

2017年度 0.015 1.045 0.001 0.029 1.522 0.003

2018年度 0.009 0.390 0.001 0.028 0.909 0.002

2019年度 0.009 0.594 0.001 0.035 2.671 0.004

2003～2019年度の
平均

0.011 0.566 0.002 0.029 1.406 0.004

2003～2019年度の
中央値

0.011 0.464 0.001 0.029 1.192 0.004

2020年度 0.013 0.886 0.002 0.038 3.016 0.002

平均 最大 最小 平均 最大 最小

2003年度 0.047 3.401 0.003 － － －

2004年度 0.062 9.427 0.003 － － －

2005年度 0.022 0.930 0.003 － － －

2006年度 0.048 1.398 0.005 － － －

2007年度 0.043 2.402 0.004 － － －

2008年度 0.059 10.515 0.005 － － －

2009年度 0.047 2.947 0.014 0.062 1.030 0.013

2010年度 0.052 7.538 0.008 0.075 8.627 0.008

2011年度 0.054 7.747 0.007 0.089 7.940 0.008

2012年度 0.045 4.779 0.001 0.065 5.146 0.009

2013年度 0.062 14.642 0.003 0.079 5.193 0.022

2014年度 0.086 19.023 0.007 0.097 7.422 0.024

2015年度 0.059 2.581 0.007 0.078 3.793 0.020

2016年度 0.060 18.309 0.003 0.090 10.306 0.020

2017年度 0.070 20.177 0.002 0.094 11.893 0.024

2018年度 0.048 4.415 0.008 0.084 5.287 0.020

2019年度 0.063 11.238 0.010 0.099 13.936 0.016

2003～2019年度の
平均

0.055 8.322 0.005 0.083 7.325 0.017

2003～2019年度の
中央値

0.054 7.538 0.005 0.084 7.422 0.020

2020年度 0.066 11.381 0.007 0.090 11.196 0.011

年度
上流地点（流量m3/s） 中流地点（流量m3/s）

年度
下流地点（流量m3/s） 明世小学校前地点（流量m3/s）
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表3.2.2-2 河川流量測定結果（2021年度） 

 

平均 最大 最小 平均 最大 最小

2003年度 0.018 0.275 0.007 0.038 0.759 0.009

2004年度 0.011 1.021 0.003 0.030 1.192 0.005

2005年度 0.006 0.109 0.001 0.013 0.410 0.001

2006年度 0.008 0.306 0.001 0.025 0.827 0.006

2007年度 0.007 0.290 0.001 0.023 1.193 0.006

2008年度 0.015 1.004 0.002 0.029 1.453 0.004

2009年度 0.011 0.464 0.001 0.025 0.545 0.001

2010年度 0.015 0.623 0.001 0.033 1.935 0.001

2011年度 0.013 1.145 0.001 0.044 4.751 0.002

2012年度 0.009 0.353 0.003 0.019 0.590 0.005

2013年度 0.009 0.404 0.003 0.029 1.306 0.005

2014年度 0.012 0.479 0.003 0.034 1.181 0.013

2015年度 0.010 0.148 0.003 0.032 0.275 0.003

2016年度 0.011 0.964 0.003 0.028 2.390 0.001

2017年度 0.015 1.045 0.001 0.029 1.522 0.003

2018年度 0.009 0.390 0.001 0.028 0.909 0.002

2019年度 0.009 0.594 0.001 0.035 2.671 0.004

2020年度 0.013 0.886 0.002 0.038 3.016 0.002

2003～2020年度の
平均

0.011 0.583 0.002 0.029 1.496 0.004

2003～2020年度の
中央値

0.011 0.472 0.002 0.029 1.193 0.004

2021年度 0.013 1.410 0.002 0.040 2.960 0.003

平均 最大 最小 平均 最大 最小

2003年度 0.047 3.401 0.003 － － －

2004年度 0.062 9.427 0.003 － － －

2005年度 0.022 0.930 0.003 － － －

2006年度 0.048 1.398 0.005 － － －

2007年度 0.043 2.402 0.004 － － －

2008年度 0.059 10.515 0.005 － － －

2009年度 0.047 2.947 0.014 0.062 1.030 0.013

2010年度 0.052 7.538 0.008 0.075 8.627 0.008

2011年度 0.054 7.747 0.007 0.089 7.940 0.008

2012年度 0.045 4.779 0.001 0.065 5.146 0.009

2013年度 0.062 14.642 0.003 0.079 5.193 0.022

2014年度 0.086 19.023 0.007 0.097 7.422 0.024

2015年度 0.059 2.581 0.007 0.078 3.793 0.020

2016年度 0.060 18.309 0.003 0.090 10.306 0.020

2017年度 0.070 20.177 0.002 0.094 11.893 0.024

2018年度 0.048 4.415 0.008 0.084 5.287 0.020

2019年度 0.063 11.238 0.010 0.099 13.936 0.016

2020年度 0.066 11.381 0.007 0.090 11.196 0.011

2003～2020年度の
平均

0.055 8.492 0.006 0.083 7.647 0.016

2003～2020年度の
中央値

0.056 7.643 0.005 0.086 7.681 0.018

2021年度 0.070 12.368 0.010 0.096 13.240 0.015

年度
上流地点（流量m3/s） 中流地点（流量m3/s）

年度
下流地点（流量m3/s） 明世小学校前地点（流量m3/s）
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図3.2.2-2 各河川流量測定地点における年間平均流量の変動（2021） 

 
 
3.3 研究所からの排出水，湧水および狭間川の水質分析 
 研究所からの排出水，湧水（地下水）および放流先河川である狭間川から試料を採取し水質分

析を行った。2020年度～2021年度における水質分析結果を以下に示す。 
 

3.3.1 調査方法 
（1）調査範囲 
・ 研究所からの排出水，湧水および放流先河川水（狭間川上流部，狭間川下流部）から毎月1

回試料を採取し水質分析を行う（以下，月1回検査）。 
・ 研究所からの排出水，湧水および放流先河川水（狭間川上流部，明世小学校前）から毎週2

回試料を採取し，塩化物イオン濃度を測定する（以下，塩化物イオン測定）。 
 
（2）調査場所 
1）月1回検査 
 月1回検査における試料採取地点を表3.3.1-1および図3.3.1-1に示す。排出水は，放流先河川の

手前の排出口で採取した。湧水は，排水プラント沈砂槽への坑内水流入口で採取した。放流先河

川水は，排出水の放流先地点の上流部と下流部の2箇所で採取した。 
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表3.2.2-2 河川流量測定結果（2021年度） 

 

平均 最大 最小 平均 最大 最小

2003年度 0.018 0.275 0.007 0.038 0.759 0.009

2004年度 0.011 1.021 0.003 0.030 1.192 0.005

2005年度 0.006 0.109 0.001 0.013 0.410 0.001

2006年度 0.008 0.306 0.001 0.025 0.827 0.006

2007年度 0.007 0.290 0.001 0.023 1.193 0.006

2008年度 0.015 1.004 0.002 0.029 1.453 0.004

2009年度 0.011 0.464 0.001 0.025 0.545 0.001

2010年度 0.015 0.623 0.001 0.033 1.935 0.001

2011年度 0.013 1.145 0.001 0.044 4.751 0.002

2012年度 0.009 0.353 0.003 0.019 0.590 0.005

2013年度 0.009 0.404 0.003 0.029 1.306 0.005

2014年度 0.012 0.479 0.003 0.034 1.181 0.013

2015年度 0.010 0.148 0.003 0.032 0.275 0.003

2016年度 0.011 0.964 0.003 0.028 2.390 0.001

2017年度 0.015 1.045 0.001 0.029 1.522 0.003

2018年度 0.009 0.390 0.001 0.028 0.909 0.002

2019年度 0.009 0.594 0.001 0.035 2.671 0.004

2020年度 0.013 0.886 0.002 0.038 3.016 0.002

2003～2020年度の
平均

0.011 0.583 0.002 0.029 1.496 0.004

2003～2020年度の
中央値

0.011 0.472 0.002 0.029 1.193 0.004

2021年度 0.013 1.410 0.002 0.040 2.960 0.003

平均 最大 最小 平均 最大 最小

2003年度 0.047 3.401 0.003 － － －

2004年度 0.062 9.427 0.003 － － －

2005年度 0.022 0.930 0.003 － － －

2006年度 0.048 1.398 0.005 － － －

2007年度 0.043 2.402 0.004 － － －

2008年度 0.059 10.515 0.005 － － －

2009年度 0.047 2.947 0.014 0.062 1.030 0.013

2010年度 0.052 7.538 0.008 0.075 8.627 0.008

2011年度 0.054 7.747 0.007 0.089 7.940 0.008

2012年度 0.045 4.779 0.001 0.065 5.146 0.009

2013年度 0.062 14.642 0.003 0.079 5.193 0.022

2014年度 0.086 19.023 0.007 0.097 7.422 0.024

2015年度 0.059 2.581 0.007 0.078 3.793 0.020

2016年度 0.060 18.309 0.003 0.090 10.306 0.020

2017年度 0.070 20.177 0.002 0.094 11.893 0.024

2018年度 0.048 4.415 0.008 0.084 5.287 0.020

2019年度 0.063 11.238 0.010 0.099 13.936 0.016

2020年度 0.066 11.381 0.007 0.090 11.196 0.011

2003～2020年度の
平均

0.055 8.492 0.006 0.083 7.647 0.016

2003～2020年度の
中央値

0.056 7.643 0.005 0.086 7.681 0.018

2021年度 0.070 12.368 0.010 0.096 13.240 0.015

年度
上流地点（流量m3/s） 中流地点（流量m3/s）

年度
下流地点（流量m3/s） 明世小学校前地点（流量m3/s）
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表3.3.1-1 試料採取地点（月1回検査） 

種別 採水地点名称 採取地点 

排出水 排出口 放流先河川手前の排水口 

湧水 排水プラント 排水プラント沈砂槽への流入口 

放流先河川水 

狭間川 上流部 狭間川の研究所用地上流部 

狭間川 下流部 狭間川の研究所用地下流部 

 
 

 

図3.3.1-1 試料採取地点図（月1回検査） 

 

 

2）塩化物イオン測定 
 塩化物イオン測定の試料採取地点は，月1回検査の試料採取地点（図3.3.1-1）のうち狭間川下流

部を除いた3箇所（排出口，排水プラント，狭間川上流部）と狭間川の明世小学校前取水口付近の

合計4箇所である。塩化物イオン測定における試料採取地点を表3.3.1-2および図3.3.1-2に示す。 
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表3.3.1-2 試料採取地点（塩化物イオン測定） 

種別 採水地点名称 採取地点 

排出水 排出口 放流先河川手前の排水口 

湧水 排水プラント 排水プラント沈砂槽への流入口 

放流先河川水 

狭間川 上流部 狭間川の研究所用地上流部 

明世小学校前取水口 狭間川の明世小学校前の取水口 

 

 

 

図3.3.1-2 試料採取地点図（塩化物イオン測定） 
 

  

 

 

表3.3.1-1 試料採取地点（月1回検査） 

種別 採水地点名称 採取地点 

排出水 排出口 放流先河川手前の排水口 

湧水 排水プラント 排水プラント沈砂槽への流入口 

放流先河川水 

狭間川 上流部 狭間川の研究所用地上流部 

狭間川 下流部 狭間川の研究所用地下流部 

 
 

 

図3.3.1-1 試料採取地点図（月1回検査） 

 

 

2）塩化物イオン測定 
 塩化物イオン測定の試料採取地点は，月1回検査の試料採取地点（図3.3.1-1）のうち狭間川下流

部を除いた3箇所（排出口，排水プラント，狭間川上流部）と狭間川の明世小学校前取水口付近の

合計4箇所である。塩化物イオン測定における試料採取地点を表3.3.1-2および図3.3.1-2に示す。 
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（3）測定項目 
 月1回検査の分析項目を表3.3.1-3に示す。 
 

表3.3.1-3 分析項目 

※分析項目対象「○」，分析項目対象外「－」 

 

 

  

No 分析項目 排出水 湧水 河川水 

1 カドミウム ○ ○ ○ 

2 全シアン ○ ○ ○ 

3 有機燐化合物 ○ ― ― 

4 鉛 ○ ○ ○ 

5 六価クロム ○ ○ ○ 

6 砒素 ○ ○ ○ 

7 総水銀 ○ ○ ○ 

8 アルキル水銀 ○ ○ ○ 

9 ＰＣＢ ○ ○ ○ 

10 トリクロロエチレン ○ ○ ○ 

11 テトラクロロエチレン ○ ○ ○ 

12 四塩化炭素 ○ ○ ○ 

13 クロロエチレン ― ○ ― 

14 ジクロロメタン ○ ○ ○ 

15 1,2-ジクロロエタン ○ ○ ○ 

16 1,1,1-トリクロロエタン ○ ○ ○ 

17 1,1,2-トリクロロエタン ○ ○ ○ 

18 1,1-ジクロロエチレン ○ ○ ○ 

19 1,2-ジクロロエチレン ○ ○ ― 

20 シス-1,2-ジクロロエチレン ○ ― ○ 

21 1,3-ジクロロプロペン ○ ○ ○ 

22 チウラム ○ ○ ○ 

23 シマジン ○ ○ ○ 

24 チオベンカルブ ○ ○ ○ 

25 ベンゼン ○ ○ ○ 

26 セレン ○ ○ ○ 

27 硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 ○ ○ ○ 

28 ふっ素 ○ ○ ○ 

29 ほう素 ○ ○ ○ 

30 1,4-ジオキサン ○ ○ ○ 

31 
アンモニア、アンモニウム化合物、

亜硝酸化合物及び硝酸化合物 
○ ― ― 

32 水素イオン濃度（pH） ○ ○ ○ 

33 浮遊物質量（SS） ○ ― ○ 

34 塩化物イオン ― ○ ― 
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（4）測定方法 
 採取した試料の水質分析は，表3.3.1-4に示す方法で測定した。 
 

表3.3.1-4 測定方法 

 

 

（5）管理目標値 
①月1回検査 

研究所の事業活動に伴い発生する排出水，湧水，放流先河川水および掘削土については，岐阜

県，瑞浪市および原子力機構で締結した「瑞浪超深地層研究所に係る環境保全協定書」（以下，環

境保全協定）4)において，原子力機構は水質汚濁防止法（昭和45年法律第138号）第3条第1項に規

定する排水基準，環境基本法（平成5年法律第91号）第16条第1項に規定する水質の汚濁および土

壌の汚染に係る環境基準，その他の環境規制等に基づき適切に管理することとし，測定項目，管

理目標値および測定頻度等を定めた「環境保全に係る基準書5)」で管理している。表3.3.1-5に放

流先河川水の管理目標値，排出水の管理目標値および規制基準，湧水の参考値を示す。 

現場測定項目 測定方法

カドミウム 誘導結合プラズマ発光分光分析法

全シアン 吸光光度法

有機燐化合物 ガスクロマトグラフ法

鉛

六価クロム

砒素 水素化物発生－原子吸光光度法

総水銀 環元気化原子吸光光度法

アルキル水銀 ガスクロマトグラフ法

ＰＣＢ ガスクロマトグラフ法

トリクロロエチレン

テトラクロロエチレン

四塩化炭素

クロロエチレン

ジクロロメタン

1,2-ジクロロエタン ヘッドスペース・ガスクロマトグラフ質量分析法

1,1,1-トリクロロエタン

1,1,2-トリクロロエタン

1,1-ジクロロエチレン

1,2-ジクロロエチレン

シス-1,2-ジクロロエチレン

1,3-ジクロロプロペン

チウラム 固相抽出－高速液体クロマトグラフ法

シマジン

チオベンカルブ

ベンゼン ヘッドスペース・ガスクロマトグラフ質量分析法

セレン 水素化物発生－原子吸光光度法

硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素

ふっ素

ほう素 誘導結合プラズマ発光分光分析法

1,4-ジオキサン ヘッドスペース・ガスクロマトグラフ質量分析法

アンモニア、アンモニウム化合物、
亜硝酸化合物及び硝酸化合物

イオンクロマトグラフ法

水素イオン濃度（pH） ガラス電極法

浮遊物質量（SS） 重量法

塩化物イオン イオンクロマトグラフ法

固相抽出－ガスクロマトグラフ質量分析法

イオンクロマトグラフ法イオンクロマトグラフ法

誘導結合プラズマ発光分光分析法

 

 

（3）測定項目 
 月1回検査の分析項目を表3.3.1-3に示す。 
 

表3.3.1-3 分析項目 

※分析項目対象「○」，分析項目対象外「－」 

 

 

  

No 分析項目 排出水 湧水 河川水 

1 カドミウム ○ ○ ○ 

2 全シアン ○ ○ ○ 

3 有機燐化合物 ○ ― ― 

4 鉛 ○ ○ ○ 

5 六価クロム ○ ○ ○ 

6 砒素 ○ ○ ○ 

7 総水銀 ○ ○ ○ 

8 アルキル水銀 ○ ○ ○ 

9 ＰＣＢ ○ ○ ○ 

10 トリクロロエチレン ○ ○ ○ 

11 テトラクロロエチレン ○ ○ ○ 

12 四塩化炭素 ○ ○ ○ 

13 クロロエチレン ― ○ ― 

14 ジクロロメタン ○ ○ ○ 

15 1,2-ジクロロエタン ○ ○ ○ 

16 1,1,1-トリクロロエタン ○ ○ ○ 

17 1,1,2-トリクロロエタン ○ ○ ○ 

18 1,1-ジクロロエチレン ○ ○ ○ 

19 1,2-ジクロロエチレン ○ ○ ― 

20 シス-1,2-ジクロロエチレン ○ ― ○ 

21 1,3-ジクロロプロペン ○ ○ ○ 

22 チウラム ○ ○ ○ 

23 シマジン ○ ○ ○ 

24 チオベンカルブ ○ ○ ○ 

25 ベンゼン ○ ○ ○ 

26 セレン ○ ○ ○ 

27 硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 ○ ○ ○ 

28 ふっ素 ○ ○ ○ 

29 ほう素 ○ ○ ○ 

30 1,4-ジオキサン ○ ○ ○ 

31 
アンモニア、アンモニウム化合物、

亜硝酸化合物及び硝酸化合物 
○ ― ― 

32 水素イオン濃度（pH） ○ ○ ○ 

33 浮遊物質量（SS） ○ ― ○ 

34 塩化物イオン ― ○ ― 

JAEA-Data/Code 2022-010

- 39 -



 

 

表3.3.1-5 管理目標値（放流先河川水，排出水），規制基準（排出水），参考値（湧水） 

 

 

②塩化物イオン測定 
研究所の湧水には自然由来の塩化物イオンが含まれており，深度が深くなるに従い濃度が上昇

する傾向にある。塩化物イオン濃度の測定については，排水基準や環境基準等において法的な規

測定項目 単位
管理目標値

放流先河川水
管理目標値

排出水
法令に基づく規制基準

排出水
参考値
湧水

水素イオン濃度（pH） ― 6.5~8.5 6.5~8.5 5.8~8.6 ―

浮遊物質量（SS） mg/L 25以下 25以下 90(日間平均70)以下 ―

カドミウム mg/L 0.003以下 0.003以下 0.03以下 0.003以下

全シアン mg/L 検出されないこと 検出されないこと 1以下 検出されないこと

有機燐化合物 mg/L ― 検出されないこと 1以下 ―

鉛 mg/L 0.01以下 0.01以下 0.1以下 0.01以下

六価クロム mg/L 0.05以下※ 0.05以下※ 0.5以下 0.05以下※

砒素 mg/L 0.01以下 0.01以下 0.1以下 0.01以下

総水銀 mg/L 0.0005以下 0.0005以下 0.005以下 0.0005以下

アルキル水銀 mg/L 検出されないこと 検出されないこと 検出されないこと 検出されないこと

ＰＣＢ mg/L 検出されないこと 検出されないこと 0.003以下 検出されないこと

トリクロロエチレン mg/L 0.01以下 0.01以下 0.1以下 0.01以下

テトラクロロエチレン mg/L 0.01以下 0.01以下 0.1以下 0.01以下

四塩化炭素 mg/L 0.002以下 0.002以下 0.02以下 0.002以下

クロロエチレン mg/L ― ― ― 0.002以下

ジクロロメタン mg/L 0.02以下 0.02以下 0.2以下 0.02以下

1,2-ジクロロエタン mg/L 0.004以下 0.004以下 0.04以下 0.004以下

1,1,1-トリクロロエタン mg/L 1以下 1以下 3以下 1以下

1,1,2-トリクロロエタン mg/L 0.006以下 0.006以下 0.06以下 0.006以下

1,1-ジクロロエチレン mg/L 0.1以下 0.1以下 1以下 0.1以下

1,2-ジクロロエチレン mg/L ― ― ― 0.04以下

シス-1,2-ジクロロエチレン mg/L 0.04以下 0.04以下 0.4以下 ―

1,3-ジクロロプロペン mg/L 0.002以下 0.002以下 0.02以下 0.002以下

チウラム mg/L 0.006以下 0.006以下 0.06以下 0.006以下

シマジン mg/L 0.003以下 0.003以下 0.03以下 0.003以下

チオベンカルブ mg/L 0.02以下 0.02以下 0.2以下 0.02以下

ベンゼン mg/L 0.01以下 0.01以下 0.1以下 0.01以下

セレン mg/L 0.01以下 0.01以下 0.1以下 0.01以下

硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 mg/L 10以下 10以下 ― 10以下

ふっ素 mg/L 0.8以下 0.8以下 8以下 0.8以下

ほう素 mg/L 1以下 1以下 10以下 1以下
アンモニア、アンモニウム化
合物、亜硝酸化合物および硝
酸化合物

mg/L ― ―

1Lにつきアンモニア性窒素に
0.4を乗じたもの、亜硝酸性窒
素および硝酸性窒素の合計量
100mg

―

1,4-ジオキサン mg/L 0.05以下 0.05以下 0.5以下 0.05以下

塩化物イオン mg/L ― ― ― ―
※「瑞浪超深地層研究所に係る環境保全協定書」に基づく「環境保全に係る基準書」5)が2022年3月28日に改定され，放流先河川水および
      排出水の六価クロムの管理目標値は0.02mg/L以下，湧水の六価クロムの参考値は0.02mg/L以下となった。
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制はないものの，塩化物イオン濃度の高い水を稲作等に長期間使用すると稲等の発育に影響がで

るという研究事例6),7)がある。千葉県農業試験場では，稲は塩化物イオン濃度が500mg/L以下の水

を使用していれば被害が発生する可能性は少なく，安全を見込み最も塩害に弱い本田初中期にお

いて安全基準として300～500mg/Lを提示している6)。研究所からの排出水等の放流先河川の下流

域では河川水を稲作に利用していることから，上記の安全基準に基づき，明世小学校前取水口に

おける河川水の塩化物イオン濃度については月平均300mg/Lを管理目標値としている。月平均

300mg/Lを超える，または超えると予想される場合には直ちに耕作者に周知し，これが長期間に

及ぶと予想される場合は，500mg/Lを超える前までに必要な対策を講じることとしている。 
 
 
3.3.2 調査結果 
（1）2020年度 
 2020年度の月1回検査における研究所からの排出水，湧水および放流先河川水（狭間川上流部，

狭間川下流部）の水質分析結果を表3.3.2-1～表3.3.2-4に示す。また，2020年度の塩化物イオン測

定における塩化物イオン濃度の測定結果を表3.3.2-5に，経年変動を図3.3.2-1，図3.3.2-2に示す。 
2020年度の研究所からの排出水および放流先河川水（狭間川下流部）の水質分析結果は，環境

保全協定における「環境保全に係る基準書」の管理基準値を満たす値であった。塩化物イオン測

定の結果については，研究所からの排出水および湧水の塩化物イオン濃度は低下の傾向を示すも

のの，各試料採取地点の塩化物イオン濃度はこれまでの変動の範囲内であった。また，明世小学

校前取水口における塩化物イオン濃度の月平均濃度は年間を通じて管理目標値を満たす値であっ

た。 
これらの結果から，2020年度の研究所の坑道埋め戻し等事業は，研究所からの排出水等の放流

先河川の水質に問題となる影響を与えていないものと考えられる。 
 

（2）2021年度 
 2021年度の月1回検査における研究所からの排出水，湧水および放流先河川水（狭間川上流部，

狭間川下流部）の水質分析結果を表3.3.2-6～表3.3.2-9に示す。また，2021年度の塩化物イオン測

定における塩化物イオン濃度の測定結果を表3.3.2-10に，経年変動を図3.3.2-3，図3.3.2-4に示す。

研究所の坑道の埋め戻し工事の進捗に伴い，2021年5月より坑道からの湧水がなくなったことか

ら，5月以降の湧水の水質分析は未実施であり，研究所からの排出水の水質分析は6月以降未実施

である。 
2021年度の研究所からの排出水および放流先河川水（狭間川下流部）の水質分析結果は，環境

保全協定における「環境保全に係る基準書」の管理基準値を満たす値であった。塩化物イオン測

定の結果については，2021年4月まで採取した湧水および同年5月まで採取した研究所からの排出

水の塩化物イオン濃度は低下する傾向を示した。明世小学校前取水口における塩化物イオン濃度

は，湧水および研究所からの排出水がなくなった2021年5月頃から同年12月頃まで低い値が継続

した。明世小学校前取水口における塩化物イオン濃度の月平均濃度は年間を通じて管理目標値を

満たす値であった。 
これらの結果から，2021年度の研究所の坑道埋め戻し等事業は，研究所からの排出水等の放流

先河川の水質に問題となる影響を与えていないものと考えられる。 
  

 

 

表3.3.1-5 管理目標値（放流先河川水，排出水），規制基準（排出水），参考値（湧水） 

 

 

②塩化物イオン測定 
研究所の湧水には自然由来の塩化物イオンが含まれており，深度が深くなるに従い濃度が上昇

する傾向にある。塩化物イオン濃度の測定については，排水基準や環境基準等において法的な規

測定項目 単位
管理目標値

放流先河川水
管理目標値

排出水
法令に基づく規制基準

排出水
参考値
湧水

水素イオン濃度（pH） ― 6.5~8.5 6.5~8.5 5.8~8.6 ―

浮遊物質量（SS） mg/L 25以下 25以下 90(日間平均70)以下 ―

カドミウム mg/L 0.003以下 0.003以下 0.03以下 0.003以下

全シアン mg/L 検出されないこと 検出されないこと 1以下 検出されないこと

有機燐化合物 mg/L ― 検出されないこと 1以下 ―

鉛 mg/L 0.01以下 0.01以下 0.1以下 0.01以下

六価クロム mg/L 0.05以下※ 0.05以下※ 0.5以下 0.05以下※

砒素 mg/L 0.01以下 0.01以下 0.1以下 0.01以下

総水銀 mg/L 0.0005以下 0.0005以下 0.005以下 0.0005以下

アルキル水銀 mg/L 検出されないこと 検出されないこと 検出されないこと 検出されないこと

ＰＣＢ mg/L 検出されないこと 検出されないこと 0.003以下 検出されないこと

トリクロロエチレン mg/L 0.01以下 0.01以下 0.1以下 0.01以下

テトラクロロエチレン mg/L 0.01以下 0.01以下 0.1以下 0.01以下

四塩化炭素 mg/L 0.002以下 0.002以下 0.02以下 0.002以下

クロロエチレン mg/L ― ― ― 0.002以下

ジクロロメタン mg/L 0.02以下 0.02以下 0.2以下 0.02以下

1,2-ジクロロエタン mg/L 0.004以下 0.004以下 0.04以下 0.004以下

1,1,1-トリクロロエタン mg/L 1以下 1以下 3以下 1以下

1,1,2-トリクロロエタン mg/L 0.006以下 0.006以下 0.06以下 0.006以下

1,1-ジクロロエチレン mg/L 0.1以下 0.1以下 1以下 0.1以下

1,2-ジクロロエチレン mg/L ― ― ― 0.04以下

シス-1,2-ジクロロエチレン mg/L 0.04以下 0.04以下 0.4以下 ―

1,3-ジクロロプロペン mg/L 0.002以下 0.002以下 0.02以下 0.002以下

チウラム mg/L 0.006以下 0.006以下 0.06以下 0.006以下

シマジン mg/L 0.003以下 0.003以下 0.03以下 0.003以下

チオベンカルブ mg/L 0.02以下 0.02以下 0.2以下 0.02以下

ベンゼン mg/L 0.01以下 0.01以下 0.1以下 0.01以下

セレン mg/L 0.01以下 0.01以下 0.1以下 0.01以下

硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 mg/L 10以下 10以下 ― 10以下

ふっ素 mg/L 0.8以下 0.8以下 8以下 0.8以下

ほう素 mg/L 1以下 1以下 10以下 1以下
アンモニア、アンモニウム化
合物、亜硝酸化合物および硝
酸化合物

mg/L ― ―

1Lにつきアンモニア性窒素に
0.4を乗じたもの、亜硝酸性窒
素および硝酸性窒素の合計量
100mg

―

1,4-ジオキサン mg/L 0.05以下 0.05以下 0.5以下 0.05以下

塩化物イオン mg/L ― ― ― ―
※「瑞浪超深地層研究所に係る環境保全協定書」に基づく「環境保全に係る基準書」5)が2022年3月28日に改定され，放流先河川水および
      排出水の六価クロムの管理目標値は0.02mg/L以下，湧水の六価クロムの参考値は0.02mg/L以下となった。
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表 3.3.2-1 排出水 水質分析結果（2020 年度） 

 

2020/4/2 2020/5/12 2020/6/4 2020/7/2 2020/8/6 2020/9/3 2020/10/1 2020/11/5 2020/12/3 2021/1/7 2021/2/4 2021/3/4

9:17 9:15 9:28 10:03 9:40 9:56 9:29 9:17 9:32 9:22 9:23 9:25

晴 晴 曇り 晴 曇り 曇り 晴 晴 晴 晴 曇り 曇り

外観 無色、濁りなし 無色、濁りなし 無色、濁りなし 無色、濁りなし 無色、濁りなし 無色透明 無色、濁りなし 無色、濁りなし 無色透明 無色、濁りなし 無色、濁りなし 無色、濁りなし

臭気 無臭 無臭 無臭 無臭 無臭 無臭 無臭 無臭 無臭 無臭 無臭 無臭

気温 ℃ 11.0 20.0 23.0 22.0 28.0 27.5 19.5 7.0 5.5 2.0 2.0 9.0 14.7 28.0 2.0 － －

水温 ℃ 19.2 22.7 24.0 26.1 27.8 27.5 24.8 17.5 16.9 14.6 12.7 15.5 20.8 27.8 12.7 － －

透視度 度 ＞50 ＞50 ＞50 ＞50 ＞50 ＞50 ＞50 ＞50 ＞50 ＞50 ＞50 ＞50 － －

水素イオン濃度(pH) 6.9 7.2 7.3 7.1 7.2 7.2 7.1 7.1 7.0 7.1 7.1 7.1 7.1 7.3 6.9 6.5～8.5 5.8～8.6

浮遊物質量(SS) mg/L ＜1 ＜1 ＜1 ＜1 ＜1 ＜1 ＜1 ＜1 ＜1 ＜1 ＜1 ＜1 ＜1 25以下 90(日間平均70)以下

カドミウム mg/L ＜0.0003 ＜0.0003 ＜0.0003 ＜0.0003 ＜0.0003 ＜0.0003 ＜0.0003 ＜0.0003 ＜0.0003 ＜0.0003 ＜0.0003 ＜0.0003 ＜0.0003 0.003以下 0.03以下

全シアン mg/L ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND 検出されないこと 1以下

有機燐化合物 mg/L ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND 検出されないこと 1以下

鉛 mg/L ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 0.01以下 0.1以下

六価クロム mg/L ＜0.02 ＜0.02 ＜0.02 ＜0.02 ＜0.02 ＜0.02 ＜0.02 ＜0.02 ＜0.02 ＜0.02 ＜0.02 ＜0.02 ＜0.02 0.05以下 ※3 0.5以下

砒素 mg/L ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 0.01以下 0.1以下

総水銀 mg/L ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 0.0005以下 0.005以下

アルキル水銀 mg/L ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND 検出されないこと 検出されないこと

ＰＣＢ mg/L ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND 検出されないこと 0.003以下

トリクロロエチレン mg/L ＜0.001 ＜0.001 ＜0.001 ＜0.001 ＜0.001 ＜0.001 ＜0.001 ＜0.001 ＜0.001 ＜0.001 ＜0.001 ＜0.001 ＜0.001 0.01以下 0.1以下

テトラクロロエチレン mg/L ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 0.01以下 0.1以下

四塩化炭素 mg/L ＜0.0002 ＜0.0002 ＜0.0002 ＜0.0002 ＜0.0002 ＜0.0002 ＜0.0002 ＜0.0002 ＜0.0002 ＜0.0002 ＜0.0002 ＜0.0002 ＜0.0002 0.002以下 0.02以下

ジクロロメタン mg/L ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 0.02以下 0.2以下

1,2-ジクロロエタン mg/L ＜0.0004 ＜0.0004 ＜0.0004 ＜0.0004 ＜0.0004 ＜0.0004 ＜0.0004 ＜0.0004 ＜0.0004 ＜0.0004 ＜0.0004 ＜0.0004 ＜0.0004 0.004以下 0.04以下

1,1,1-トリクロロエタン mg/L ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 1以下 3以下

1,1,2-トリクロロエタン mg/L ＜0.0006 ＜0.0006 ＜0.0006 ＜0.0006 ＜0.0006 ＜0.0006 ＜0.0006 ＜0.0006 ＜0.0006 ＜0.0006 ＜0.0006 ＜0.0006 ＜0.0006 0.006以下 0.06以下

1,1-ジクロロエチレン mg/L ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 0.1以下 1以下

シス-1,2-ジクロロエチレン mg/L ＜0.004 ＜0.004 ＜0.004 ＜0.004 ＜0.004 ＜0.004 ＜0.004 ＜0.004 ＜0.004 ＜0.004 ＜0.004 ＜0.004 ＜0.004 0.04以下 0.4以下

1,3-ジクロロプロペン mg/L ＜0.0002 ＜0.0002 ＜0.0002 ＜0.0002 ＜0.0002 ＜0.0002 ＜0.0002 ＜0.0002 ＜0.0002 ＜0.0002 ＜0.0002 ＜0.0002 ＜0.0002 0.002以下 0.02以下

チウラム mg/L ＜0.0006 ＜0.0006 ＜0.0006 ＜0.0006 ＜0.0006 ＜0.0006 ＜0.0006 ＜0.0006 ＜0.0006 ＜0.0006 ＜0.0006 ＜0.0006 ＜0.0006 0.006以下 0.06以下

シマジン mg/L ＜0.0003 ＜0.0003 ＜0.0003 ＜0.0003 ＜0.0003 ＜0.0003 ＜0.0003 ＜0.0003 ＜0.0003 ＜0.0003 ＜0.0003 ＜0.0003 ＜0.0003 0.003以下 0.03以下

チオベンカルブ mg/L ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 0.02以下 0.2以下

ベンゼン mg/L ＜0.001 ＜0.001 ＜0.001 ＜0.001 ＜0.001 ＜0.001 ＜0.001 ＜0.001 ＜0.001 ＜0.001 ＜0.001 ＜0.001 ＜0.001 0.01以下 0.1以下

セレン mg/L ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 0.01以下 0.1以下

硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 mg/L 0.26 0.19 0.70 0.35 0.33 0.30 0.28 0.32 0.27 0.27 0.25 0.35 0.32 0.70 0.19 10以下 －

ふっ素 mg/L 0.51 0.57 0.58 0.59 0.51 0.58 0.40 0.38 0.34 0.40 0.25 0.29 0.45 0.59 0.25 0.8以下 8以下

ほう素 mg/L 0.49 0.50 0.54 0.48 0.52 0.51 0.52 0.46 0.52 0.43 0.46 0.40 0.49 0.54 0.40 1以下 10以下

アンモニア、アンモニウム化合物、

亜硝酸化合物及び硝酸化合物
mg/L 0.26 0.19 0.70 0.35 0.33 0.30 0.28 0.32 0.27 0.27 0.25 0.35 0.32 0.70 0.19 －

1Lにつきｱﾝﾓﾆｱ性窒素に0.4を乗じた

もの、亜硝酸性窒素及び硝酸性窒素の

合計量100mg

1,4-ジオキサン mg/L ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 0.05以下 0.5以下

　

健

康

項

目

　　　　　　　　　※1　ND：検出されないの意　※2　報告下限値未満の場合は報告下限値を用い，数値が検出された場合は検出された数値を用いて平均値を算出した。

　　　　　　　　　※3　「瑞浪超深地層研究所に係る環境保全協定書」に基づく「環境保全に係る基準書」5)が2022年3月28日に改定され，排出水の六価クロムの管理目標値は0.02mg/L以下となった。

天　候

平均 ※2 最大 最小

一

般

項

目

生活環境

項目

(2020年4月～2021年3月)

位　置 排出口

採取日

2020/4/2 ～ 2021/3/4

管理目標値
法令に基づく

規制基準

採取時刻

排出水　月1回検査の水質分析結果

JAEA-Data/Code 2022-010

- 43 ～ 44 -



 

 

表3.3.2-2 湧水（地下水） 水質分析結果（2020年度） 

湧水（地下水）　月1回検査の水質分析結果

2020/4/2 2020/5/12 2020/6/4 2020/7/2 2020/8/6 2020/9/3 2020/10/1 2020/11/5 2020/12/3 2021/1/7 2021/2/4 2021/3/4

9:00 8:55 9:18 9:35 9:29 9:45 9:15 9:03 9:18 9:05 9:08 9:10

晴 晴 曇り 晴 曇り 曇り 晴 晴 晴 晴 曇り 曇り

外観 無色、濁り少 無色、濁りなし 無色、濁りなし 淡白色、濁り少 無色、濁りなし 淡黄色、濁り多 黄色、濁り多 淡白色、濁り中 淡白色、濁り中 黄色、濁り多 黄色、濁り多 淡黄色、濁り少

臭気 無臭 無臭 無臭 無臭 無臭 無臭 無臭 無臭 微土臭 土臭 土臭 無臭

気温 ℃ 10.5 20.0 23.0 22.0 28.0 27.0 19.0 7.0 4.5 2.0 2.0 9.0 14.5 28.0 2.0 －

水温 ℃ 23.1 24.2 24.3 25.8 26.6 27.4 25.3 21.4 20.9 19.6 18.9 20.3 23.2 27.4 18.9 －

透視度 度 ＞50 ＞50 ＞50 ＞50 ＞50 13.5 2 24 12 4.0 9.0 48 －

水素イオン濃度(pH) 7.9 8.2 8.1 8.1 7.7 8.4 8.4 8.1 8.2 9.6 8.5 7.8 8.3 9.6 7.7 －

浮遊物質量(SS) mg/L － － － － － － － － － － － － －

カドミウム mg/L ＜0.0003 ＜0.0003 ＜0.0003 ＜0.0003 ＜0.0003 ＜0.0003 ＜0.0003 ＜0.0003 ＜0.0003 ＜0.0003 ＜0.0003 ＜0.0003 ＜0.0003 0.003以下

全シアン mg/L ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND 検出されないこと

鉛 mg/L ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 0.026 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 0.007 0.026 ＜0.005 0.01以下

六価クロム mg/L ＜0.02 ＜0.02 ＜0.02 ＜0.02 ＜0.02 ＜0.02 ＜0.02 ＜0.02 ＜0.02 ＜0.02 ＜0.02 ＜0.02 ＜0.02 0.05以下 ※3

砒素 mg/L ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 0.037 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 0.008 0.037 ＜0.005 0.01以下

総水銀 mg/L ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 0.0005以下

アルキル水銀 mg/L ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND 検出されないこと

ＰＣＢ mg/L ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND 検出されないこと

トリクロロエチレン mg/L ＜0.001 ＜0.001 ＜0.001 ＜0.001 ＜0.001 ＜0.001 ＜0.001 ＜0.001 ＜0.001 ＜0.001 ＜0.001 ＜0.001 ＜0.001 0.01以下

テトラクロロエチレン mg/L ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 0.01以下

四塩化炭素 mg/L ＜0.0002 ＜0.0002 ＜0.0002 ＜0.0002 ＜0.0002 ＜0.0002 ＜0.0002 ＜0.0002 ＜0.0002 ＜0.0002 ＜0.0002 ＜0.0002 ＜0.0002 0.002以下

クロロエチレン mg/L ＜0.0002 ＜0.0002 ＜0.0002 ＜0.0002 ＜0.0002 ＜0.0002 ＜0.0002 ＜0.0002 ＜0.0002 ＜0.0002 ＜0.0002 ＜0.0002 ＜0.0002 0.002以下

ジクロロメタン mg/L ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 0.02以下

1,2-ジクロロエタン mg/L ＜0.0004 ＜0.0004 ＜0.0004 ＜0.0004 ＜0.0004 ＜0.0004 ＜0.0004 ＜0.0004 ＜0.0004 ＜0.0004 ＜0.0004 ＜0.0004 ＜0.0004 0.004以下

1,1,1-トリクロロエタン mg/L ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 1以下

1,1,2-トリクロロエタン mg/L ＜0.0006 ＜0.0006 ＜0.0006 ＜0.0006 ＜0.0006 ＜0.0006 ＜0.0006 ＜0.0006 ＜0.0006 ＜0.0006 ＜0.0006 ＜0.0006 ＜0.0006 0.006以下

1,1-ジクロロエチレン mg/L ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 0.1以下

1,2-ジクロロエチレン mg/L ＜0.004 ＜0.004 ＜0.004 ＜0.004 ＜0.004 ＜0.004 ＜0.004 ＜0.004 ＜0.004 ＜0.004 ＜0.004 ＜0.004 ＜0.004 0.04以下

1,3-ジクロロプロペン mg/L ＜0.0002 ＜0.0002 ＜0.0002 ＜0.0002 ＜0.0002 ＜0.0002 ＜0.0002 ＜0.0002 ＜0.0002 ＜0.0002 ＜0.0002 ＜0.0002 ＜0.0002 0.002以下

チウラム mg/L ＜0.0006 ＜0.0006 ＜0.0006 ＜0.0006 ＜0.0006 ＜0.0006 ＜0.0006 ＜0.0006 ＜0.0006 ＜0.0006 ＜0.0006 ＜0.0006 ＜0.0006 0.006以下

シマジン mg/L ＜0.0003 ＜0.0003 ＜0.0003 ＜0.0003 ＜0.0003 ＜0.0003 ＜0.0003 ＜0.0003 ＜0.0003 ＜0.0003 ＜0.0003 ＜0.0003 ＜0.0003 0.003以下

チオベンカルブ mg/L ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 0.02以下

ベンゼン mg/L ＜0.001 ＜0.001 ＜0.001 ＜0.001 ＜0.001 ＜0.001 ＜0.001 ＜0.001 ＜0.001 ＜0.001 ＜0.001 ＜0.001 ＜0.001 0.01以下

セレン mg/L ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 0.01以下

硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 mg/L 0.10 0.074 0.19 0.13 0.15 0.16 0.11 0.12 0.058 0.086 0.053 0.11 0.11 0.19 0.053 10以下

ふっ素 mg/L 6.4 8.8 18 8.6 8.3 8.5 8.9 9.4 8.4 8.0 7.4 6.3 8.9 18 6.3 0.8以下

ほう素 mg/L 1.4 1.4 1.4 1.4 1.4 1.4 1.4 1.3 1.3 1.2 1.3 1.2 1.3 1.4 1.2 1以下

1,4-ジオキサン mg/L ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 0.05以下

塩化物イオン mg/L 320 310 300 300 300 290 290 260 260 270 280 240 290 320 240 －

　　　　　　　　　※1　ND：検出されないの意　※2　報告下限値未満の場合は報告下限値を用い，数値が検出された場合は検出された数値を用いて平均値を算出した。

　　　　　　　　　※3　「瑞浪超深地層研究所に係る環境保全協定書」に基づく「環境保全に係る基準書」5)が2022年3月28日に改定され，湧水の六価クロムの参考値は0.02mg/L以下となった。

位　置 排水プラント

採取日
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採取時刻
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目
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項目

(2020年4月～2021年3月)
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表3.3.2-3 放流先河川水（狭間川上流部） 水質分析結果（2020年度） 

2020/4/2 2020/5/12 2020/6/4 2020/7/2 2020/8/6 2020/9/3 2020/10/1 2020/11/5 2020/12/3 2021/1/7 2021/2/4 2021/3/4

9:33 9:35 9:47 10:18 9:55 10:10 9:50 9:33 9:50 9:39 9:40 9:40

晴 晴 曇り 晴 曇り 曇り 晴 晴 晴 晴 曇り 曇り

外観 無色、濁りなし 無色、濁りなし 無色、濁りなし 淡黄色、濁り少 無色、濁りなし 淡黄色、濁り少 無色、濁りなし 無色、濁りなし 無色透明 無色、濁りなし 無色、濁りなし 無色、濁りなし

臭気 無臭 無臭 無臭 無臭 無臭 無臭 無臭 無臭 無臭 無臭 無臭 無臭

気温 ℃ 11.0 20.0 23.0 22.0 28.5 28.0 20.0 7.0 6.0 2.0 3.0 9.0 15.0 28.5 2.0 －

水温 ℃ 9.8 14.3 17.4 19.3 22.4 23.9 18.7 8.4 7.1 2.9 3.1 6.5 12.8 23.9 2.9 －

透視度 度 ＞50 ＞50 ＞50 ＞50 ＞50 ＞50 ＞50 ＞50 ＞50 ＞50 ＞50 ＞50 －

水素イオン濃度(pH) 7.1 7.2 7.2 7.1 7.2 7.2 7.3 7.2 7.1 7.3 7.1 7.0 7.2 7.3 7.0 6.5～8.5

浮遊物質量(SS) mg/L 2 2 3 5 2 9 2 1 ＜1 ＜1 ＜1 ＜1 3 9 ＜1 25以下

カドミウム mg/L ＜0.0003 ＜0.0003 ＜0.0003 ＜0.0003 ＜0.0003 ＜0.0003 ＜0.0003 ＜0.0003 ＜0.0003 ＜0.0003 ＜0.0003 ＜0.0003 ＜0.0003 0.003以下

全シアン mg/L ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND 検出されないこと

鉛 mg/L ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 0.01以下

六価クロム mg/L ＜0.02 ＜0.02 ＜0.02 ＜0.02 ＜0.02 ＜0.02 ＜0.02 ＜0.02 ＜0.02 ＜0.02 ＜0.02 ＜0.02 ＜0.02 0.05以下 ※3

砒素 mg/L ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 0.01以下

総水銀 mg/L ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 0.0005以下

アルキル水銀 mg/L ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND 検出されないこと

ＰＣＢ mg/L ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND 検出されないこと

トリクロロエチレン mg/L ＜0.001 ＜0.001 ＜0.001 ＜0.001 ＜0.001 ＜0.001 ＜0.001 ＜0.001 ＜0.001 ＜0.001 ＜0.001 ＜0.001 ＜0.001 0.01以下

テトラクロロエチレン mg/L ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 0.01以下

四塩化炭素 mg/L ＜0.0002 ＜0.0002 ＜0.0002 ＜0.0002 ＜0.0002 ＜0.0002 ＜0.0002 ＜0.0002 ＜0.0002 ＜0.0002 ＜0.0002 ＜0.0002 ＜0.0002 0.002以下

ジクロロメタン mg/L ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 0.02以下

1,2-ジクロロエタン mg/L ＜0.0004 ＜0.0004 ＜0.0004 ＜0.0004 ＜0.0004 ＜0.0004 ＜0.0004 ＜0.0004 ＜0.0004 ＜0.0004 ＜0.0004 ＜0.0004 ＜0.0004 0.004以下

1,1,1-トリクロロエタン mg/L ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 1以下

1,1,2-トリクロロエタン mg/L ＜0.0006 ＜0.0006 ＜0.0006 ＜0.0006 ＜0.0006 ＜0.0006 ＜0.0006 ＜0.0006 ＜0.0006 ＜0.0006 ＜0.0006 ＜0.0006 ＜0.0006 0.006以下

1,1-ジクロロエチレン mg/L ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 0.1以下

シス-1,2-ジクロロエチレン mg/L ＜0.004 ＜0.004 ＜0.004 ＜0.004 ＜0.004 ＜0.004 ＜0.004 ＜0.004 ＜0.004 ＜0.004 ＜0.004 ＜0.004 ＜0.004 0.04以下

1,3-ジクロロプロペン mg/L ＜0.0002 ＜0.0002 ＜0.0002 ＜0.0002 ＜0.0002 ＜0.0002 ＜0.0002 ＜0.0002 ＜0.0002 ＜0.0002 ＜0.0002 ＜0.0002 ＜0.0002 0.002以下

チウラム mg/L ＜0.0006 ＜0.0006 ＜0.0006 ＜0.0006 ＜0.0006 ＜0.0006 ＜0.0006 ＜0.0006 ＜0.0006 ＜0.0006 ＜0.0006 ＜0.0006 ＜0.0006 0.006以下

シマジン mg/L ＜0.0003 ＜0.0003 ＜0.0003 ＜0.0003 ＜0.0003 ＜0.0003 ＜0.0003 ＜0.0003 ＜0.0003 ＜0.0003 ＜0.0003 ＜0.0003 ＜0.0003 0.003以下

チオベンカルブ mg/L ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 0.02以下

ベンゼン mg/L ＜0.001 ＜0.001 ＜0.001 ＜0.001 ＜0.001 ＜0.001 ＜0.001 ＜0.001 ＜0.001 ＜0.001 ＜0.001 ＜0.001 ＜0.001 0.01以下

セレン mg/L ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 0.01以下

硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 mg/L 0.48 0.31 0.27 0.38 0.23 0.50 0.22 0.21 0.16 0.18 0.36 0.38 0.31 0.50 0.16 10以下

ふっ素 mg/L ＜0.08 0.08 0.08 0.08 0.08 ＜0.08 ＜0.08 ＜0.08 ＜0.08 ＜0.08 ＜0.08 ＜0.08 0.08 0.08 ＜0.08 0.8以下

ほう素 mg/L ＜0.02 ＜0.02 ＜0.02 ＜0.02 ＜0.02 ＜0.02 ＜0.02 ＜0.02 ＜0.02 ＜0.02 ＜0.02 ＜0.02 ＜0.02 1以下

1,4-ジオキサン mg/L ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 0.05以下

　　　　　　　　　　※1　ND：検出されないの意　※2　報告下限値未満の場合は報告下限値を用い，数値が検出された場合は検出された数値を用いて平均値を算出した。

　　　　　　　　　　※3　「瑞浪超深地層研究所に係る環境保全協定書」に基づく「環境保全に係る基準書」5)が2022年3月28日に改定され，放流先河川水の六価クロムの管理目標値は0.02mg/L以下となった。
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表3.3.2-4 放流先河川水（狭間川下流部） 水質分析結果（2020年度） 

 

2020/4/2 2020/5/12 2020/6/4 2020/7/2 2020/8/6 2020/9/3 2020/10/1 2020/11/5 2020/12/3 2021/1/7 2021/2/4 2021/3/4

9:20 9:20 9:35 10:08 9:48 10:03 9:40 9:25 9:38 9:28 9:28 9:30

晴 晴 曇り 晴 曇り 曇り 晴 晴 晴 晴 曇り 曇り

外観 無色、濁りなし 無色、濁りなし 無色、濁りなし 無色、濁りなし 無色、濁りなし 淡黄色、濁り少 無色、濁りなし 無色、濁りなし 無色透明 無色、濁りなし 無色、濁りなし 無色、濁りなし

臭気 無臭 無臭 無臭 無臭 無臭 無臭 無臭 無臭 無臭 無臭 無臭 無臭

気温 ℃ 11.0 20.0 23.0 22.0 28.0 27.5 20.0 7.0 6.0 2.0 2.0 9.0 14.8 28.0 2.0 －

水温 ℃ 13.3 17.5 22.5 21.7 25.7 25.5 23.8 15.5 16.0 13.2 10.0 13.7 18.2 25.7 10.0 －

透視度 度 ＞50 ＞50 ＞50 ＞50 ＞50 45 ＞50 ＞50 ＞50 ＞50 ＞50 ＞50 －

水素イオン濃度(pH) 7.1 7.4 7.2 7.1 7.1 7.1 7.1 7.1 7.0 7.1 7.0 7.1 7.1 7.4 7.0 6.5～8.5

浮遊物質量(SS) mg/L 2 1 2 4 1 13 2 1 2 1 2 1 3 13 1 25以下

カドミウム mg/L ＜0.0003 ＜0.0003 ＜0.0003 ＜0.0003 ＜0.0003 ＜0.0003 ＜0.0003 ＜0.0003 ＜0.0003 ＜0.0003 ＜0.0003 ＜0.0003 ＜0.0003 0.003以下

全シアン mg/L ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND 検出されないこと

鉛 mg/L ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 0.01以下

六価クロム mg/L ＜0.02 ＜0.02 ＜0.02 ＜0.02 ＜0.02 ＜0.02 ＜0.02 ＜0.02 ＜0.02 ＜0.02 ＜0.02 ＜0.02 ＜0.02 0.05以下 ※3

砒素 mg/L ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 0.01以下

総水銀 mg/L ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 0.0005以下

アルキル水銀 mg/L ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND 検出されないこと

ＰＣＢ mg/L ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND 検出されないこと

トリクロロエチレン mg/L ＜0.001 ＜0.001 ＜0.001 ＜0.001 ＜0.001 ＜0.001 ＜0.001 ＜0.001 ＜0.001 ＜0.001 ＜0.001 ＜0.001 ＜0.001 0.01以下

テトラクロロエチレン mg/L ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 0.01以下

四塩化炭素 mg/L ＜0.0002 ＜0.0002 ＜0.0002 ＜0.0002 ＜0.0002 ＜0.0002 ＜0.0002 ＜0.0002 ＜0.0002 ＜0.0002 ＜0.0002 ＜0.0002 ＜0.0002 0.002以下

ジクロロメタン mg/L ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 0.02以下

1,2-ジクロロエタン mg/L ＜0.0004 ＜0.0004 ＜0.0004 ＜0.0004 ＜0.0004 ＜0.0004 ＜0.0004 ＜0.0004 ＜0.0004 ＜0.0004 ＜0.0004 ＜0.0004 ＜0.0004 0.004以下

1,1,1-トリクロロエタン mg/L ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 1以下

1,1,2-トリクロロエタン mg/L ＜0.0006 ＜0.0006 ＜0.0006 ＜0.0006 ＜0.0006 ＜0.0006 ＜0.0006 ＜0.0006 ＜0.0006 ＜0.0006 ＜0.0006 ＜0.0006 ＜0.0006 0.006以下

1,1-ジクロロエチレン mg/L ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 0.1以下

シス-1,2-ジクロロエチレン mg/L ＜0.004 ＜0.004 ＜0.004 ＜0.004 ＜0.004 ＜0.004 ＜0.004 ＜0.004 ＜0.004 ＜0.004 ＜0.004 ＜0.004 ＜0.004 0.04以下

1,3-ジクロロプロペン mg/L ＜0.0002 ＜0.0002 ＜0.0002 ＜0.0002 ＜0.0002 ＜0.0002 ＜0.0002 ＜0.0002 ＜0.0002 ＜0.0002 ＜0.0002 ＜0.0002 ＜0.0002 0.002以下

チウラム mg/L ＜0.0006 ＜0.0006 ＜0.0006 ＜0.0006 ＜0.0006 ＜0.0006 ＜0.0006 ＜0.0006 ＜0.0006 ＜0.0006 ＜0.0006 ＜0.0006 ＜0.0006 0.006以下

シマジン mg/L ＜0.0003 ＜0.0003 ＜0.0003 ＜0.0003 ＜0.0003 ＜0.0003 ＜0.0003 ＜0.0003 ＜0.0003 ＜0.0003 ＜0.0003 ＜0.0003 ＜0.0003 0.003以下

チオベンカルブ mg/L ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 0.02以下

ベンゼン mg/L ＜0.001 ＜0.001 ＜0.001 ＜0.001 ＜0.001 ＜0.001 ＜0.001 ＜0.001 ＜0.001 ＜0.001 ＜0.001 ＜0.001 ＜0.001 0.01以下

セレン mg/L ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 0.01以下

硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 mg/L 0.34 0.24 0.61 0.34 0.27 0.48 0.23 0.28 0.24 0.26 0.33 0.34 0.33 0.61 0.23 10以下

ふっ素 mg/L 0.21 0.30 0.46 0.28 0.36 0.28 0.32 0.30 0.28 0.33 0.19 0.23 0.30 0.46 0.19 0.8以下

ほう素 mg/L 0.18 0.22 0.40 0.17 0.32 0.18 0.38 0.34 0.41 0.36 0.30 0.30 0.30 0.41 0.17 1以下

1,4-ジオキサン mg/L ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 0.05以下

　　　　　　　　　　※1　ND：検出されないの意　※2　報告下限値未満の場合は報告下限値を用い，数値が検出された場合は検出された数値を用いて平均値を算出した。

　　　　　　　　　　※3　「瑞浪超深地層研究所に係る環境保全協定書」に基づく「環境保全に係る基準書」5)が2022年3月28日に改定され，放流先河川水の六価クロムの管理目標値は0.02mg/L以下となった。
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図 3.3.2-1 研究所からの排出水，湧水，放流先河川水の塩化物イオン濃度の推移（2020） 
 

 

 

 

 

 

 

図 3.3.2-2 明世小学校前取水口における塩化物イオン濃度（月平均濃度）の推移（2020） 
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※東濃地科学センターホームページ「旧瑞浪超深地層研究所の日常の排水管理状況等」8)の塩化物イオン濃度の測定結果か

ら作成 

※東濃地科学センターホームページ「旧瑞浪超深地層研究所の日常の排水管理状況等」8)の塩化物イオン濃度の測定結果か

ら明世小学校前取水口における月平均濃度をグラフ化 
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表3.3.2-6 排出水 水質分析結果（2021年度）

2021/4/1 2021/5/11 2021/6/3 2021/7/1 2021/8/5 2021/9/2 2021/10/7 2021/11/4 2021/12/2 2022/1/6 2022/2/3 2022/3/3

10:36 10:40

晴 晴

外観 無色、濁りなし 淡褐色、濁り少

臭気 無臭 弱金気臭

気温 ℃ 20.0 22.0 21.0 22.0 20.0 － －

水温 ℃ 16.9 17.8 17.4 17.8 16.9 － －

透視度 度 ＞50 ＞50 － －

水素イオン濃度(pH) 7.2/20.1℃ 7.1/20.9℃ 7.2 7.2 7.1 6.5～8.5 5.8～8.6

浮遊物質量(SS) mg/L ＜1 4 3 4 ＜1 25以下 90(日間平均70)以下

カドミウム mg/L ＜0.0003 ＜0.0003 ＜0.0003 0.003以下 0.03以下

全シアン mg/L ND ND ND 検出されないこと 1以下

有機燐化合物 mg/L ND ND ND 検出されないこと 1以下

鉛 mg/L ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 0.01以下 0.1以下

六価クロム mg/L ＜0.02 ＜0.02 ＜0.02 0.05以下 ※3 0.5以下

砒素 mg/L ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 0.01以下 0.1以下

総水銀 mg/L ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 0.0005以下 0.005以下

アルキル水銀 mg/L ND ND ND 検出されないこと 検出されないこと

ＰＣＢ mg/L ND ND ND 検出されないこと 0.003以下

トリクロロエチレン mg/L ＜0.001 ＜0.001 ＜0.001 0.01以下 0.1以下

テトラクロロエチレン mg/L ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 0.01以下 0.1以下

四塩化炭素 mg/L ＜0.0002 ＜0.0002 ＜0.0002 0.002以下 0.02以下

ジクロロメタン mg/L ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 0.02以下 0.2以下

1,2-ジクロロエタン mg/L ＜0.0004 ＜0.0004 ＜0.0004 0.004以下 0.04以下

1,1,1-トリクロロエタン mg/L ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 1以下 3以下

1,1,2-トリクロロエタン mg/L ＜0.0006 ＜0.0006 ＜0.0006 0.006以下 0.06以下

1,1-ジクロロエチレン mg/L ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 0.1以下 1以下

シス-1,2-ジクロロエチレン mg/L ＜0.004 ＜0.004 ＜0.004 0.04以下 0.4以下

1,3-ジクロロプロペン mg/L ＜0.0002 ＜0.0002 ＜0.0002 0.002以下 0.02以下

チウラム mg/L ＜0.0006 ＜0.0006 ＜0.0006 0.006以下 0.06以下

シマジン mg/L ＜0.0003 ＜0.0003 ＜0.0003 0.003以下 0.03以下

チオベンカルブ mg/L ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 0.02以下 0.2以下

ベンゼン mg/L ＜0.001 ＜0.001 ＜0.001 0.01以下 0.1以下

セレン mg/L ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 0.01以下 0.1以下

硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 mg/L 0.52 0.54 0.53 0.54 0.52 10以下 －

ふっ素 mg/L 0.09 0.09 0.09 0.09 0.09 0.8以下 8以下

ほう素 mg/L 0.09 ＜0.02 0.06 0.09 ＜0.02 1以下 10以下

アンモニア、アンモニウム化合物、

亜硝酸化合物及び硝酸化合物
mg/L 0.52 0.54 0.53 0.54 0.52 －

1Lにつきｱﾝﾓﾆｱ性窒素に0.4を乗じた

もの、亜硝酸性窒素及び硝酸性窒素の

合計量100mg

1,4-ジオキサン mg/L ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 0.05以下 0.5以下

(2021年4月～2022年3月)

位　置 排出口

採取日

2021/4/1 ～ 2022/3/3

管理目標値
法令に基づく

規制基準

排出水　月1回検査の水質分析結果

生活環境

項目

健

康

項

目

※1　ND：検出されないの意　※2　報告下限値未満の場合は報告下限値を用い，数値が検出された場合は検出された数値を用いて平均値を算出した。

※3　「瑞浪超深地層研究所に係る環境保全協定書」4）に基づく「環境保全に係る基準書」5)が2022年3月28日に改定され，排出水の六価クロムの管理目標値は0.02mg/L以下となった。

採取時刻

天　候

平均 ※2 最大 最小

一
般

項

目

2021年6月より排出水がないため未実施
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表3.3.2-7 湧水（地下水） 水質分析結果（2021年度）

2021/4/1 2021/5/11 2021/6/3 2021/7/1 2021/8/5 2021/9/2 2021/10/7 2021/11/4 2021/12/2 2022/1/6 2022/2/3 2022/3/3

10:05

晴

外観 黄色、濁り多

臭気 弱土臭

気温 ℃ 19.0 19.0 19.0 19.0 －

水温 ℃ 15.2 15.2 15.2 15.2 －

透視度 度 2.5 －

水素イオン濃度(pH) 7.7/19.1℃ 7.7 7.7 7.7 －

浮遊物質量(SS) mg/L － －

カドミウム mg/L ＜0.0003 ＜0.0003 0.003以下

全シアン mg/L ND ND 検出されないこと

鉛 mg/L ＜0.005 ＜0.005 0.01以下

六価クロム mg/L ＜0.02 ＜0.02 0.05以下 ※3

砒素 mg/L ＜0.005 ＜0.005 0.01以下

総水銀 mg/L ＜0.0005 ＜0.0005 0.0005以下

アルキル水銀 mg/L ND ND 検出されないこと

ＰＣＢ mg/L ND ND 検出されないこと

トリクロロエチレン mg/L ＜0.001 ＜0.001 0.01以下

テトラクロロエチレン mg/L ＜0.0005 ＜0.0005 0.01以下

四塩化炭素 mg/L ＜0.0002 ＜0.0002 0.002以下

クロロエチレン mg/L ＜0.0002 ＜0.0002 0.002以下

ジクロロメタン mg/L ＜0.002 ＜0.002 0.02以下

1,2-ジクロロエタン mg/L ＜0.0004 ＜0.0004 0.004以下

1,1,1-トリクロロエタン mg/L ＜0.0005 ＜0.0005 1以下

1,1,2-トリクロロエタン mg/L ＜0.0006 ＜0.0006 0.006以下

1,1-ジクロロエチレン mg/L ＜0.002 ＜0.002 0.1以下

1,2-ジクロロエチレン mg/L ＜0.004 ＜0.004 0.04以下

1,3-ジクロロプロペン mg/L ＜0.0002 ＜0.0002 0.002以下

チウラム mg/L ＜0.0006 ＜0.0006 0.006以下

シマジン mg/L ＜0.0003 ＜0.0003 0.003以下

チオベンカルブ mg/L ＜0.002 ＜0.002 0.02以下

ベンゼン mg/L ＜0.001 ＜0.001 0.01以下

セレン mg/L ＜0.002 ＜0.002 0.01以下

硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 mg/L 0.43 0.43 0.43 0.43 10以下

ふっ素 mg/L 0.50 0.50 0.50 0.50 0.8以下

ほう素 mg/L 0.41 0.41 0.41 0.41 1以下

1,4-ジオキサン mg/L ＜0.005 ＜0.005 0.05以下

塩化物イオン mg/L 100 100 100 100 －

(2021年4月～2022年3月)

位　置 排水プラント

採取日

2021/4/1 ～ 2022/3/3

参　考　値

採取時刻

湧水（地下水）　月1回検査の水質分析結果

健

康

項

目

※1　ND：検出されないの意　※2　報告下限値未満の場合は報告下限値を用い，数値が検出された場合は検出された数値を用いて平均値を算出した。

※3　「瑞浪超深地層研究所に係る環境保全協定書」4）に基づく「環境保全に係る基準書」5)が2022年3月28日に改定され，湧水の六価クロムの参考値は0.02mg/L以下となった。

天　候

平均 ※2 最大 最小

一

般

項

目

生活環境

項目

2021年5月より湧水がないため未実施
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表3.3.2-8 放流先河川水（狭間川上流部） 水質分析結果（2021年度）

2021/4/1 2021/5/11 2021/6/3 2021/7/1 2021/8/5 2021/9/2 2021/10/7 2021/11/4 2021/12/2 2022/1/6 2022/2/3 2022/3/3

10:53 9:10 9:22 9:20 9:13 9:20 9:28 9:25 9:20 9:10 9:20 9:10

晴 曇り 晴 曇り 晴 雨 曇り 晴 晴 曇り 曇り 晴

外観 無色、濁りなし 淡黄色、濁り少 無色、濁りなし 淡黄色、濁り少 無色、濁りなし 淡黄色、濁り少 無色、濁り少 無色、濁りなし 無色、濁りなし 無色、濁りなし 無色、濁りなし 無色、濁りなし

臭気 無臭 無臭 無臭 無臭 無臭 無臭 無臭 無臭 無臭 無臭 無臭 無臭

気温 ℃ 20.0 16.0 22.0 22.0 28.0 25.0 21.0 10.0 5.0 2.0 1.0 4.0 14.7 28.0 1.0 －

水温 ℃ 12.1 13.1 17.2 19.4 23.6 21.8 19.2 10.1 6.4 2.1 2.0 3.3 12.5 23.6 2.0 －

透視度 度 ＞50 ＞50 ＞50 ＞50 ＞50 ＞50 ＞50 ＞50 ＞50 ＞50 ＞50 ＞50 －

水素イオン濃度(pH) 7.1/18.9℃ 7.1/19.9℃ 7.3/19.8℃ 7.0/22.0℃ 7.1/22.3℃ 7.0/23.6℃ 7.1/23.2℃ 6.9/12.7℃ 7.0/16.0℃ 7.0/13.7℃ 7.0/13.5℃ 7.0/12.3℃ 7.1 7.3 6.9 6.5～8.5

浮遊物質量(SS) mg/L 4 2 1 2 2 6 ＜1 1 ＜1 ＜1 ＜1 ＜1 2 6 ＜1 25以下

カドミウム mg/L ＜0.0003 ＜0.0003 ＜0.0003 ＜0.0003 ＜0.0003 ＜0.0003 ＜0.0003 ＜0.0003 ＜0.0003 ＜0.0003 ＜0.0003 ＜0.0003 ＜0.0003 0.003以下

全シアン mg/L ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND 検出されないこと

鉛 mg/L ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 0.01以下

六価クロム mg/L ＜0.02 ＜0.02 ＜0.02 ＜0.02 ＜0.02 ＜0.02 ＜0.02 ＜0.02 ＜0.02 ＜0.02 ＜0.02 ＜0.02 ＜0.02 0.05以下 ※3

砒素 mg/L ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 0.01以下

総水銀 mg/L ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 0.0005以下

アルキル水銀 mg/L ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND 検出されないこと

ＰＣＢ mg/L ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND 検出されないこと

トリクロロエチレン mg/L ＜0.001 ＜0.001 ＜0.001 ＜0.001 ＜0.001 ＜0.001 ＜0.001 ＜0.001 ＜0.001 ＜0.001 ＜0.001 ＜0.001 ＜0.001 0.01以下

テトラクロロエチレン mg/L ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 0.01以下

四塩化炭素 mg/L ＜0.0002 ＜0.0002 ＜0.0002 ＜0.0002 ＜0.0002 ＜0.0002 ＜0.0002 ＜0.0002 ＜0.0002 ＜0.0002 ＜0.0002 ＜0.0002 ＜0.0002 0.002以下

ジクロロメタン mg/L ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 0.02以下

1,2-ジクロロエタン mg/L ＜0.0004 ＜0.0004 ＜0.0004 ＜0.0004 ＜0.0004 ＜0.0004 ＜0.0004 ＜0.0004 ＜0.0004 ＜0.0004 ＜0.0004 ＜0.0004 ＜0.0004 0.004以下

1,1,1-トリクロロエタン mg/L ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 1以下

1,1,2-トリクロロエタン mg/L ＜0.0006 ＜0.0006 ＜0.0006 ＜0.0006 ＜0.0006 ＜0.0006 ＜0.0006 ＜0.0006 ＜0.0006 ＜0.0006 ＜0.0006 ＜0.0006 ＜0.0006 0.006以下

1,1-ジクロロエチレン mg/L ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 0.1以下

シス-1,2-ジクロロエチレン mg/L ＜0.004 ＜0.004 ＜0.004 ＜0.004 ＜0.004 ＜0.004 ＜0.004 ＜0.004 ＜0.004 ＜0.004 ＜0.004 ＜0.004 ＜0.004 0.04以下

1,3-ジクロロプロペン mg/L ＜0.0002 ＜0.0002 ＜0.0002 ＜0.0002 ＜0.0002 ＜0.0002 ＜0.0002 ＜0.0002 ＜0.0002 ＜0.0002 ＜0.0002 ＜0.0002 ＜0.0002 0.002以下

チウラム mg/L ＜0.0006 ＜0.0006 ＜0.0006 ＜0.0006 ＜0.0006 ＜0.0006 ＜0.0006 ＜0.0006 ＜0.0006 ＜0.0006 ＜0.0006 ＜0.0006 ＜0.0006 0.006以下

シマジン mg/L ＜0.0003 ＜0.0003 ＜0.0003 ＜0.0003 ＜0.0003 ＜0.0003 ＜0.0003 ＜0.0003 ＜0.0003 ＜0.0003 ＜0.0003 ＜0.0003 ＜0.0003 0.003以下

チオベンカルブ mg/L ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 0.02以下

ベンゼン mg/L ＜0.001 ＜0.001 ＜0.001 ＜0.001 ＜0.001 ＜0.001 ＜0.001 ＜0.001 ＜0.001 ＜0.001 ＜0.001 ＜0.001 ＜0.001 0.01以下

セレン mg/L ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 0.01以下

硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 mg/L 0.37 0.37 0.27 0.31 0.20 0.27 0.23 0.22 0.38 0.26 0.23 0.29 0.28 0.38 0.20 10以下

ふっ素 mg/L ＜0.08 ＜0.08 ＜0.08 ＜0.08 ＜0.08 ＜0.08 ＜0.08 ＜0.08 ＜0.08 ＜0.08 ＜0.08 ＜0.08 ＜0.08 0.8以下

ほう素 mg/L ＜0.02 ＜0.02 ＜0.02 ＜0.02 ＜0.02 ＜0.02 ＜0.02 ＜0.02 ＜0.02 ＜0.02 ＜0.02 ＜0.02 ＜0.02 1以下

1,4-ジオキサン mg/L ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 0.05以下

(2021年4月～2022年3月)

位　置 狭間川上流部

採取日

2021/4/1 ～ 2022/3/3

管理目標値

採取時刻

放流先河川水（狭間川上流部）　月1回検査の水質分析結果

健

康
項

目

※1　ND：検出されないの意　※2　報告下限値未満の場合は報告下限値を用い，数値が検出された場合は検出された数値を用いて平均値を算出した。

※3　「瑞浪超深地層研究所に係る環境保全協定書」4）に基づく「環境保全に係る基準書」5)が2022年3月28日に改定され，放流先河川水の六価クロムの管理目標値は0.02mg/L以下となった。

天　候

平均 ※2 最大 最小

一

般

項

目

生活環境
項目

JAEA-Data/Code 2022-010

- 57 ～ 58 -



表3.3.2-9 放流先河川水（狭間川下流部） 水質分析結果（2021年度）

2021/4/1 2021/5/11 2021/6/3 2021/7/1 2021/8/5 2021/9/2 2021/10/7 2021/11/4 2021/12/2 2022/1/6 2022/2/3 2022/3/3

10:42 10:45 9:05 9:08 9:03 9:07 9:40 9:10 9:10 9:00 9:07 8:57

晴 晴 晴 曇り 晴 雨 曇り 晴 晴 曇り 曇り 晴

外観 無色、濁りなし 淡黄色、濁り少 無色、濁りなし 淡黄色、濁り少 無色、濁りなし 淡黄色、濁り少 無色、濁り少 無色、濁りなし 無色、濁りなし 無色、濁りなし 無色、濁りなし 無色、濁りなし

臭気 無臭 無臭 無臭 無臭 無臭 無臭 無臭 無臭 無臭 無臭 無臭 無臭

気温 ℃ 20.0 22.0 22.0 22.0 28.0 25.0 21.0 10.0 5.0 2.0 1.0 4.0 15.2 28.0 1.0 －

水温 ℃ 12.1 14.6 16.7 19.7 23.4 22.7 19.5 10.8 7.0 2.5 2.2 3.7 12.9 23.4 2.2 －

透視度 度 ＞50 ＞50 ＞50 ＞50 ＞50 ＞50 ＞50 ＞50 ＞50 ＞50 ＞50 ＞50 －

水素イオン濃度(pH) 7.0/18.9℃ 7.1/20.1℃ 7.2/19.7℃ 7.1/22.2℃ 7.3/22.2℃ 7.2/23.7℃ 7.3/22.6℃ 7.1/12.6℃ 7.1/16.2℃ 7.0/13.1℃ 7.1/14.2℃ 7.1/11.8℃ 7.1 7.3 7.0 6.5～8.5

浮遊物質量(SS) mg/L 2 2 1 3 2 7 4 ＜1 1 ＜1 ＜1 ＜1 2 7 ＜1 25以下

カドミウム mg/L ＜0.0003 ＜0.0003 ＜0.0003 ＜0.0003 ＜0.0003 ＜0.0003 ＜0.0003 ＜0.0003 ＜0.0003 ＜0.0003 ＜0.0003 ＜0.0003 ＜0.0003 0.003以下

全シアン mg/L ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND 検出されないこと

鉛 mg/L ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 0.01以下

六価クロム mg/L ＜0.02 ＜0.02 ＜0.02 ＜0.02 ＜0.02 ＜0.02 ＜0.02 ＜0.02 ＜0.02 ＜0.02 ＜0.02 ＜0.02 ＜0.02 0.05以下 ※3

砒素 mg/L ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 0.01以下

総水銀 mg/L ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 0.0005以下

アルキル水銀 mg/L ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND 検出されないこと

ＰＣＢ mg/L ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND 検出されないこと

トリクロロエチレン mg/L ＜0.001 ＜0.001 ＜0.001 ＜0.001 ＜0.001 ＜0.001 ＜0.001 ＜0.001 ＜0.001 ＜0.001 ＜0.001 ＜0.001 ＜0.001 0.01以下

テトラクロロエチレン mg/L ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 0.01以下

四塩化炭素 mg/L ＜0.0002 ＜0.0002 ＜0.0002 ＜0.0002 ＜0.0002 ＜0.0002 ＜0.0002 ＜0.0002 ＜0.0002 ＜0.0002 ＜0.0002 ＜0.0002 ＜0.0002 0.002以下

ジクロロメタン mg/L ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 0.02以下

1,2-ジクロロエタン mg/L ＜0.0004 ＜0.0004 ＜0.0004 ＜0.0004 ＜0.0004 ＜0.0004 ＜0.0004 ＜0.0004 ＜0.0004 ＜0.0004 ＜0.0004 ＜0.0004 ＜0.0004 0.004以下

1,1,1-トリクロロエタン mg/L ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 ＜0.0005 1以下

1,1,2-トリクロロエタン mg/L ＜0.0006 ＜0.0006 ＜0.0006 ＜0.0006 ＜0.0006 ＜0.0006 ＜0.0006 ＜0.0006 ＜0.0006 ＜0.0006 ＜0.0006 ＜0.0006 ＜0.0006 0.006以下

1,1-ジクロロエチレン mg/L ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 0.1以下

シス-1,2-ジクロロエチレン mg/L ＜0.004 ＜0.004 ＜0.004 ＜0.004 ＜0.004 ＜0.004 ＜0.004 ＜0.004 ＜0.004 ＜0.004 ＜0.004 ＜0.004 ＜0.004 0.04以下

1,3-ジクロロプロペン mg/L ＜0.0002 ＜0.0002 ＜0.0002 ＜0.0002 ＜0.0002 ＜0.0002 ＜0.0002 ＜0.0002 ＜0.0002 ＜0.0002 ＜0.0002 ＜0.0002 ＜0.0002 0.002以下

チウラム mg/L ＜0.0006 ＜0.0006 ＜0.0006 ＜0.0006 ＜0.0006 ＜0.0006 ＜0.0006 ＜0.0006 ＜0.0006 ＜0.0006 ＜0.0006 ＜0.0006 ＜0.0006 0.006以下

シマジン mg/L ＜0.0003 ＜0.0003 ＜0.0003 ＜0.0003 ＜0.0003 ＜0.0003 ＜0.0003 ＜0.0003 ＜0.0003 ＜0.0003 ＜0.0003 ＜0.0003 ＜0.0003 0.003以下

チオベンカルブ mg/L ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 0.02以下

ベンゼン mg/L ＜0.001 ＜0.001 ＜0.001 ＜0.001 ＜0.001 ＜0.001 ＜0.001 ＜0.001 ＜0.001 ＜0.001 ＜0.001 ＜0.001 ＜0.001 0.01以下

セレン mg/L ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 ＜0.002 0.01以下

硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 mg/L 0.39 0.38 0.26 0.31 0.22 0.25 0.23 0.20 0.36 0.26 0.23 0.27 0.28 0.39 0.20 10以下

ふっ素 mg/L ＜0.08 ＜0.08 ＜0.08 ＜0.08 0.08 0.08 ＜0.08 ＜0.08 ＜0.08 ＜0.08 ＜0.08 ＜0.08 ＜0.08 0.08 ＜0.08 0.8以下

ほう素 mg/L ＜0.02 ＜0.02 ＜0.02 ＜0.02 ＜0.02 ＜0.02 ＜0.02 ＜0.02 ＜0.02 ＜0.02 ＜0.02 ＜0.02 ＜0.02 1以下

1,4-ジオキサン mg/L ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 ＜0.005 0.05以下

(2021年4月～2022年3月)

位　置 狭間川下流部

採取日

2021/4/1 ～ 2022/3/3

管理目標値

採取時刻

放流先河川水（狭間川下流部）　月1回検査の水質分析結果

健

康

項

目

※1　ND：検出されないの意　※2　報告下限値未満の場合は報告下限値を用い，数値が検出された場合は検出された数値を用いて平均値を算出した。

※3　「瑞浪超深地層研究所に係る環境保全協定書」4）に基づく「環境保全に係る基準書」5)が2022年3月28日に改定され，放流先河川水の六価クロムの管理目標値は0.02mg/L以下となった。

天　候

平均 ※2 最大 最小

一

般

項

目

生活環境

項目

JAEA-Data/Code 2022-010
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図 3.3.2-1 研究所からの排出水，湧水，放流先河川水の塩化物イオン濃度の推移（2020） 
 

 

 

 

 

 

 

図 3.3.2-2 明世小学校前取水口における塩化物イオン濃度（月平均濃度）の推移（2020） 
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図 3.3.2-3 研究所からの排出水，湧水，放流先河川水の塩化物イオン濃度の推移（2021） 
 
 

 
 
 

図 3.3.2-4 明世小学校前取水口における塩化物イオン濃度（月平均濃度）の推移（2021） 
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3.4 研究所用地周辺騒音・振動調査 
 研究所の坑道埋め戻し等事業に伴う研究所用地周辺への影響を把握するため騒音・振動調査を

行った。2020年度～2021年度における騒音測定および振動測定の結果を以下に示す。 
 

3.4.1 調査方法 
（1）測定地点 
 測定地点は，騒音測定，振動測定ともに図3.4.1-1に示す研究所の敷地境界付近とした。 
 

 
図3.4.1-1 騒音・振動調査における測定地点 

 
（2）測定頻度・測定日・測定時間 
 2020年度は，坑道埋め戻し工事を始めた2020年6月から2021年3月までの毎月1回，合計10回実

施した。2021年度は，2021年4月から2022年3月までの毎月1回，合計12回実施した。測定日およ

び測定時間を表3.4.1-1に示す。測定時間は，毎正時10分間ごとに測定し，24時間実施した。 
 
  

 

 

 

 
 

図 3.3.2-3 研究所からの排出水，湧水，放流先河川水の塩化物イオン濃度の推移（2021） 
 
 

 
 
 

図 3.3.2-4 明世小学校前取水口における塩化物イオン濃度（月平均濃度）の推移（2021） 
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表3.4.1-1 測定実施日 

 

 

 

（3）測定項目 
 騒音測定および振動測定の測定項目を表3.4.1-2に示す。 
 

表3.4.1-2 測定項目 

 

 
なお，騒音測定および振動測定の結果の評価については，研究所の坑道埋め戻し等事業におけ

る工種あるいは使用する建設機器・設備によって発生する振動が不規則かつ大幅に変動すること

から，評価の対象とする建設騒音レベルは「90％レンジ上端値（LA5）」を，建設振動レベルは「80％
レンジ上端値（L10）」を適用し，以下の3.4.1（6）に示す管理目標値と比較して行った。 
 

（4）測定方法 
1）騒音測定 

騒音測定は，JIS Z 8731「環境騒音の表示・測定方法」および「特定建設作業に伴って発生す

る騒音規制に関する基準」に準じて実施した。 
 
  

第1回 2020年6月2日（火）13時～3日（水）13時 第6回 2020年11月10日（火）13時～11日（水）13時

第2回 2020年7月27日（月）13時～28日（火）13時 第7回 2020年12月8日（火）13時～9日（水）13時

第3回 2020年8月18日（火）13時～19日（水）13時 第8回 2021年1月12日（火）13時～13日（水）13時

第4回 2020年9月8日（火）13時～9日（水）13時 第9回 2021年2月9日（火）13時～10日（水）13時

第5回 2020年10月13日（火）13時～14日（水）13時 第10回 2021年3月9日（火）13時～10日（水）13時

第1回 2021年4月13日（火）13時～14日（水）13時 第7回 2021年10月7日（木）13時～8日（金）13時

第2回 2021年5月18日（火）13時～19日（水）13時 第8回 2021年11月4日（木）13時～5日（金）13時

第3回 2021年6月17日（木）13時～18日（金）13時 第9回 2021年12月16日（木）13時～17日（金）13時

第4回 2021年7月6日（火）13時～7日（水）13時 第10回 2022年1月20日（木）13時～21日（金）13時

第5回 2021年8月3日（火）13時～4日（水）13時 第11回 2022年2月24日（木）13時～25日（金）13時

第6回 2021年9月9日（木）13時～10日（金）13時 第12回 2022年3月10日（木）13時～11日（金）13時

2020年度

2021年度

測定項目

　等価騒音レベル（LAeq）

　最大値（LAmax）

　最小値（LAmin）

　90％レンジの上端値（LA5）

　中央値(LA50）

　90％レンジの下端値（LA95）

　最大値（Lmax）

　最小値（Lmin）

　80％レンジの上端値（L10）

　中央値（L10）

　80％レンジの下端値（L90）

振動

騒音
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2）振動測定 
振動測定は，JIS Z 8735「振動レベル測定方法」および「振動規制法施行規則」に準拠して実

施した。 
 
（5）測定機器 
1）騒音測定 

騒音測定の使用機器は，JIS C 1509-1クラス2に定める騒音レベルの演算機能を有する普通騒

音計を用いて，波形を記録するためJIS C 1512に定めるレベルレコーダを用いた。なお，騒音計

のマイクロホンは地上1.2mに設置した。騒音測定で使用した機器および測定条件を表3.4.1-3に示

す。 
 
2）振動測定 

振動測定の使用機器は，JIS C 1510に定める振動レベル計を用いて，波形を記録するためJIS 
C 1512に定めるレベルレコーダを用いた。なお，振動レベル計のピックアップは裸地の十分踏み

固めた平坦な場所に設置した。振動測定で使用した機器および測定条件を表3.4.1-3に示す。 
 

表3.4.1-3 騒音測定・振動測定の測定機器および測定条件 

 
 

（6）管理目標値 
1）騒音測定 

騒音規制法の地域区分によると研究所用地は騒音規制区域対象外であるが，研究所の坑道埋め

戻し等事業に伴い発生する騒音について，敷地境界における騒音レベルを監視することで周辺環

境への影響を防止するために法令等を参考にして自主的に管理目標値を設けている。研究所の坑

道埋め戻し等事業に伴い発生する騒音についての管理目標値を表3.4.1-4に示す。 
管理目標値の設定は，研究所の坑道埋め戻し等事業の地上施設解体撤去工事が騒音規制法の「特

定建設作業」および「特定施設」に該当すること，また本工事が24時間稼働の建設工事であるこ

とから，24時間の規制基準値が設定されている特定工場の基準値を参考にすべきであるが，同規

制法の地域区分によると研究所用地は騒音規制区域対象外である。従って，昼間は，その主な騒

音発生源が資機材運搬車やクレーン等の建設機械作業であるため特定建設作業の基準値を採用し，

夜間については，工事着手前の環境騒音の測定結果（付録4）を考慮して，管理目標値を設定して

いる。 
  

測定機器 型式

周波数重み特性 ：A特性

時間重み特性 ：FAST

測定範囲 ：25～130dB 

周波数範囲 ：20～8000Hz

周波数重み特性 ：鉛直振動特性（VL）

測定成分 ：鉛直方向（Z）

測定範囲 ：25～120dB 

周波数範囲 ：1～80Hz

記録紙のフルレンジ ：50dB

記録紙の送り速度 ：0.3mm/sec

ペンの動特性 ：FASTおよびVL

LR-07
（リオン製）

レベルレコーダ

NL-42
（リオン製）

測定条件

騒音計

VM-55
（リオン製）

振動レベル計

 

 

表3.4.1-1 測定実施日 

 

 

 

（3）測定項目 
 騒音測定および振動測定の測定項目を表3.4.1-2に示す。 
 

表3.4.1-2 測定項目 

 

 
なお，騒音測定および振動測定の結果の評価については，研究所の坑道埋め戻し等事業におけ

る工種あるいは使用する建設機器・設備によって発生する振動が不規則かつ大幅に変動すること

から，評価の対象とする建設騒音レベルは「90％レンジ上端値（LA5）」を，建設振動レベルは「80％
レンジ上端値（L10）」を適用し，以下の3.4.1（6）に示す管理目標値と比較して行った。 
 

（4）測定方法 
1）騒音測定 

騒音測定は，JIS Z 8731「環境騒音の表示・測定方法」および「特定建設作業に伴って発生す

る騒音規制に関する基準」に準じて実施した。 
 
  

第1回 2020年6月2日（火）13時～3日（水）13時 第6回 2020年11月10日（火）13時～11日（水）13時

第2回 2020年7月27日（月）13時～28日（火）13時 第7回 2020年12月8日（火）13時～9日（水）13時

第3回 2020年8月18日（火）13時～19日（水）13時 第8回 2021年1月12日（火）13時～13日（水）13時

第4回 2020年9月8日（火）13時～9日（水）13時 第9回 2021年2月9日（火）13時～10日（水）13時

第5回 2020年10月13日（火）13時～14日（水）13時 第10回 2021年3月9日（火）13時～10日（水）13時

第1回 2021年4月13日（火）13時～14日（水）13時 第7回 2021年10月7日（木）13時～8日（金）13時

第2回 2021年5月18日（火）13時～19日（水）13時 第8回 2021年11月4日（木）13時～5日（金）13時

第3回 2021年6月17日（木）13時～18日（金）13時 第9回 2021年12月16日（木）13時～17日（金）13時

第4回 2021年7月6日（火）13時～7日（水）13時 第10回 2022年1月20日（木）13時～21日（金）13時

第5回 2021年8月3日（火）13時～4日（水）13時 第11回 2022年2月24日（木）13時～25日（金）13時

第6回 2021年9月9日（木）13時～10日（金）13時 第12回 2022年3月10日（木）13時～11日（金）13時

2020年度

2021年度

測定項目

　等価騒音レベル（LAeq）

　最大値（LAmax）

　最小値（LAmin）

　90％レンジの上端値（LA5）

　中央値(LA50）

　90％レンジの下端値（LA95）

　最大値（Lmax）

　最小値（Lmin）

　80％レンジの上端値（L10）

　中央値（L10）

　80％レンジの下端値（L90）

振動

騒音
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表3.4.1-4 管理目標値（騒音） 
 

項目 昼 間 
（7時～19時）

夜 間 
（19時～7時）

騒音レベル 
LA5（dB） 85以下 55以下 

 
2）振動測定 

振動規制法の地域区分によると研究所用地は振動規制地域規制対象外であるが，研究所の坑道

埋め戻し等事業に伴い発生する振動について，敷地境界における振動レベルを監視することで周

辺環境への影響を防止するために法令等を参考にして自主的に管理目標値を設けている。研究所

の坑道埋め戻し等事業に伴い発生する振動についての管理目標値を表3.4.1-5に示す。 
管理目標値の設定については，振動規制法の地域区分によると研究所用地は振動規制地域規制

対象外であるものの，坑道埋め戻し等事業の工事が24時間稼働の建設工事であることから，本来，

24時間の規制基準値が設定されている特定工場の基準値を参考にすべきであるが，昼間の主な振

動発生源は，資機材運搬車やクレーン等の建設機械作業であると考えられるため，特定建設作業

の基準値を参考にして設定した。夜間については，特定工場の基準値を参考にして，管理目標値

を設定した。また，管理目標値の設定において，工事着手前の環境振動の測定結果（付録4）を考

慮した。 
表3.4.1-5 管理目標値（振動） 

 

項目 昼 間 
（7時～19時）

夜 間 
（19時～7時）

振動レベル 
L10（dB） 75以下 45以下 

 

3.4.2 調査結果 
（1）騒音測定 
①2020年度 

2020年度における騒音の90％レンジの上端値（LA5）を表3.4.2-1および図3.4.2-1に示す。 
昼間の時間帯（7時～19時）の各時間帯における騒音の90％レンジ上端値（LA5）は，51～70dB

の範囲で変動しており，第1回から第10回の全ての昼間の値は管理目標値（85dB）以下の結果で

あった。 
夜の時間帯（19時～7時）の各時間帯における騒音の90％レンジの上端値（LA5）は，37～66dB

の範囲で変動しており，第2回～第5回および第8回は管理目標値（55dB）を上回る結果が確認さ

れた。これは，以下の音の影響であり，本工事以外の騒音による影響であった。 
第2回    ：セミや川の流水音，沈砂池からの放流に伴う排水機械の作動，流水音 
第3回～第5回 ：虫等の鳴き声 
第8回    ：測定地点周辺の車の走行 

2020年度の研究所用地周辺の騒音調査においては，昼間は全て管理目標値を下回る値であり，

夜間は管理目標値を上回る値も確認されたがいずれも工事以外の騒音であることから，研究所の

坑道埋め戻し等事業が研究所用地周辺の環境に問題となる影響を与えていないものと考えられる。 
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表3.4.2-1 騒音の90％レンジの上端値（LA5）（2020年度） 

 
 

 
図3.4.2-1 騒音の90％レンジの上端値（LA5）（2020年度） 

単位：dB

第1回 第2回 第3回 第4回 第5回 第6回 第7回 第8回 第9回 第10回

開始 終了 6/2～6/3 7/27～7/28 8/18～8/19 9/8～9/9 10/13～10/14 11/10～11/11 12/8～12/9 1/12～1/13 2/9～2/10 3/9～3/10

13:00 13:10 62 59 58 65 59 60 54 68 60 61

14:00 14:10 56 61 62 60 65 54 57 61 59 59

15:00 15:10 53 65 60 59 58 57 51 62 57 55

16:00 16:10 55 59 64 58 57 53 58 59 58 57

17:00 17:10 58 60 63 61 58 59 59 60 60 61

18:00 18:10 70 57 64 57 61 55 57 53 54 54

19:00 19:10 54 66 59 66 58 54 50 58 55 54

20:00 20:10 50 54 56 60 49 53 50 51 49 47

21:00 21:10 47 53 64 54 50 48 47 48 43 45

22:00 22:10 50 52 50 53 49 45 44 47 39 49

23:00 23:10 46 52 50 55 49 43 46 50 46 40

0:00 0:10 46 52 48 56 49 43 47 41 37 44

1:00 1:10 47 52 48 56 48 47 39 41 37 47

2:00 2:10 43 52 50 52 49 41 47 40 38 40

3:00 3:10 46 52 49 55 50 47 49 47 47 42

4:00 4:10 47 52 51 52 51 42 46 39 48 47

5:00 5:10 50 59 61 51 51 42 46 40 37 45

6:00 6:10 51 57 53 52 52 52 49 52 50 55

7:00 7:10 58 58 60 59 62 63 60 60 62 58

8:00 8:10 58 67 66 64 58 62 59 61 59 59

9:00 9:10 56 65 64 60 62 63 62 66 64 59

10:00 10:10 55 62 62 60 63 63 58 60 60 61

11:00 11:10 55 63 64 56 60 60 58 60 59 55

12:00 12:10 57 64 63 55 59 60 59 60 57 57

58 62 63 60 60 59 58 61 59 58 85

48 54 53 55 50 46 47 46 44 46 55

※2　　　　　　：管理目標値（昼間85dB、夜間55dB）を超過した時間帯を示す。

時間
区分

観測時間
騒音の90％レンジの上端値（LA5）

管理
目標値

昼間 85

※1　平均値の算出は、算術平均とした。

夜間 55

昼間 85

昼　間　平　均　値

夜　間　平　均　値

 

 

表3.4.1-4 管理目標値（騒音） 
 

項目 昼 間 
（7時～19時）

夜 間 
（19時～7時）

騒音レベル 
LA5（dB） 85以下 55以下 

 
2）振動測定 

振動規制法の地域区分によると研究所用地は振動規制地域規制対象外であるが，研究所の坑道

埋め戻し等事業に伴い発生する振動について，敷地境界における振動レベルを監視することで周

辺環境への影響を防止するために法令等を参考にして自主的に管理目標値を設けている。研究所

の坑道埋め戻し等事業に伴い発生する振動についての管理目標値を表3.4.1-5に示す。 
管理目標値の設定については，振動規制法の地域区分によると研究所用地は振動規制地域規制

対象外であるものの，坑道埋め戻し等事業の工事が24時間稼働の建設工事であることから，本来，

24時間の規制基準値が設定されている特定工場の基準値を参考にすべきであるが，昼間の主な振

動発生源は，資機材運搬車やクレーン等の建設機械作業であると考えられるため，特定建設作業

の基準値を参考にして設定した。夜間については，特定工場の基準値を参考にして，管理目標値

を設定した。また，管理目標値の設定において，工事着手前の環境振動の測定結果（付録4）を考

慮した。 
表3.4.1-5 管理目標値（振動） 

 

項目 昼 間 
（7時～19時）

夜 間 
（19時～7時）

振動レベル 
L10（dB） 75以下 45以下 

 

3.4.2 調査結果 
（1）騒音測定 
①2020年度 

2020年度における騒音の90％レンジの上端値（LA5）を表3.4.2-1および図3.4.2-1に示す。 
昼間の時間帯（7時～19時）の各時間帯における騒音の90％レンジ上端値（LA5）は，51～70dB

の範囲で変動しており，第1回から第10回の全ての昼間の値は管理目標値（85dB）以下の結果で

あった。 
夜の時間帯（19時～7時）の各時間帯における騒音の90％レンジの上端値（LA5）は，37～66dB

の範囲で変動しており，第2回～第5回および第8回は管理目標値（55dB）を上回る結果が確認さ

れた。これは，以下の音の影響であり，本工事以外の騒音による影響であった。 
第2回    ：セミや川の流水音，沈砂池からの放流に伴う排水機械の作動，流水音 
第3回～第5回 ：虫等の鳴き声 
第8回    ：測定地点周辺の車の走行 

2020年度の研究所用地周辺の騒音調査においては，昼間は全て管理目標値を下回る値であり，

夜間は管理目標値を上回る値も確認されたがいずれも工事以外の騒音であることから，研究所の

坑道埋め戻し等事業が研究所用地周辺の環境に問題となる影響を与えていないものと考えられる。 
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②2021年度 
2021年度における騒音の90％レンジの上端値（LA5）を表3.4.2-2および図3.4.2-2に示す。 
昼間の時間帯（7時～19時）の各時間帯における騒音の90％レンジの上端値（LA5）は，49～79dB

の範囲で変動しており，第1回から第12回の全ての昼間の値は管理目標値（85dB）以下の結果で

あった。 
夜の時間帯（19時～7時）の各時間帯における騒音の90％レンジの上端値（LA5）は，35～70dB

の範囲で変動しており，第1回～第7回および第9回は管理目標値（55dB）を上回る結果が確認さ

れた。これは，以下の音の影響であり，本工事以外の騒音による影響であった。 
第1回～第3回：測定地点周辺の車の走行 
第4回    ：測定地点周辺の車の走行，上空を通過する航空機の飛行，虫等の鳴き声 
第5回～第8回：虫等の鳴き声 

2021年度の研究所用地周辺の騒音調査においては，昼間は全て管理目標値を下回る値であり，

夜間は管理目標値を上回る値も確認されたがいずれも工事以外の騒音であることから，研究所の

坑道埋め戻し等事業が研究所用地周辺の環境に問題となる影響を与えていないものと考えられる。 
 

表3.4.2-2 騒音の90％レンジの上端値（LA5）（2021年度） 

 
 
 

 

単位：dB

第1回 第2回 第3回 第4回 第5回 第6回 第7回 第8回 第9回 第10回 第11回 第12回

開始 終了 4/13～4/14 5/18～5/19 6/17～6/18 7/6～7/7 8/3～8/4 9/9～9/10 10/7～10/8 11/4～11/5 12/16～12/17 1/20～1/21 2/24～2/25 3/10～3/11

13:00 13:10 59 62 56 58 72 66 57 59 55 58 63 57

14:00 14:10 67 60 55 59 67 64 63 60 57 56 55 66

15:00 15:10 60 57 53 59 72 57 63 57 57 58 56 58

16:00 16:10 61 58 64 57 71 62 58 61 62 53 57 65

17:00 17:10 63 61 67 60 70 62 58 60 60 58 57 60

18:00 18:10 54 57 58 57 71 56 59 54 55 52 49 57

19:00 19:10 58 58 56 57 70 64 58 51 48 54 53 44

20:00 20:10 48 55 51 50 50 60 52 47 51 50 50 40

21:00 21:10 47 54 52 50 47 55 51 53 47 39 46 44

22:00 22:10 51 49 50 49 46 53 51 38 49 45 41 46

23:00 23:10 42 48 49 49 46 56 52 43 45 39 37 39

0:00 0:10 52 47 49 48 39 53 51 38 47 39 38 44

1:00 1:10 41 51 49 50 46 54 51 37 48 38 37 40

2:00 2:10 41 47 49 50 41 55 52 37 54 37 38 37

3:00 3:10 43 49 48 49 43 55 50 36 54 37 37 35

4:00 4:10 52 50 49 49 40 56 50 36 55 39 42 43

5:00 5:10 49 49 51 51 65 62 50 37 57 37 40 40

6:00 6:10 51 55 55 53 66 56 51 39 55 38 40 47

7:00 7:10 61 62 61 62 66 61 61 60 60 52 59 55

8:00 8:10 60 59 62 62 66 58 62 61 61 60 57 62

9:00 9:10 66 58 62 68 66 64 66 64 61 57 59 58

10:00 10:10 61 79 65 65 67 64 62 61 62 57 49 54

11:00 11:10 59 67 61 61 66 60 58 59 60 57 56 66

12:00 12:10 58 63 58 59 68 55 54 53 62 51 54 56

61 62 60 61 69 61 60 59 59 56 56 60 85

48 51 51 50 50 57 52 41 51 41 42 42 55

※2　　　　　　：管理目標値（昼間85dB、夜間55dB）を超過した時間帯を示す。

※1　平均値の算出は、算術平均とした。

夜間 55

昼間 85

昼　間　平　均　値

夜　間　平　均　値

時間
区分

観測時間
騒音の90％レンジの上端値（LA5）

管理
目標値

昼間 85
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図3.4.2-2 騒音の90％レンジの上端値（LA5）（2021年度） 

 
 
（2）振動測定 
①2020年度 

2020年度における振動の80％レンジの上端値（L10）を表3.4.2-3および図3.4.2-3に示す。 
昼間の時間帯（7時～19時）の各時間帯における振動の80％レンジの上端値（L10）は，25dB未

満～39dBの範囲で変動しており，第1回から第10回の全ての昼間の値は管理目標値（75dB）を下

回る結果であった。 
夜間の時間帯（19時～7時）の各時間帯における振動の80％レンジの上端値（L10）は，25dB未

満～26dBの範囲で変動しており，第1回から第10回の全ての夜間の値は管理目標値（45dB）を下

回る結果であった。 
2020年度の研究所用地周辺の振動調査においては，昼間および夜間ともに全て管理目標値を下

回る値であることから，研究所の坑道埋め戻し等事業が研究所用地周辺の環境に問題となる影響

を与えていないものと考えられる。 
 

  

 

 

②2021年度 
2021年度における騒音の90％レンジの上端値（LA5）を表3.4.2-2および図3.4.2-2に示す。 
昼間の時間帯（7時～19時）の各時間帯における騒音の90％レンジの上端値（LA5）は，49～79dB

の範囲で変動しており，第1回から第12回の全ての昼間の値は管理目標値（85dB）以下の結果で

あった。 
夜の時間帯（19時～7時）の各時間帯における騒音の90％レンジの上端値（LA5）は，35～70dB

の範囲で変動しており，第1回～第7回および第9回は管理目標値（55dB）を上回る結果が確認さ

れた。これは，以下の音の影響であり，本工事以外の騒音による影響であった。 
第1回～第3回：測定地点周辺の車の走行 
第4回    ：測定地点周辺の車の走行，上空を通過する航空機の飛行，虫等の鳴き声 
第5回～第8回：虫等の鳴き声 

2021年度の研究所用地周辺の騒音調査においては，昼間は全て管理目標値を下回る値であり，

夜間は管理目標値を上回る値も確認されたがいずれも工事以外の騒音であることから，研究所の

坑道埋め戻し等事業が研究所用地周辺の環境に問題となる影響を与えていないものと考えられる。 
 

表3.4.2-2 騒音の90％レンジの上端値（LA5）（2021年度） 

 
 
 

 

単位：dB

第1回 第2回 第3回 第4回 第5回 第6回 第7回 第8回 第9回 第10回 第11回 第12回

開始 終了 4/13～4/14 5/18～5/19 6/17～6/18 7/6～7/7 8/3～8/4 9/9～9/10 10/7～10/8 11/4～11/5 12/16～12/17 1/20～1/21 2/24～2/25 3/10～3/11

13:00 13:10 59 62 56 58 72 66 57 59 55 58 63 57

14:00 14:10 67 60 55 59 67 64 63 60 57 56 55 66

15:00 15:10 60 57 53 59 72 57 63 57 57 58 56 58

16:00 16:10 61 58 64 57 71 62 58 61 62 53 57 65

17:00 17:10 63 61 67 60 70 62 58 60 60 58 57 60

18:00 18:10 54 57 58 57 71 56 59 54 55 52 49 57

19:00 19:10 58 58 56 57 70 64 58 51 48 54 53 44

20:00 20:10 48 55 51 50 50 60 52 47 51 50 50 40

21:00 21:10 47 54 52 50 47 55 51 53 47 39 46 44

22:00 22:10 51 49 50 49 46 53 51 38 49 45 41 46

23:00 23:10 42 48 49 49 46 56 52 43 45 39 37 39

0:00 0:10 52 47 49 48 39 53 51 38 47 39 38 44

1:00 1:10 41 51 49 50 46 54 51 37 48 38 37 40

2:00 2:10 41 47 49 50 41 55 52 37 54 37 38 37

3:00 3:10 43 49 48 49 43 55 50 36 54 37 37 35

4:00 4:10 52 50 49 49 40 56 50 36 55 39 42 43

5:00 5:10 49 49 51 51 65 62 50 37 57 37 40 40

6:00 6:10 51 55 55 53 66 56 51 39 55 38 40 47

7:00 7:10 61 62 61 62 66 61 61 60 60 52 59 55

8:00 8:10 60 59 62 62 66 58 62 61 61 60 57 62

9:00 9:10 66 58 62 68 66 64 66 64 61 57 59 58

10:00 10:10 61 79 65 65 67 64 62 61 62 57 49 54

11:00 11:10 59 67 61 61 66 60 58 59 60 57 56 66

12:00 12:10 58 63 58 59 68 55 54 53 62 51 54 56

61 62 60 61 69 61 60 59 59 56 56 60 85

48 51 51 50 50 57 52 41 51 41 42 42 55

※2　　　　　　：管理目標値（昼間85dB、夜間55dB）を超過した時間帯を示す。

※1　平均値の算出は、算術平均とした。

夜間 55

昼間 85

昼　間　平　均　値

夜　間　平　均　値

時間
区分

観測時間
騒音の90％レンジの上端値（LA5）

管理
目標値

昼間 85
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表3.4.2-3 振動の80％レンジの上端値（L10）（2020年度） 

 
 

 
図3.4.2-3 振動の80％レンジの上端値（L10）（2020年度） 

単位：dB

第1回 第2回 第3回 第4回 第5回 第6回 第7回 第8回 第9回 第10回

開始 終了 6/2～6/3 7/27～7/28 8/18～8/19 9/8～9/9 10/13～10/14 11/10～11/11 12/8～12/9 1/12～1/13 2/9～2/10 3/9～3/10

13:00 13:10 <25(21) 25 39 27 27 <25(23) <25(17) 31 <25(23) 26

14:00 14:10 25 25 26 <25(24) 31 <25(16) <25(17) <25(23) <25(21) 25

15:00 15:10 <25(20) 26 27 <25(22) <25(23) <25(17) <25(15) <25(23) <25(21) <25(23)

16:00 16:10 <25(24) 25 <25(24) 28 <25(19) <25(16) <25(22) <25(20) <25(18) <25(23)

17:00 17:10 <25(22) <25(19) <25(23) <25(23) <25(20) <25(17) <25(23) <25(22) <25(24) <25(23)

18:00 18:10 <25(23) <25(14) <25(22) <25(24) <25(22) <25(15) <25(18) <25(14) <25(22) <25(22)

19:00 19:10 <25(16) <25(21) <25(21) <25(14) <25(15) <25(15) <25(13) <25(21) <25(13) <25(20)

20:00 20:10 <25(14) <25(15) <25(18) <25(13) <25(21) <25(21) <25(14) <25(15) <25(13) <25(13)

21:00 21:10 <25(23) <25(14) <25(20) <25(18) <25(16) <25(22) <25(13) <25(22) <25(12) <25(19)

22:00 22:10 <25(14) <25(14) <25(21) <25(23) <25(18) 25 <25(14) <25(23) <25(12) <25(23)

23:00 23:10 <25(19) <25(14) <25(13) <25(14) <25(12) <25(12) <25(13) <25(13) <25(12) <25(17)

0:00 0:10 <25(13) <25(13) <25(23) <25(14) <25(21) <25(21) <25(13) <25(15) <25(12) <25(12)

1:00 1:10 <25(13) <25(14) 25 <25(18) <25(15) <25(16) <25(14) <25(15) <25(12) <25(14)

2:00 2:10 <25(13) <25(13) <25(22) <25(14) <25(15) <25(13) <25(14) 25 <25(11) <25(12)

3:00 3:10 <25(13) <25(13) <25(19) <25(14) <25(21) <25(12) <25(13) 26 <25(12) <25(12)

4:00 4:10 <25(11) <25(11) <25(13) <25(12) <25(12) <25(12) <25(13) <25(12) <25(11) <25(12)

5:00 5:10 <25(12) <25(12) <25(13) <25(11) <25(12) <25(13) <25(12) <25(11) <25(11) <25(12)

6:00 6:10 <25(14) <25(13) <25(13) <25(12) <25(12) <25(12) <25(12) <25(13) <25(12) <25(13)

7:00 7:10 <25(21) 25 30 <25(24) 30 26 25 <25(23) 28 <25(22)

8:00 8:10 <25(24) <25(21) <25(24) <25(21) <25(23) 26 <25(22) <25(24) 27 <25(23)

9:00 9:10 <25(22) 25 28 <25(24) 25 29 <25(24) 36 30 <25(23)

10:00 10:10 25 39 27 26 32 30 <25(24) 29 30 27

11:00 11:10 <25(19) 26 <25(22) 27 27 <25(23) <25(19) 27 <25(24) <25(20)

12:00 12:10 <25(21) <25(21) 25 <25(16) <25(23) <25(20) <25(19) <25(23) <25(22) <25(21)

<25(22) <25(24) 26 <25(24) 25 <25(22) <25(20) 25 <25(24) <25(23) 75

<25(15) <25(14) <25(18) <25(15) <25(16) <25(16) <25(13) <25(18) <25(12) <25(15) 45

※2　振動レベル計の測定範囲下限値が25dBであるため、25dB未満の測定値は「<25」で表示し、参考値として実測値を（）内に示す。

時間
区分

観測時間
振動の80％レンジの上端値（L10）

管理
目標値

昼間 75

※1　平均値の算出は、算術平均とした。

夜間 45

昼間 75

昼　間　平　均　値

夜　間　平　均　値
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②2021年度 
2021年度における振動の80％レンジの上端値（L10）を表3.4.2-4および図3.4.2-4に示す。 
昼間の時間帯（7時～19時）の各時間帯における振動の80％レンジの上端値（L10）は，25dB未

満～41dBの範囲で変動しており，第1回から第12回の全ての昼間の値は管理目標値（75dB）を下

回る結果であった。 
夜間の時間帯（19時～7時）の各時間帯における振動の80％レンジの上端値（L10）は，25dB未

満～38dBの範囲で変動しており，第1回から第12回の全ての夜間の値は管理目標値（45dB）を下

回る結果であった。 
2021年度の研究所用地周辺の振動調査においては，昼間および夜間ともに全て管理目標値を下

回る値であることから，研究所の坑道埋め戻し等事業が研究所用地周辺の環境に問題となる影響

を与えていないものと考えられる。 
 

表3.4.2-4 振動の80％レンジの上端値（L10）（2021年度） 

 
 

 

単位：dB

第1回 第2回 第3回 第4回 第5回 第6回 第7回 第8回 第9回 第10回 第11回 第12回

開始 終了 4/13～4/14 5/18～5/19 6/17～6/18 7/6～7/7 8/3～8/4 9/9～9/10 10/7～10/8 11/4～11/5 12/16～12/17 1/20～1/21 2/24～2/25 3/10～3/11

13:00 13:10 26 <25(21) <25(17) 25 27 <25(20) <25(15) 25 <25(20) <25(18) <25(17) <25(18)

14:00 14:10 31 <25(22) <25(18) 25 29 35 40 28 <25(20) <25(15) <25(17) 31

15:00 15:10 <25(21) <25(20) <25(15) <25(23) <25(24) 31 <25(24) <25(20) <25(19) <25(18) <25(17) <25(19)

16:00 16:10 <25(20) <25(22) <25(23) <25(17) 34 31 27 <25(21) <25(17) <25(14) <25(15) 33

17:00 17:10 <25(24) <25(23) 28 26 <25(22) 26 <25(21) 25 <25(24) <25(19) 26 25

18:00 18:10 <25(17) <25(19) <25(15) <25(16) <25(14) <25(14) <25(15) <25(13) <25(14) <25(13) <25(13) <25(17)

19:00 19:10 25 38 <25(13) <25(13) <25(13) <25(12) <25(13) <25(13) <25(13) <25(13) <25(13) <25(12)

20:00 20:10 26 29 <25(13) <25(13) <25(13) <25(13) <25(12) <25(12) <25(13) <25(13) <25(13) <25(12)

21:00 21:10 <25(21) 26 <25(13) <25(12) <25(12) <25(13) <25(13) <25(13) <25(13) <25(12) <25(12) <25(13)

22:00 22:10 <25(21) <25(16) <25(13) <25(12) <25(13) <25(12) <25(12) <25(12) <25(13) <25(12) <25(12) <25(12)

23:00 23:10 27 <25(13) <25(13) <25(12) <25(13) <25(12) <25(12) <25(13) <25(12) <25(12) <25(12) <25(12)

0:00 0:10 <25(16) <25(13) <25(12) <25(12) <25(13) <25(12) <25(12) <25(12) <25(13) <25(12) <25(12) <25(12)

1:00 1:10 <25(15) <25(12) <25(12) <25(12) <25(13) <25(12) <25(12) <25(11) <25(12) <25(12) <25(12) <25(11)

2:00 2:10 <25(12) <25(11) <25(11) <25(12) <25(12) <25(12) <25(12) <25(12) <25(14) <25(11) <25(12) <25(12)

3:00 3:10 <25(16) <25(11) <25(11) <25(13) <25(12) <25(12) <25(11) <25(12) <25(22) <25(12) <25(11) <25(11)

4:00 4:10 <25(13) <25(12) <25(12) <25(12) <25(12) <25(12) <25(12) <25(11) <25(21) <25(11) <25(11) <25(12)

5:00 5:10 <25(14) <25(12) <25(13) <25(12) <25(12) <25(21) <25(11) <25(11) <25(16) <25(12) <25(12) <25(12)

6:00 6:10 <25(15) <25(14) <25(12) <25(12) <25(12) <25(12) <25(12) <25(12) <25(17) <25(11) <25(11) <25(12)

7:00 7:10 <25(24) 27 26 <25(22) 28 27 26 <25(23) <25(15) <25(14) <25(19) <25(17)

8:00 8:10 <25(23) <25(20) 27 <25(20) 28 <25(21) 26 27 <25(22) <25(23) <25(20) 25

9:00 9:10 31 <25(22) 25 30 35 37 41 33 <25(19) <25(15) <25(21) <25(14)

10:00 10:10 28 30 29 <25(22) 27 33 27 <25(23) <25(24) <25(14) <25(14) <25(18)

11:00 11:10 <25(17) 27 <25(24) <25(20) 35 35 34 32 <25(24) <25(16) <25(14) 28

12:00 12:10 <25(19) 28 <25(20) <25(19) <25(24) <25(14) <25(15) <25(15) 26 <25(14) <25(18) <25(22)

<25(23) <25(23) <25(22) <25(22) 27 27 26 <25(24) <25(20) <25(16) <25(18) <25(22) 75

<25(18) <25(17) <25(12) <25(12) <25(13) <25(13) <25(12) <25(12) <25(15) <25(12) <25(12) <25(12) 45

※2　振動レベル計の測定範囲下限値が25dBであるため、25dB未満の測定値は「<25」で表示し、参考値として実測値を（）内に示す。

※1　平均値の算出は、算術平均とした。

夜間 45

昼間 75

昼　間　平　均　値

夜　間　平　均　値

時間
区分

観測時間
振動の80％レンジの上端値（L10）

管理
目標値

昼間 75

 

 

表3.4.2-3 振動の80％レンジの上端値（L10）（2020年度） 

 
 

 
図3.4.2-3 振動の80％レンジの上端値（L10）（2020年度） 

単位：dB

第1回 第2回 第3回 第4回 第5回 第6回 第7回 第8回 第9回 第10回

開始 終了 6/2～6/3 7/27～7/28 8/18～8/19 9/8～9/9 10/13～10/14 11/10～11/11 12/8～12/9 1/12～1/13 2/9～2/10 3/9～3/10

13:00 13:10 <25(21) 25 39 27 27 <25(23) <25(17) 31 <25(23) 26

14:00 14:10 25 25 26 <25(24) 31 <25(16) <25(17) <25(23) <25(21) 25

15:00 15:10 <25(20) 26 27 <25(22) <25(23) <25(17) <25(15) <25(23) <25(21) <25(23)

16:00 16:10 <25(24) 25 <25(24) 28 <25(19) <25(16) <25(22) <25(20) <25(18) <25(23)

17:00 17:10 <25(22) <25(19) <25(23) <25(23) <25(20) <25(17) <25(23) <25(22) <25(24) <25(23)

18:00 18:10 <25(23) <25(14) <25(22) <25(24) <25(22) <25(15) <25(18) <25(14) <25(22) <25(22)

19:00 19:10 <25(16) <25(21) <25(21) <25(14) <25(15) <25(15) <25(13) <25(21) <25(13) <25(20)

20:00 20:10 <25(14) <25(15) <25(18) <25(13) <25(21) <25(21) <25(14) <25(15) <25(13) <25(13)

21:00 21:10 <25(23) <25(14) <25(20) <25(18) <25(16) <25(22) <25(13) <25(22) <25(12) <25(19)

22:00 22:10 <25(14) <25(14) <25(21) <25(23) <25(18) 25 <25(14) <25(23) <25(12) <25(23)

23:00 23:10 <25(19) <25(14) <25(13) <25(14) <25(12) <25(12) <25(13) <25(13) <25(12) <25(17)

0:00 0:10 <25(13) <25(13) <25(23) <25(14) <25(21) <25(21) <25(13) <25(15) <25(12) <25(12)

1:00 1:10 <25(13) <25(14) 25 <25(18) <25(15) <25(16) <25(14) <25(15) <25(12) <25(14)

2:00 2:10 <25(13) <25(13) <25(22) <25(14) <25(15) <25(13) <25(14) 25 <25(11) <25(12)

3:00 3:10 <25(13) <25(13) <25(19) <25(14) <25(21) <25(12) <25(13) 26 <25(12) <25(12)

4:00 4:10 <25(11) <25(11) <25(13) <25(12) <25(12) <25(12) <25(13) <25(12) <25(11) <25(12)

5:00 5:10 <25(12) <25(12) <25(13) <25(11) <25(12) <25(13) <25(12) <25(11) <25(11) <25(12)

6:00 6:10 <25(14) <25(13) <25(13) <25(12) <25(12) <25(12) <25(12) <25(13) <25(12) <25(13)

7:00 7:10 <25(21) 25 30 <25(24) 30 26 25 <25(23) 28 <25(22)

8:00 8:10 <25(24) <25(21) <25(24) <25(21) <25(23) 26 <25(22) <25(24) 27 <25(23)

9:00 9:10 <25(22) 25 28 <25(24) 25 29 <25(24) 36 30 <25(23)

10:00 10:10 25 39 27 26 32 30 <25(24) 29 30 27

11:00 11:10 <25(19) 26 <25(22) 27 27 <25(23) <25(19) 27 <25(24) <25(20)

12:00 12:10 <25(21) <25(21) 25 <25(16) <25(23) <25(20) <25(19) <25(23) <25(22) <25(21)

<25(22) <25(24) 26 <25(24) 25 <25(22) <25(20) 25 <25(24) <25(23) 75

<25(15) <25(14) <25(18) <25(15) <25(16) <25(16) <25(13) <25(18) <25(12) <25(15) 45

※2　振動レベル計の測定範囲下限値が25dBであるため、25dB未満の測定値は「<25」で表示し、参考値として実測値を（）内に示す。

時間
区分

観測時間
振動の80％レンジの上端値（L10）

管理
目標値

昼間 75

※1　平均値の算出は、算術平均とした。

夜間 45

昼間 75

昼　間　平　均　値

夜　間　平　均　値
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図3.4.2-4 振動の80％レンジの上端値（L10）（2021年度） 
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3.5 研究所用地周辺土壌調査 
 研究所の湧水には，自然由来の塩化物イオンが含まれている。塩化物イオン濃度の測定につい

ては，排水基準や環境基準等において法的な規制はないものの，塩化物イオン濃度の高い水を稲

作等に長期間使用すると稲等の発育に影響がでるという研究事例5),6)がある。ただし，圃場におけ

る塩化物イオン濃度は，農業利水点での塩化物イオン濃度や利水状況のほか，農業用水が圃場に

到達するまでの生活・産業排水，融雪剤，農業肥料や除草剤等に含まれる塩化物イオンによる人

為的な影響を受ける可能性がある。 
これらを踏まえ，原子力機構では環境保全を適切に行うため，研究所の坑道埋め戻し等事業に

伴う排出水の放流先河川から取水している耕作地等の土壌中の塩化物イオン濃度の測定を自主的

に実施している。 
2020年度～2021年度における研究所用地周辺の土壌調査の結果を以下に示す。 

 

3.5.1 調査方法 

（1）調査場所 
土壌調査における試料を採取する場所は，研究所の排出水の放流地点から下流に位置する明世

小学校前取水口の小堰堤上流側の狭間川河床および狭間川から取水する耕作地である。調査場所

を図3.5.1-1に示す。 

 

 

 
 

図3.4.2-4 振動の80％レンジの上端値（L10）（2021年度） 
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図3.5.1-1 土壌調査の調査場所 
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（2）試料採取方法 
①耕作地 

耕作地における試料採取は，独立行政法人土木研究所編「建設工事で遭遇する地盤汚染対応マ

ニュアル[改訂版]」9)に準じて表層土壌採取を行った。試料採取地点の選定は次の手順とした（図

3.5.1-2）。 
a） メジャーを用いて各区間の縦・横の長さを測る。 
b） 区画の中心点を定める（「中心点1」）。 
c） 中心点と東西南北境界の中間点を定める。 

調査地点番号は北を「中間点2」として時計回りに「中間点3」，「中間点4」，「中間点5」と

する。 
 

 
図3.5.1-2 試料採取地点の選定（耕作地） 

 
上述の5地点における試料採取にあたっては，地表面から50cmの深さまでの土壌を採取した。

採取の方法は図3.5.1-3に示す検土杖を用い，1回目は30cm，2回目は同採取孔で20cmの貫入を行

った。岩盤等により50cmに達しない場合は達した深度までで採取を行った。 
 

 
                             スリット断面 
 
 
 
 
                            拡大 
 
   

採土部スリット 
 長さ30cm、幅1.3cm、深さ1cm 
 
 

図3.5.1-3 検土杖の外観・仕様 
②狭間川河床 

狭間川河床における試料採取は，環境省通達「底質調査方法について」（環水管120号）10)の「3）

  

30cm 

1.3cm 

1.0cm 

 

 

 
図3.5.1-1 土壌調査の調査場所 
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採泥方法」を基本として，試料の平均化のために明世小学校前取水口の小堰堤上流側における右

岸，流心，左岸の3点とした（図3.5.1-4）。試料採取にあたっては，当初エクマンバージ型採泥器

を用いる予定であったが，玉石，礫が多く採泥器では試料採取が困難な状況であった。そのため，

河床面から50cmの深さの中で，ショベル，ハンドスコップで玉石，礫を除きながら，細粒土を採

取した。 
 

 

 

 

 
図3.5.1-4 試料採取地点の選定（狭間川河床） 

 
（3）分析方法 

各試料における塩化物イオンについては，2020年度は地盤工学会基準JGS 0241-2009，2021
年度は法改正に伴い地盤工学会基準JGS 0241-2020の水溶性成分試験方法に準拠して実施した。 

  分析方法，使用機械，報告下限値等を表3.5.1-1に示す。 

 

表3.5.1-1 塩化物イオンの分析方法等 

項 目 分析方法 使用機械 有効数字 報告下限値

塩化物イオン JGS 0241-2009（2020年度）
JGS 0241-2020（2021年度）

イオンクロマトグラフ 2桁 0.001mg/g

 
 
3.5.2 調査結果 

（1）2020年度 
2020年度は，研究所からの排出水の放流先河川（狭間川）から水を取水している耕作地71地点

（畑26地点，田45地点），狭間川における河床1地点の合計72地点の調査場所における土壌中の塩

化物イオン濃度測定を実施した。調査の結果を表3.5.2-1～表3.5.2-2に示す。畑，田および河床に

おける塩化物イオン濃度の経年変動を図3.5.2-1～図3.5.2-3に示す。 
調査の結果，畑における塩化物イオン濃度の変化は，全 26 地点のうち 1 地点（H-31）のみ既

往データの最低値よりも低い値を示し，その他の 25 地点は既往データの範囲内であり，平面的

にみて田の塩化物イオン濃度の変化に明瞭な傾向は認められなかった。畑の塩化物イオンの濃度

範囲は 0.002～0.02mg/g で平均値は 0.007mg/g であった。 
田の塩化物イオン濃度の変化は，全 45 地点のうち 1 地点（T-14）のみ既往データの最低値よ

りも低く，2 地点（T-30，T-50）が既往データの最高値から 1.5 倍の範囲の値を示した。その他

の 42 地点は既往データの範囲内であり，平面的にみて田の塩化物イオン濃度の変化に明瞭な傾

向は認められなかった。田の塩化物イオンの濃度範囲は 0.002～0.046mg/gで平均値は 0.018mg/g
であった。 

一般に海水等の影響を受けていない土壌の塩化物イオン濃度は，0.002～0.089mg/g程度（付録

5-1）11)であり，土壌中の塩化物イオンによる収量低下等の影響は，畑地で0.4mg/g（付録5-2）12)，

水田では1.0mg/g（付録5-3）13)を上回る場合に出現するといわれている。 
2020年度の研究所用地周辺の土壌調査では，調査地点全体の塩化物イオンの濃度範囲は0.002

川の流れ

右岸

左岸

流心
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～0.046 mg/gであり，付録5-1に示す一般的な土壌の塩化物イオン濃度の範囲内であり，かつ付録

5-2，5-3に示す畑地および水田における収量低下等の影響が出現するといわれている塩化物イオ

ン濃度の値よりも十分に低い値であった。これらの結果から，2020年度の研究所の坑道埋め戻し

等事業が研究所からの排出水の放流先河川から取水している耕作地に問題となる影響を与えてい

ないものと考えられる。 
 
（2）2021年度 

2021年度は，研究所からの排出水の放流先河川（狭間川）から水を取水している耕作地70地点

（畑26地点，田44地点），狭間川における河床1地点の合計71地点の調査場所における土壌中の塩

化物イオン濃度測定を実施した。調査の結果を表3.5.2-3～3.5.2-4に示す。畑，田および河床にお

ける塩化物イオン濃度の経年変動を図3.5.2-4～図3.5.2-6に示す。 
調査の結果，畑における塩化物イオン濃度の変化は，全 26 地点のうち 9 地点（H-3～H-5, H-

11～H-14, H-30, H-31）が既往データの最低値よりも低い値を示し，その他の 17 地点は既往デ

ータの範囲内であり，2020 年度の調査結果と比べて低い値となった地点が多くみられた。畑の塩

化物イオンの濃度範囲は 0.001～0.01mg/g で平均値は 0.003mg/g であった。 
田の塩化物イオン濃度の変化は，全 44 地点のうち 28 地点（T-1～T-3，T-5，T-7～T-8，T13～

T14，T15・16，T19～T20，T-21-1～T21-6，T-26～T-28，T-37~T-39，T-41～T-43，T-51-2，T-
52）が既往データの最低値よりも低く，その他の 16 地点は既往データの範囲内であり，2020 年

度の調査結果と比べて低い値となった地点が多くみられた。田の塩化物イオンの濃度範囲は

0.001～0.021mg/g で平均値は 0.005mg/g であった。 
河床の塩化物イオン濃度は 0.002mg/g であり，既往データより低い値であった。 
一般に海水等の影響を受けていない土壌の塩化物イオン濃度は，0.002～0.089mg/g程度（付録

5-1）11)であり，土壌中の塩化物イオンによる収量低下などの影響は，畑地で0.4mg/g（付録 
5-2）12)，水田では1.0mg/g（付録5-3）13)を上回る場合に出現するといわれている。 

2021年度の研究所用地周辺の土壌調査では，調査地点全体の塩化物イオンの濃度範囲は0.001
～0.021 mg/gであり，付録5-1に示す一般的な土壌の塩化物イオン濃度の範囲内であり，かつ付録

5-2，5-3に示す畑地および水田における収量低下等の影響が出現するといわれている塩化物イオ

ン濃度の値よりも十分に低い値であった。これらの結果から，2021年度の研究所の坑道埋め戻し

等事業が研究所からの排出水の放流先河川から取水している耕作地に問題となる影響を与えてい

ないものと考えられる。 

 

 

 

 

採泥方法」を基本として，試料の平均化のために明世小学校前取水口の小堰堤上流側における右

岸，流心，左岸の3点とした（図3.5.1-4）。試料採取にあたっては，当初エクマンバージ型採泥器

を用いる予定であったが，玉石，礫が多く採泥器では試料採取が困難な状況であった。そのため，

河床面から50cmの深さの中で，ショベル，ハンドスコップで玉石，礫を除きながら，細粒土を採

取した。 
 

 

 

 

 
図3.5.1-4 試料採取地点の選定（狭間川河床） 

 
（3）分析方法 

各試料における塩化物イオンについては，2020年度は地盤工学会基準JGS 0241-2009，2021
年度は法改正に伴い地盤工学会基準JGS 0241-2020の水溶性成分試験方法に準拠して実施した。 

  分析方法，使用機械，報告下限値等を表3.5.1-1に示す。 

 

表3.5.1-1 塩化物イオンの分析方法等 

項 目 分析方法 使用機械 有効数字 報告下限値

塩化物イオン JGS 0241-2009（2020年度）
JGS 0241-2020（2021年度）

イオンクロマトグラフ 2桁 0.001mg/g

 
 
3.5.2 調査結果 

（1）2020年度 
2020年度は，研究所からの排出水の放流先河川（狭間川）から水を取水している耕作地71地点

（畑26地点，田45地点），狭間川における河床1地点の合計72地点の調査場所における土壌中の塩

化物イオン濃度測定を実施した。調査の結果を表3.5.2-1～表3.5.2-2に示す。畑，田および河床に

おける塩化物イオン濃度の経年変動を図3.5.2-1～図3.5.2-3に示す。 
調査の結果，畑における塩化物イオン濃度の変化は，全 26 地点のうち 1 地点（H-31）のみ既

往データの最低値よりも低い値を示し，その他の 25 地点は既往データの範囲内であり，平面的

にみて田の塩化物イオン濃度の変化に明瞭な傾向は認められなかった。畑の塩化物イオンの濃度

範囲は 0.002～0.02mg/g で平均値は 0.007mg/g であった。 
田の塩化物イオン濃度の変化は，全 45 地点のうち 1 地点（T-14）のみ既往データの最低値よ

りも低く，2 地点（T-30，T-50）が既往データの最高値から 1.5 倍の範囲の値を示した。その他

の 42 地点は既往データの範囲内であり，平面的にみて田の塩化物イオン濃度の変化に明瞭な傾

向は認められなかった。田の塩化物イオンの濃度範囲は 0.002～0.046mg/gで平均値は 0.018mg/g
であった。 

一般に海水等の影響を受けていない土壌の塩化物イオン濃度は，0.002～0.089mg/g程度（付録

5-1）11)であり，土壌中の塩化物イオンによる収量低下等の影響は，畑地で0.4mg/g（付録5-2）12)，

水田では1.0mg/g（付録5-3）13)を上回る場合に出現するといわれている。 
2020年度の研究所用地周辺の土壌調査では，調査地点全体の塩化物イオンの濃度範囲は0.002
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表3.5.2-2 塩化物イオン濃度経時変化（田）（2020年度）

  
 

田 単位：mg/g

位置 2010年 5月 2010年11月 2011年10月 2012年10月 2013年11月 2014年12月 2015年11月 2016年11月 2017年11月 2018年11月 2019年12月 2020年11月

T-1 0.011 0.014 0.012 0.026 0.023 0.016 0.017 0.026 0.033 0.035 0.019 0.018

T-2 0.017 0.013 0.007 0.035 0.021 0.012 0.011 0.033 0.010 0.017 0.005 0.012

T-3 0.006 0.018 0.006 0.023 0.018 0.017 0.023 0.016 0.012 0.018 0.013 0.018

T-4 0.006 0.026 0.012 0.031 0.027 0.023 0.017 0.030 0.032 0.083 0.041 0.033

T-5 0.019 0.023 0.012 0.024 0.029 0.026 0.017 0.025 0.037 0.053 0.035 0.023

T-6 0.002 0.016 0.005 0.007 0.010 0.006 0.004 0.012 0.006 0.014 試料採取中止 試料採取中止

T-7 0.011 0.018 0.017 0.026 0.034 0.020 0.028 0.044 0.057 0.071 0.048 0.033

T-8 0.005 0.011 0.006 0.016 0.018 0.010 0.004 0.014 0.023 0.010 0.006 0.013

T-9 0.011 0.018 0.016 0.025 0.044 0.035 0.027 0.033 0.025 0.016 試料採取中止 試料採取中止

T-10 0.010 0.017 0.015 0.032 0.046 0.011 0.004 試料採取中止 試料採取中止 試料採取中止 試料採取中止 試料採取中止

T-11 0.008 0.022 0.013 0.028 0.018 0.005 0.004 0.006 試料採取中止 試料採取中止 試料採取中止 試料採取中止

T-12 0.011 0.052 0.028 0.082 0.051 0.044 0.036 0.053 0.045 0.052 試料採取中止 試料採取中止

T-13 0.015 0.030 0.034 0.072 0.061 0.031 0.040 0.041 0.036 0.043 0.035 0.022

T-14 0.009 0.029 0.021 0.035 0.037 0.022 0.019 試料採取中止 0.035 0.015 0.025 0.005

T-15・16 0.010 0.020 0.009 0.014 0.009 0.009 0.004 0.013 0.011 0.010 0.005 0.004

T-17・25 0.009 0.027 0.026 0.037 0.051 0.030 0.025 0.028 0.025 試料採取中止 試料採取中止 試料採取中止

T-18 0.015 0.025 0.033 0.047 0.057 0.042 0.034 0.033 0.032 0.021 試料採取中止 試料採取中止

T-19 0.012 0.022 0.028 0.049 0.022 0.018 0.013 0.037 0.032 0.021 0.012 0.017

T-20 0.007 0.014 0.019 0.042 0.023 0.017 0.015 0.030 0.014 0.033 0.013 0.023

T-21 0.014 0.026 0.025 0.044 0.039 0.031 0.021 - - - - -

T-21-1 - - - - - - - 0.040 0.050 0.032 0.037 0.035

T-21-2 - - - - - - - 0.024 0.026 0.052 0.016 0.018

T-21-3 - - - - - - - - - - 0.038 0.034

T-21-4 - - - - - - - - - - 0.025 0.024

T-21-5 - - - - - - - - - - 0.040 0.046

T-21-6 - - - - - - - - - - 0.031 0.034

T-22 0.012 0.026 0.022 0.041 0.048 試料採取中止 試料採取中止 試料採取中止 試料採取中止 試料採取中止 試料採取中止 試料採取中止

T-23 0.008 0.011 0.009 試料採取中止 試料採取中止 試料採取中止 試料採取中止 試料採取中止 試料採取中止 試料採取中止 試料採取中止 試料採取中止

T-24 0.010 0.012 0.015 0.043 0.014 0.007 0.001 0.004 0.005 0.024 0.025 0.018

T-26 0.014 0.038 0.020 0.032 0.017 0.028 0.010 0.020 0.014 0.020 0.016 0.017

T-27 0.009 0.029 0.027 0.041 0.019 0.013 0.017 0.028 0.023 0.035 0.020 0.022

T-28 0.010 0.021 0.026 0.031 0.017 0.010 0.003 0.007 0.005 0.006 0.005 0.004

T-29 0.010 0.018 0.012 0.021 0.006 0.011 0.010 0.017 0.015 試料採取中止 試料採取中止 試料採取中止

T-30 0.012 0.017 0.006 0.010 0.006 0.007 0.004 0.010 0.014 0.020 0.011 0.026

T-31 0.011 0.014 0.012 0.009 0.008 0.012 0.005 0.011 0.012 0.024 0.012 0.013

T-32 0.005 試料採取中止 試料採取中止 試料採取中止 試料採取中止 試料採取中止 試料採取中止 試料採取中止 試料採取中止 試料採取中止 試料採取中止 試料採取中止

T-33 0.004 0.055 0.003 0.004 試料採取中止 試料採取中止 試料採取中止 試料採取中止 試料採取中止 試料採取中止 試料採取中止 試料採取中止

T-34 0.006 0.012 0.013 0.015 0.007 0.014 0.008 0.020 0.026 0.028 0.010 0.016

T-35 0.005 0.025 0.012 0.012 0.010 0.015 0.010 0.020 0.024 0.028 0.013 0.016

T-36 0.007 0.023 0.008 0.006 0.008 0.011 0.006 0.010 0.010 0.018 0.012 0.015

T-37 0.006 0.013 0.010 0.007 0.006 0.006 0.005 0.012 0.021 0.022 0.011 0.011

T-38 0.005 0.016 0.012 0.009 0.005 0.011 0.005 0.012 0.021 0.025 0.014 0.011

T-39 0.006 0.018 0.005 0.008 0.005 0.006 0.005 0.012 0.009 0.012 0.008 0.007

T-40 0.004 0.022 0.005 0.007 0.005 0.009 0.006 0.008 0.004 0.003 0.002 0.002

T-41 0.014 0.016 0.007 0.012 0.010 0.010 0.008 0.014 0.026 0.023 0.016 0.011

T-42 0.006 0.016 0.007 0.010 0.007 0.006 0.007 0.011 0.019 0.019 0.015 0.010

T-43 0.004 0.012 0.005 0.006 0.007 0.009 0.005 0.010 0.011 0.022 0.007 0.010

T-44 0.006 0.011 0.004 0.006 0.003 0.003 0.005 0.012 0.012 0.013 0.006 0.010

T-45 0.007 0.016 0.010 0.019 0.016 0.017 0.032 0.032 0.070 0.070 0.037 0.037

T-46 0.002 0.015 0.007 0.009 0.006 0.007 0.006 0.013 0.004 0.008 0.009 0.010

T-47 0.005 0.024 0.007 0.019 0.008 0.012 0.007 0.010 0.009 0.016 0.010 0.005

T-48 0.005 0.014 0.008 0.006 0.008 0.006 0.007 0.009 0.013 0.018 0.012 0.013

T-49 0.007 0.013 0.005 0.005 0.006 0.004 0.006 0.007 0.004 0.004 試料採取中止 試料採取中止

T-50 0.008 0.013 0.004 0.004 0.005 0.005 0.004 0.008 0.009 0.011 0.012 0.016

T-51 0.005 0.010 0.007 0.013 0.013 0.006 0.009 0.012 0.015 0.031 - -

T-51-1 - - - - - - - - - - 0.009 0.006

T-51-2 - - - - - - - - - - 0.012 0.011

T-52 0.029 0.050 0.030 0.046 0.098 0.046 0.025 0.027 0.038 0.030 0.043 0.043

T-53 0.011 0.015 0.013 0.012 0.013 0.010 0.012 0.012 0.016 0.015 0.014 0.011

T-54 0.006 0.011 0.007 0.007 0.006 0.007 0.004 0.008 0.006 0.008 0.011 0.005

最大 0.029 0.055 0.034 0.082 0.098 0.046 0.040 0.053 0.070 0.083 0.048 0.046

平均 0.009 0.021 0.013 0.023 0.021 0.015 0.012 0.019 0.021 0.026 0.018 0.018

最小 0.002 0.010 0.003 0.004 0.003 0.003 0.001 0.004 0.004 0.003 0.002 0.002

 ※T-22（2014年12月より）、T-23（2012年10月より）、T-32（2010年11月より）、T-33（2013年11月より）は宅地工事のため試料採取中止　

※2016年11月よりT-10はソーラーパネル設置による土地造成のため試料採取中止

※2016年11月より面積の大きいT-21をT-21-1とT-21-2に分割して分析し、結果を求めた。

※T-14は宅地工事のため2016年11月試料採取中止したが、一部が畑として再び利用開始されたため2017年11月試料の採取を再開（但し、客土の可能性あり）

※2017年11月よりT-11はソーラーパネル設置による土地造成のため試料採取中止

※2017年11月よりT-15･16は一部区画分譲のため、東側半分の面積を対象に調査を実施

※2018年11月よりT-17･25およびT-29は宅地工事のため試料採取中止

※2019年12月より面積の大きいT-21-1およびT-21-2をT-21-1～T-21-6に再分割して分析し、結果を求めた。

※2019年12月より面積の大きいT-51をT-51-1とT-51-2に分割して分析し、結果を求めた。

※2019年12月よりT-6およびT-9はソーラーパネル設置による土地造成のため試料採取中止
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図3.5.2-1 畑の塩化物イオン濃度の経年変動（2020） 

 

 
図3.5.2-2 田の塩化物イオン濃度の経年変動（2020） 
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図3.5.2-3 河床の塩化物イオン濃度の経年変動（2020）
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図3.5.2-1 畑の塩化物イオン濃度の経年変動（2020） 

 

 
図3.5.2-2 田の塩化物イオン濃度の経年変動（2020） 
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表3.5.2-4 塩化物イオン濃度経時変化（田）（2021年度） 

  
 

田 単位：mg/g

位置 2010年 5月 2010年11月 2011年10月 2012年10月 2013年11月 2014年12月 2015年11月 2016年11月 2017年11月 2018年11月 2019年12月 2020年11月 2021年11月

T-1 0.011 0.014 0.012 0.026 0.023 0.016 0.017 0.026 0.033 0.035 0.019 0.018 0.004

T-2 0.017 0.013 0.007 0.035 0.021 0.012 0.011 0.033 0.010 0.017 0.005 0.012 0.002

T-3 0.006 0.018 0.006 0.023 0.018 0.017 0.023 0.016 0.012 0.018 0.013 0.018 0.002

T-4 0.006 0.026 0.012 0.031 0.027 0.023 0.017 0.030 0.032 0.083 0.041 0.033 0.008

T-5 0.019 0.023 0.012 0.024 0.029 0.026 0.017 0.025 0.037 0.053 0.035 0.023 0.006

T-6 0.002 0.016 0.005 0.007 0.010 0.006 0.004 0.012 0.006 0.014 試料採取中止 試料採取中止 試料採取中止

T-7 0.011 0.018 0.017 0.026 0.034 0.020 0.028 0.044 0.057 0.071 0.048 0.033 0.006

T-8 0.005 0.011 0.006 0.016 0.018 0.010 0.004 0.014 0.023 0.010 0.006 0.013 0.002

T-9 0.011 0.018 0.016 0.025 0.044 0.035 0.027 0.033 0.025 0.016 試料採取中止 試料採取中止 試料採取中止

T-10 0.010 0.017 0.015 0.032 0.046 0.011 0.004 試料採取中止 試料採取中止 試料採取中止 試料採取中止 試料採取中止 試料採取中止

T-11 0.008 0.022 0.013 0.028 0.018 0.005 0.004 0.006 試料採取中止 試料採取中止 試料採取中止 試料採取中止 試料採取中止

T-12 0.011 0.052 0.028 0.082 0.051 0.044 0.036 0.053 0.045 0.052 試料採取中止 試料採取中止 試料採取中止

T-13 0.015 0.030 0.034 0.072 0.061 0.031 0.040 0.041 0.036 0.043 0.035 0.022 0.011

T-14 0.009 0.029 0.021 0.035 0.037 0.022 0.019 試料採取中止 0.035 0.015 0.025 0.005 0.001

T-15・16 0.010 0.020 0.009 0.014 0.009 0.009 0.004 0.013 0.011 0.010 0.005 0.004 0.001

T-17・25 0.009 0.027 0.026 0.037 0.051 0.030 0.025 0.028 0.025 試料採取中止 試料採取中止 試料採取中止 試料採取中止

T-18 0.015 0.025 0.033 0.047 0.057 0.042 0.034 0.033 0.032 0.021 試料採取中止 試料採取中止 試料採取中止

T-19 0.012 0.022 0.028 0.049 0.022 0.018 0.013 0.037 0.032 0.021 0.012 0.017 0.002

T-20 0.007 0.014 0.019 0.042 0.023 0.017 0.015 0.030 0.014 0.033 0.013 0.023 0.003

T-21 0.014 0.026 0.025 0.044 0.039 0.031 0.021 - - - - - -

T-21-1 - - - - - - - 0.040 0.050 0.032 0.037 0.035 0.010

T-21-2 - - - - - - - 0.024 0.026 0.052 0.016 0.018 0.003

T-21-3 - - - - - - - - - - 0.038 0.034 0.007

T-21-4 - - - - - - - - - - 0.025 0.024 0.003

T-21-5 - - - - - - - - - - 0.040 0.046 0.010

T-21-6 - - - - - - - - - - 0.031 0.034 0.004

T-22 0.012 0.026 0.022 0.041 0.048 試料採取中止 試料採取中止 試料採取中止 試料採取中止 試料採取中止 試料採取中止 試料採取中止 試料採取中止

T-23 0.008 0.011 0.009 試料採取中止 試料採取中止 試料採取中止 試料採取中止 試料採取中止 試料採取中止 試料採取中止 試料採取中止 試料採取中止 試料採取中止

T-24 0.010 0.012 0.015 0.043 0.014 0.007 0.001 0.004 0.005 0.024 0.025 0.018 0.003

T-26 0.014 0.038 0.020 0.032 0.017 0.028 0.010 0.020 0.014 0.020 0.016 0.017 0.002

T-27 0.009 0.029 0.027 0.041 0.019 0.013 0.017 0.028 0.023 0.035 0.020 0.022 0.003

T-28 0.010 0.021 0.026 0.031 0.017 0.010 0.003 0.007 0.005 0.006 0.005 0.004 0.001

T-29 0.010 0.018 0.012 0.021 0.006 0.011 0.010 0.017 0.015 試料採取中止 試料採取中止 試料採取中止 試料採取中止

T-30 0.012 0.017 0.006 0.010 0.006 0.007 0.004 0.010 0.014 0.020 0.011 0.026 0.010

T-31 0.011 0.014 0.012 0.009 0.008 0.012 0.005 0.011 0.012 0.024 0.012 0.013 0.005

T-32 0.005 試料採取中止 試料採取中止 試料採取中止 試料採取中止 試料採取中止 試料採取中止 試料採取中止 試料採取中止 試料採取中止 試料採取中止 試料採取中止 試料採取中止

T-33 0.004 0.055 0.003 0.004 試料採取中止 試料採取中止 試料採取中止 試料採取中止 試料採取中止 試料採取中止 試料採取中止 試料採取中止 試料採取中止

T-34 0.006 0.012 0.013 0.015 0.007 0.014 0.008 0.020 0.026 0.028 0.010 0.016 0.006

T-35 0.005 0.025 0.012 0.012 0.010 0.015 0.010 0.020 0.024 0.028 0.013 0.016 0.009

T-36 0.007 0.023 0.008 0.006 0.008 0.011 0.006 0.010 0.010 0.018 0.012 0.015 0.006

T-37 0.006 0.013 0.010 0.007 0.006 0.006 0.005 0.012 0.021 0.022 0.011 0.011 0.003

T-38 0.005 0.016 0.012 0.009 0.005 0.011 0.005 0.012 0.021 0.025 0.014 0.011 0.004

T-39 0.006 0.018 0.005 0.008 0.005 0.006 0.005 0.012 0.009 0.012 0.008 0.007 0.003

T-40 0.004 0.022 0.005 0.007 0.005 0.009 0.006 0.008 0.004 0.003 0.002 0.002 0.002

T-41 0.014 0.016 0.007 0.012 0.010 0.010 0.008 0.014 0.026 0.023 0.016 0.011 0.004

T-42 0.006 0.016 0.007 0.010 0.007 0.006 0.007 0.011 0.019 0.019 0.015 0.010 0.004

T-43 0.004 0.012 0.005 0.006 0.007 0.009 0.005 0.010 0.011 0.022 0.007 0.010 0.002

T-44 0.006 0.011 0.004 0.006 0.003 0.003 0.005 0.012 0.012 0.013 0.006 0.010 0.003

T-45 0.007 0.016 0.010 0.019 0.016 0.017 0.032 0.032 0.070 0.070 0.037 0.037 0.014

T-46 0.002 0.015 0.007 0.009 0.006 0.007 0.006 0.013 0.004 0.008 0.009 0.010 試料採取中止

T-47 0.005 0.024 0.007 0.019 0.008 0.012 0.007 0.010 0.009 0.016 0.010 0.005 0.008

T-48 0.005 0.014 0.008 0.006 0.008 0.006 0.007 0.009 0.013 0.018 0.012 0.013 0.009

T-49 0.007 0.013 0.005 0.005 0.006 0.004 0.006 0.007 0.004 0.004 試料採取中止 試料採取中止 試料採取中止

T-50 0.008 0.013 0.004 0.004 0.005 0.005 0.004 0.008 0.009 0.011 0.012 0.016 0.004

T-51 0.005 0.010 0.007 0.013 0.013 0.006 0.009 0.012 0.015 0.031 - - -

T-51-1 - - - - - - - - - - 0.009 0.006 0.010

T-51-2 - - - - - - - - - - 0.012 0.011 0.004

T-52 0.029 0.050 0.030 0.046 0.098 0.046 0.025 0.027 0.038 0.030 0.043 0.043 0.021

T-53 0.011 0.015 0.013 0.012 0.013 0.010 0.012 0.012 0.016 0.015 0.014 0.011 0.011

T-54 0.006 0.011 0.007 0.007 0.006 0.007 0.004 0.008 0.006 0.008 0.011 0.005 0.004

最大 0.029 0.055 0.034 0.082 0.098 0.046 0.040 0.053 0.070 0.083 0.048 0.046 0.021

平均 0.009 0.021 0.013 0.023 0.021 0.015 0.012 0.019 0.021 0.026 0.018 0.018 0.005

最小 0.002 0.010 0.003 0.004 0.003 0.003 0.001 0.004 0.004 0.003 0.002 0.002 0.001

 ※T-22（2014年12月より）、T-23（2012年10月より）、T-32（2010年11月より）、T-33（2013年11月より）は宅地工事のため試料採取中止　

※2016年11月よりT-10はソーラーパネル設置による土地造成のため試料採取中止

※2016年11月より面積の大きいT-21をT-21-1とT-21-2に分割して分析し、結果を求めた。

※T-14は宅地工事のため2016年11月試料採取中止したが、一部が畑として再び利用開始されたため2017年11月試料の採取を再開（但し、客土の可能性あり）

※2017年11月よりT-11はソーラーパネル設置による土地造成のため試料採取中止

※2017年11月よりT-15･16は一部区画分譲のため、東側半分の面積を対象に調査を実施

※2018年11月よりT-17･25およびT-29は宅地工事のため試料採取中止

※2019年12月より面積の大きいT-21-1およびT-21-2をT-21-1～T-21-6に再分割して分析し、結果を求めた。

※2019年12月より面積の大きいT-51をT-51-1とT-51-2に分割して分析し、結果を求めた。

※2019年12月よりT-6およびT-9はソーラーパネル設置による土地造成のため試料採取中止
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図3.5.2-4 畑の塩化物イオン濃度の経年変動（2021） 

 

 
図3.5.2-5 田の塩化物イオン濃度の経年変動（2021） 
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図3.5.2-6 河床の塩化物イオン濃度の経年変動（2021） 
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図3.5.2-4 畑の塩化物イオン濃度の経年変動（2021） 

 

 
図3.5.2-5 田の塩化物イオン濃度の経年変動（2021） 
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4. まとめ 
 

本報告書では，研究所の坑道の埋め戻しおよび地上施設の撤去等の作業に伴う研究所用地周辺

の環境への影響の有無を確認するため，2020年度から2021年度に実施した研究所用地周辺の井戸

における地下水水位調査，研究所周辺河川流量調査，研究所からの排出水・湧水および狭間川の

水質分析，研究所用地周辺騒音・振動調査，研究所用地周辺土壌調査といった研究所用地周辺の

環境影響調査の結果を取りまとめた。これらの調査から得られた結果は，既往の調査結果と同程

度であり，研究所の坑道の埋め戻しおよび地上施設の撤去等の作業が研究所用地周辺の環境に問

題となる影響を与えていないことが確認された。 

なお，本調査は，株式会社大林組を代表企業とするグループが設立する特定目的会社（瑞浪バ

ックフィルサポート株式会社）が日本原子力研究開発機構とのPFI契約により実施する「瑞浪超

深地層研究所の坑道埋め戻し等事業」の一環で行われた調査である。 
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4. まとめ 
 

本報告書では，研究所の坑道の埋め戻しおよび地上施設の撤去等の作業に伴う研究所用地周辺

の環境への影響の有無を確認するため，2020年度から2021年度に実施した研究所用地周辺の井戸

における地下水水位調査，研究所周辺河川流量調査，研究所からの排出水・湧水および狭間川の

水質分析，研究所用地周辺騒音・振動調査，研究所用地周辺土壌調査といった研究所用地周辺の

環境影響調査の結果を取りまとめた。これらの調査から得られた結果は，既往の調査結果と同程

度であり，研究所の坑道の埋め戻しおよび地上施設の撤去等の作業が研究所用地周辺の環境に問

題となる影響を与えていないことが確認された。 

なお，本調査は，株式会社大林組を代表企業とするグループが設立する特定目的会社（瑞浪バ

ックフィルサポート株式会社）が日本原子力研究開発機構とのPFI契約により実施する「瑞浪超

深地層研究所の坑道埋め戻し等事業」の一環で行われた調査である。 
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付録1-1 2020年度 日雨量一覧 
（国土交通省・日吉観測所における雨量観測記録2)より） 

 

 

  

（雨量：㎜）

年月

日 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

1 18.0 3.0 3.0

2 7.0 13.0 1.0 15.0 20.0

3 9.0 1.0 28.0 2.0 1.0

4 1.0 25.0 11.0

5 3.0 9.0 10.0

6 29.0 73.0 1.0

7 16.0 4.0 20.0 11.0 13.0 1.0

8 70.0 1.0 1.0 35.0 2.0

9 2.0 12.0 12.0 40.0

10 15.0 5.0 4.0 27.0 59.0

11 1.0 25.0 120.0 12.0

12 6.0 8.0 3.0 16.0

13 33.0 38.0 35.0 11.0 23.0

14 50.0 36.0

15 19.0

16 48.0 5.0

17 7.0 12.0 1.0 23.0

18 28.0 4.0 13.0 17.0 3.0 1.0

19 43.0 48.0 2.0 1.0

20 17.0 11.0 4.0

21 107.0 14.0 34.0

22 11.0 1.0

23 37.0 16.0

24 5.0 4.0 11.0

25 2.0 18.0 29.0 2.0 1.0

26 7.0 1.0 22.0 3.0

27 1.0 17.0 16.0

28 18.0 4.0 2.0 1.0 3.0 29.0

29 2.0 9.0

30 67.0 1.0 7.0 6.0

31 3.0 9.0 91.0 4.0

月雨量 114.0 154.0 282.0 628.0 120.0 165.0 206.0 42.0 20.0 53.0 39.0 149.0

最大日雨量 33.0 48.0 67.0 120.0 91.0 29.0 59.0 13.0 6.0 16.0 19.0 34.0

※年合計雨量は、2020年4月1日から2021年3月31日の合計である。

年合計雨量(㎜)※ 1972.0

年最大月雨量(㎜)

年最大日雨量(㎜) 120.0

628.0

2020年度

※国土交通省水文水質データベース 2）(http://www1.river.go.jp/)より作成 
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付録1-2 2020年度 日雨量変動図 
（国土交通省・日吉観測所における雨量観測記録2)より） 
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付録1-3 2021年度 日雨量一覧 
（国土交通省・日吉観測所における雨量観測記録2)より） 

 

 

  

（雨量：㎜）

年月

日 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

1 7.0 22.0 29.0 2.0

2 4.0 39.0 40.0

3 12.0 14.0

4 26.0 34.0 1.0 39.0

5 52.0 19.0 4.0

6 1.0 1.0 1.0 6.0 13.0 6.0

7 1.0 1.0 10.0 1.0 31.0

8 59.0 1.0 5.0

9 2.0 31.0 24.0 32.0 18.0

10 12.0

11 1.0 19.0 17.0

12 7.0 6.0 5.0

13 10.0 5.0 130.0 46.0 1.0 4.0

14 6.0 4.0 34.0 106.0 4.0 2.0 14.0

15 9.0 23.0 2.0

16 3.0 11.0 15.0 4.0 6.0

17 57.0 18.0 59.0 14.0 22.0 1.0 25.0

18 5.0 12.0 10.0 1.0 22.0

19 5.0 52.0 37.0 1.0 10.0 4.0

20 27.0 17.0 1.0 2.0 3.0

21 104.0 17.0 19.0

22 15.0 48.0 4.0

23 9.0 10.0 9.0

24 7.0

25 1.0 7.0 3.0 35.0

26 10.0 43.0 15.0 1.0 2.0

27 35.0 2.0

28 12.0

29 50.0 13.0

30 2.0 1.0

31 2.0 1.0 1.0

月雨量 170.0 272.0 184.0 286.0 432.0 233.0 84.0 67.0 102.0 29.0 33.0 85.0

最大日雨量 57.0 104.0 59.0 59.0 130.0 43.0 46.0 48.0 31.0 17.0 12.0 35.0

※年合計雨量は、2021年4月1日から2022年3月31日の合計である。

130.0

432.0

年合計雨量(㎜)※ 1977.0

年最大月雨量(㎜)

年最大日雨量(㎜)

2021年度

※国土交通省水文水質データベース 2）(http://www1.river.go.jp/)より作成 

 

 

付録1-2 2020年度 日雨量変動図 
（国土交通省・日吉観測所における雨量観測記録2)より） 
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付録1-4 2021年度 日雨量変動図 
（国土交通省・日吉観測所における雨量観測記録2)より） 

 

 
付録1-5 年間雨量変動図 

（国土交通省・日吉観測所における雨量観測記録2）より） 

 
2003～2019年度の年降雨量は，4月1日から2月末までの降雨量の合計。 

2020年度以降の年降雨量は，4月1日から3月末までの降雨量の合計。 
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付録2 
 
 
 

河川流量測定結果 
 

 

 

付録1-4 2021年度 日雨量変動図 
（国土交通省・日吉観測所における雨量観測記録2)より） 

 

 
付録1-5 年間雨量変動図 

（国土交通省・日吉観測所における雨量観測記録2）より） 

 
2003～2019年度の年降雨量は，4月1日から2月末までの降雨量の合計。 

2020年度以降の年降雨量は，4月1日から3月末までの降雨量の合計。 
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付録2-1 河川流量測定結果（2020年度） 

 

2020年度の各地点（上流地点，中流地点，下流地点，明世小学校前地点）における河川流量測

定結果を表A2.1-1～A2.1-4に示す。 
 

表A2.1-1 測定結果一覧表（上流地点，2020年度） 

 
 

表A 2.1-2 測定結果一覧表（中流地点，2020年度） 

 

測定番号
水位
(m)

平均流速
(m/s)

断面積

(m2）

流量

(m3/s)
測定法

2020 年 4 月 14 日 1 0.15 0.154 0.078 0.012 精密法

2020 年 5 月 12 日 2 0.12 0.111 0.054 0.006 〃

2020 年 5 月 19 日 3 0.18 0.181 0.127 0.023 〃

2020 年 6 月 2 日 4 0.12 0.145 0.055 0.008 〃

2020 年 6 月 26 日 5 0.11 0.154 0.052 0.008 〃

2020 年 7 月 2 日 6 0.16 0.253 0.099 0.025 〃

2020 年 7 月 14 日 7 0.27 0.569 0.239 0.136 〃

2020 年 8 月 4 日 8 0.11 0.186 0.070 0.013 〃

2020 年 8 月 28 日 9 0.07 0.081 0.037 0.003 〃

2020 年 9 月 1 日 10 0.12 0.200 0.090 0.018 〃

2020 年 9 月 25 日 11 0.07 0.089 0.045 0.004 〃

2020 年 10 月 7 日 12 0.07 0.070 0.043 0.003 〃

2020 年 10 月 23 日 13 0.17 0.295 0.122 0.036 〃

2020 年 11 月 4 日 14 0.10 0.079 0.063 0.005 〃

2020 年 12 月 1 日 15 0.09 0.060 0.050 0.003 〃

2021 年 1 月 5 日 16 0.10 0.050 0.040 0.002 〃

2021 年 1 月 27 日 17 0.15 0.110 0.100 0.011 〃

2021 年 2 月 2 日 18 0.14 0.154 0.078 0.012 〃

2021 年 3 月 2 日 19 0.10 0.062 0.065 0.004 〃

測定年月日

測定番号
水位
(m)

平均流速
(m/s)

断面積

(m2）

流量

(m3/s)
測定法

2020 年 4 月 14 日 1 0.34 0.158 0.329 0.052 精密法

2020 年 5 月 12 日 2 0.30 0.061 0.246 0.015 〃

2020 年 5 月 19 日 3 0.39 0.241 0.398 0.096 〃

2020 年 6 月 2 日 4 0.29 0.051 0.254 0.013 〃

2020 年 6 月 26 日 5 0.30 0.074 0.269 0.020 〃

2020 年 7 月 2 日 6 0.35 0.215 0.335 0.072 〃

2020 年 7 月 14 日 7 0.55 0.751 0.582 0.437 〃

2020 年 8 月 4 日 8 0.40 0.101 0.296 0.030 〃

2020 年 8 月 28 日 9 0.36 0.048 0.271 0.013 〃

2020 年 9 月 1 日 10 0.42 0.187 0.332 0.062 〃

2020 年 9 月 25 日 11 0.37 0.040 0.249 0.010 〃

2020 年 10 月 7 日 12 0.37 0.035 0.226 0.008 〃

2020 年 10 月 23 日 13 0.48 0.291 0.392 0.114 〃

2020 年 11 月 4 日 14 0.41 0.048 0.272 0.013 〃

2020 年 12 月 1 日 15 0.41 0.055 0.253 0.014 〃

2021 年 1 月 5 日 16 0.41 0.036 0.196 0.007 〃

2021 年 1 月 27 日 17 0.44 0.145 0.317 0.046 〃

2021 年 2 月 2 日 18 0.45 0.102 0.324 0.033 〃

2021 年 3 月 2 日 19 0.40 0.065 0.293 0.019 〃

測定年月日
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表A 2.1-3 測定結果一覧表（下流地点，2020年度） 

 
 

表A2.1-4 測定結果一覧表（明世小学校前地点，2020年度） 

 
 
  

測定番号 水位
平均流速
(m/s)

断面積

(m2）

流量

(m3/s)
測定法

2020 年 4 月 14 日 1 0.10 0.691 0.191 0.132 精密法

2020 年 5 月 12 日 2 0.07 0.404 0.136 0.055 〃

2020 年 5 月 19 日 3 0.13 0.860 0.242 0.208 〃

2020 年 6 月 2 日 4 0.06 0.280 0.100 0.028 〃

2020 年 6 月 26 日 5 0.07 0.382 0.131 0.050 〃

2020 年 7 月 2 日 6 0.08 0.497 0.171 0.085 〃

2020 年 7 月 14 日 7 0.25 1.387 0.447 0.620 〃

2020 年 8 月 4 日 8 0.05 0.287 0.115 0.033 〃

2020 年 8 月 28 日 9 0.05 0.320 0.103 0.033 〃

2020 年 9 月 1 日 10 0.07 0.410 0.166 0.068 〃

2020 年 9 月 25 日 11 0.05 0.211 0.071 0.015 〃

2020 年 10 月 7 日 12 0.03 0.164 0.061 0.010 〃

2020 年 10 月 23 日 13 0.16 1.079 0.241 0.260 〃

2020 年 11 月 4 日 14 0.06 0.277 0.101 0.028 〃

2020 年 12 月 1 日 15 0.06 0.281 0.114 0.032 〃

2021 年 1 月 5 日 16 0.05 0.181 0.083 0.015 〃

2021 年 1 月 27 日 17 0.09 0.458 0.153 0.070 〃

2021 年 2 月 2 日 18 0.09 0.490 0.157 0.077 〃

2021 年 3 月 2 日 19 0.09 0.357 0.115 0.041 〃

測定年月日

測定番号 水位
平均流速
(m/s)

断面積

(m2）

流量

(m3/s)
測定法

2020 年 4 月 14 日 1 0.31 0.173 0.732 0.127 精密法

2020 年 5 月 12 日 2 0.27 0.091 0.623 0.057 〃

2020 年 5 月 19 日 3 0.36 0.256 0.888 0.227 〃

2020 年 6 月 2 日 4 0.24 0.058 0.569 0.033 〃

2020 年 6 月 26 日 5 0.25 0.050 0.602 0.030 〃

2020 年 7 月 2 日 6 0.31 0.170 0.755 0.128 〃

2020 年 7 月 14 日 7 0.48 0.601 1.381 0.830 〃

2020 年 8 月 4 日 8 0.25 0.107 0.608 0.065 〃

2020 年 8 月 28 日 9 0.24 0.045 0.531 0.024 〃

2020 年 9 月 1 日 10 0.28 0.124 0.631 0.078 〃

2020 年 9 月 25 日 11 0.23 0.071 0.539 0.038 〃

2020 年 10 月 7 日 12 0.23 0.063 0.560 0.035 〃

2020 年 10 月 23 日 13 0.43 0.390 1.132 0.441 〃

2020 年 11 月 4 日 14 0.27 0.058 0.570 0.033 〃

2020 年 12 月 1 日 15 0.28 0.066 0.577 0.038 〃

2021 年 1 月 5 日 16 0.25 0.077 0.585 0.045 〃

2021 年 1 月 27 日 17 0.32 0.164 0.713 0.117 〃

2021 年 2 月 2 日 18 0.31 0.128 0.671 0.086 〃

2021 年 3 月 2 日 19 0.31 0.137 0.694 0.095 〃

測定年月日
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付録2-2 河川流量測定結果（2021年度） 

 

2021年度の各地点（上流地点，中流地点，下流地点，明世小学校前地点）における河川流量測

定結果を表A2.2-1～A2.2-4に示す。 
 

表A2.2-1 測定結果一覧表（上流地点，2021年度） 

 
 

表A2.2-2 測定結果一覧表（中流地点，2021年度） 

 
 

測定番号
水位
(m)

平均流速
(m/s)

断面積

(m2）

流量

(m3/s)
測定法

2021 年 4 月 6 日 1 0.12 0.078 0.064 0.005 精密法

2021 年 5 月 12 日 2 0.10 0.074 0.068 0.005 〃

2021 年 5 月 27 日 3 0.19 0.338 0.154 0.052 〃

2021 年 6 月 1 日 4 0.10 0.117 0.077 0.009 〃

2021 年 6 月 29 日 5 0.10 0.123 0.073 0.009 〃

2021 年 7 月 6 日 6 0.14 0.194 0.108 0.021 〃

2021 年 8 月 3 日 7 0.07 0.076 0.066 0.005 〃

2021 年 8 月 18 日 8 0.21 0.462 0.093 0.043 〃

2021 年 8 月 18 日 9 0.20 0.495 0.095 0.047 〃

2021 年 9 月 2 日 10 0.16 0.516 0.062 0.032 〃

2021 年 9 月 7 日 11 0.15 0.315 0.089 0.028 〃

2021 年 10 月 5 日 12 0.09 0.200 0.030 0.006 〃

2021 年 10 月 13 日 13 0.12 0.328 0.058 0.019 〃

2021 年 11 月 2 日 14 0.07 0.130 0.023 0.003 〃

2021 年 12 月 7 日 15 0.09 0.182 0.022 0.004 〃

2022 年 1 月 11 日 16 0.09 0.300 0.010 0.003 〃

2022 年 2 月 1 日 17 0.10 0.125 0.016 0.002 〃

2022 年 3 月 17 日 18 0.09 0.133 0.015 0.002 〃

測定年月日

測定番号
水位
(m)

平均流速
(m/s)

断面積

(m2）

流量

(m3/s)
測定法

2021 年 4 月 6 日 1 0.42 0.108 0.315 0.034 精密法

2021 年 5 月 12 日 2 0.40 0.038 0.291 0.011 〃

2021 年 5 月 27 日 3 0.50 0.354 0.505 0.179 〃

2021 年 6 月 1 日 4 0.41 0.090 0.324 0.029 〃

2021 年 6 月 29 日 5 0.40 0.073 0.329 0.024 〃

2021 年 7 月 6 日 6 0.44 0.155 0.386 0.060 〃

2021 年 8 月 3 日 7 0.38 0.050 0.299 0.015 〃

2021 年 8 月 18 日 8 0.49 0.196 0.591 0.116 〃

2021 年 8 月 18 日 9 0.48 0.226 0.563 0.127 〃

2021 年 9 月 2 日 10 0.44 0.106 0.530 0.056 〃

2021 年 9 月 7 日 11 0.46 0.158 0.468 0.074 〃

2021 年 10 月 5 日 12 0.40 0.042 0.384 0.016 〃

2021 年 10 月 13 日 13 0.45 0.368 0.106 0.039 〃

2021 年 11 月 2 日 14 0.39 0.138 0.065 0.009 〃

2021 年 12 月 7 日 15 0.46 0.405 0.074 0.030 〃

2022 年 1 月 11 日 16 0.44 0.082 0.352 0.029 〃

2022 年 2 月 1 日 17 0.41 0.128 0.047 0.006 〃

2022 年 3 月 17 日 18 0.41 0.167 0.036 0.006 〃

測定年月日

 

 

表A 2.1-3 測定結果一覧表（下流地点，2020年度） 

 
 

表A2.1-4 測定結果一覧表（明世小学校前地点，2020年度） 

 
 
  

測定番号 水位
平均流速
(m/s)

断面積

(m2）

流量

(m3/s)
測定法

2020 年 4 月 14 日 1 0.10 0.691 0.191 0.132 精密法

2020 年 5 月 12 日 2 0.07 0.404 0.136 0.055 〃

2020 年 5 月 19 日 3 0.13 0.860 0.242 0.208 〃

2020 年 6 月 2 日 4 0.06 0.280 0.100 0.028 〃

2020 年 6 月 26 日 5 0.07 0.382 0.131 0.050 〃

2020 年 7 月 2 日 6 0.08 0.497 0.171 0.085 〃

2020 年 7 月 14 日 7 0.25 1.387 0.447 0.620 〃

2020 年 8 月 4 日 8 0.05 0.287 0.115 0.033 〃

2020 年 8 月 28 日 9 0.05 0.320 0.103 0.033 〃

2020 年 9 月 1 日 10 0.07 0.410 0.166 0.068 〃

2020 年 9 月 25 日 11 0.05 0.211 0.071 0.015 〃

2020 年 10 月 7 日 12 0.03 0.164 0.061 0.010 〃

2020 年 10 月 23 日 13 0.16 1.079 0.241 0.260 〃

2020 年 11 月 4 日 14 0.06 0.277 0.101 0.028 〃

2020 年 12 月 1 日 15 0.06 0.281 0.114 0.032 〃

2021 年 1 月 5 日 16 0.05 0.181 0.083 0.015 〃

2021 年 1 月 27 日 17 0.09 0.458 0.153 0.070 〃

2021 年 2 月 2 日 18 0.09 0.490 0.157 0.077 〃

2021 年 3 月 2 日 19 0.09 0.357 0.115 0.041 〃

測定年月日

測定番号 水位
平均流速
(m/s)

断面積

(m2）

流量

(m3/s)
測定法

2020 年 4 月 14 日 1 0.31 0.173 0.732 0.127 精密法

2020 年 5 月 12 日 2 0.27 0.091 0.623 0.057 〃

2020 年 5 月 19 日 3 0.36 0.256 0.888 0.227 〃

2020 年 6 月 2 日 4 0.24 0.058 0.569 0.033 〃

2020 年 6 月 26 日 5 0.25 0.050 0.602 0.030 〃

2020 年 7 月 2 日 6 0.31 0.170 0.755 0.128 〃

2020 年 7 月 14 日 7 0.48 0.601 1.381 0.830 〃

2020 年 8 月 4 日 8 0.25 0.107 0.608 0.065 〃

2020 年 8 月 28 日 9 0.24 0.045 0.531 0.024 〃

2020 年 9 月 1 日 10 0.28 0.124 0.631 0.078 〃

2020 年 9 月 25 日 11 0.23 0.071 0.539 0.038 〃

2020 年 10 月 7 日 12 0.23 0.063 0.560 0.035 〃

2020 年 10 月 23 日 13 0.43 0.390 1.132 0.441 〃

2020 年 11 月 4 日 14 0.27 0.058 0.570 0.033 〃

2020 年 12 月 1 日 15 0.28 0.066 0.577 0.038 〃

2021 年 1 月 5 日 16 0.25 0.077 0.585 0.045 〃

2021 年 1 月 27 日 17 0.32 0.164 0.713 0.117 〃

2021 年 2 月 2 日 18 0.31 0.128 0.671 0.086 〃

2021 年 3 月 2 日 19 0.31 0.137 0.694 0.095 〃

測定年月日
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表A2.2-3 測定結果一覧表（下流地点，2021年度） 

 
 

表A2.2-4 測定結果一覧表（明世小学校前地点，2021年度） 

 
  

測定番号 水位
平均流速
(m/s)

断面積

(m2）

流量

(m3/s)
測定法

2021 年 4 月 6 日 1 0.06 0.308 0.120 0.037 精密法

2021 年 5 月 12 日 2 0.05 0.194 0.098 0.019 〃

2021 年 5 月 27 日 3 0.17 0.948 0.287 0.272 〃

2021 年 6 月 1 日 4 0.06 0.291 0.117 0.034 〃

2021 年 6 月 29 日 5 0.05 0.207 0.116 0.024 〃

2021 年 7 月 6 日 6 0.08 0.479 0.190 0.091 〃

2021 年 8 月 3 日 7 0.04 0.188 0.085 0.016 〃

2021 年 8 月 18 日 8 0.15 0.721 0.287 0.207 〃

2021 年 8 月 18 日 9 0.12 0.747 0.265 0.198 〃

2021 年 9 月 2 日 10 0.08 0.466 0.178 0.083 〃

2021 年 9 月 7 日 11 0.09 0.529 0.204 0.108 〃

2021 年 10 月 5 日 12 0.04 0.189 0.095 0.018 〃

2021 年 10 月 13 日 13 0.09 0.440 0.193 0.085 〃

2021 年 11 月 2 日 14 0.04 0.141 0.078 0.011 〃

2021 年 12 月 7 日 15 0.09 0.361 0.166 0.060 〃

2022 年 1 月 11 日 16 0.10 0.335 0.164 0.055 〃

2022 年 2 月 1 日 17 0.05 0.129 0.085 0.011 〃

2022 年 3 月 17 日 18 0.04 0.125 0.080 0.010 〃

測定年月日

測定番号 水位
平均流速
(m/s)

断面積

(m2）

流量

(m3/s)
測定法

2021 年 4 月 6 日 1 0.27 0.058 0.651 0.038 精密法

2021 年 5 月 12 日 2 0.25 0.049 0.616 0.030 精密法

2021 年 5 月 27 日 3 0.40 0.350 1.046 0.366 精密法

2021 年 6 月 1 日 4 0.25 0.058 0.616 0.036 精密法

2021 年 6 月 29 日 5 0.26 0.068 0.647 0.044 精密法

2021 年 7 月 6 日 6 0.32 0.158 0.793 0.125 精密法

2021 年 8 月 3 日 7 0.24 0.044 0.619 0.027 精密法

2021 年 8 月 18 日 8 0.48 0.141 1.598 0.225 精密法

2021 年 8 月 18 日 9 0.48 0.154 1.450 0.223 精密法

2021 年 9 月 2 日 10 0.40 0.094 1.171 0.110 精密法

2021 年 9 月 7 日 11 0.40 0.115 1.183 0.136 精密法

2021 年 10 月 5 日 12 0.33 0.056 0.536 0.030 精密法

2021 年 10 月 13 日 13 0.40 0.114 1.136 0.129 精密法

2021 年 11 月 2 日 14 0.32 0.075 0.268 0.020 精密法

2021 年 12 月 7 日 15 0.42 0.124 1.221 0.152 精密法

2022 年 1 月 11 日 16 0.44 0.092 1.170 0.108 精密法

2022 年 2 月 1 日 17 0.34 0.059 0.220 0.013 精密法

2022 年 3 月 17 日 18 0.34 0.070 0.215 0.015 精密法

測定年月日
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付録3 
 
 
 

研究所用地周辺の年間降雨量の推移 
 

 

 

表A2.2-3 測定結果一覧表（下流地点，2021年度） 

 
 

表A2.2-4 測定結果一覧表（明世小学校前地点，2021年度） 

 
  

測定番号 水位
平均流速
(m/s)

断面積

(m2）

流量

(m3/s)
測定法

2021 年 4 月 6 日 1 0.06 0.308 0.120 0.037 精密法

2021 年 5 月 12 日 2 0.05 0.194 0.098 0.019 〃

2021 年 5 月 27 日 3 0.17 0.948 0.287 0.272 〃

2021 年 6 月 1 日 4 0.06 0.291 0.117 0.034 〃

2021 年 6 月 29 日 5 0.05 0.207 0.116 0.024 〃

2021 年 7 月 6 日 6 0.08 0.479 0.190 0.091 〃

2021 年 8 月 3 日 7 0.04 0.188 0.085 0.016 〃

2021 年 8 月 18 日 8 0.15 0.721 0.287 0.207 〃

2021 年 8 月 18 日 9 0.12 0.747 0.265 0.198 〃

2021 年 9 月 2 日 10 0.08 0.466 0.178 0.083 〃

2021 年 9 月 7 日 11 0.09 0.529 0.204 0.108 〃

2021 年 10 月 5 日 12 0.04 0.189 0.095 0.018 〃

2021 年 10 月 13 日 13 0.09 0.440 0.193 0.085 〃

2021 年 11 月 2 日 14 0.04 0.141 0.078 0.011 〃

2021 年 12 月 7 日 15 0.09 0.361 0.166 0.060 〃

2022 年 1 月 11 日 16 0.10 0.335 0.164 0.055 〃

2022 年 2 月 1 日 17 0.05 0.129 0.085 0.011 〃

2022 年 3 月 17 日 18 0.04 0.125 0.080 0.010 〃

測定年月日

測定番号 水位
平均流速
(m/s)

断面積

(m2）

流量

(m3/s)
測定法

2021 年 4 月 6 日 1 0.27 0.058 0.651 0.038 精密法

2021 年 5 月 12 日 2 0.25 0.049 0.616 0.030 精密法

2021 年 5 月 27 日 3 0.40 0.350 1.046 0.366 精密法

2021 年 6 月 1 日 4 0.25 0.058 0.616 0.036 精密法

2021 年 6 月 29 日 5 0.26 0.068 0.647 0.044 精密法

2021 年 7 月 6 日 6 0.32 0.158 0.793 0.125 精密法

2021 年 8 月 3 日 7 0.24 0.044 0.619 0.027 精密法

2021 年 8 月 18 日 8 0.48 0.141 1.598 0.225 精密法

2021 年 8 月 18 日 9 0.48 0.154 1.450 0.223 精密法

2021 年 9 月 2 日 10 0.40 0.094 1.171 0.110 精密法

2021 年 9 月 7 日 11 0.40 0.115 1.183 0.136 精密法

2021 年 10 月 5 日 12 0.33 0.056 0.536 0.030 精密法

2021 年 10 月 13 日 13 0.40 0.114 1.136 0.129 精密法

2021 年 11 月 2 日 14 0.32 0.075 0.268 0.020 精密法

2021 年 12 月 7 日 15 0.42 0.124 1.221 0.152 精密法

2022 年 1 月 11 日 16 0.44 0.092 1.170 0.108 精密法

2022 年 2 月 1 日 17 0.34 0.059 0.220 0.013 精密法

2022 年 3 月 17 日 18 0.34 0.070 0.215 0.015 精密法

測定年月日
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年間降雨量の推移（2003年度～2021年度） 
（国土交通省・日吉観測所での雨量観測記録2）より） 

 

 
・2003年度～2019年度のデータは3月～2月までの値で算出している。 

・2020年度のデータは4月～2月の合計と，2020年3月および2021年3月の平均値との和としている。 

・2021年度のデータは4月～3月までの値で算出している。 

・2003年度～2019年度の年間降雨量の平均値は1,691mm/年である。 

※国土交通省水文水質データベース 2）(http://www1.river.go.jp/)より作成 
 

 
 

 

 

1,7961,806

1,277

1,514

1,316

1,6461,614

2,139
2,002

1,4871,494

1,7571,704
1,791

1,7221,7421,668

1,972
2,048

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

2003
年

度

2004
年

度

2005
年

度

2006
年

度

2007
年

度

2008
年

度

2009
年

度

2010
年

度

2011
年

度

2012
年

度

2013
年

度

2014
年

度

2015
年

度

2016
年

度

2017
年

度

2018
年

度

2019
年

度

2020
年

度

2021
年

度
年

間
降

雨
量

(m
m
)

年間降雨量の推移(mm/年)

平均：1,710

JAEA-Data/Code 2022-010

- 101 -

http://www1.river.go.jp/


This is a blank page. 



This is a blank page. 

 

 

 

 

 

付録4 
 
 
 

研究所用地周辺の工事着手前の騒音・振動測定結果 
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付録4-1 研究所用地周辺の工事着手前の騒音測定結果 
 

環境騒音レベル（2002年6月19日測定） 
 実測定騒音レベル 

（LA5） 
環境基準値 備 考 

昼間 55dB 55dB 以下 
・交通騒音 
・草刈りに伴う作業音 
・ボーリングに伴う作業音，発電機稼働音

夜間 54dB 45dB 以下 ・交通騒音 
・ボーリング作業に伴う発電機稼働音 

 

 

付録4-2 研究所用地周辺の工事着手前の振動測定結果 
 

環境振動レベル（2002年6月19日測定） 
 実測定振動レベル 

（L10） 
環境基準値 備 考 

昼間 30dB 未満 ※ 55dB 以下  
夜間 30dB 未満 ※ 45dB 以下  

※「30dB未満」は，測定下限値未満を示す。 
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付録5 
 
 
 

土壌の塩化物イオン濃度 
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付録5-1 土壌中の塩化物イオン測定例 
 

土質 採取地 塩化物イオン濃度 
(mg/g) 

ローム 日立市 0.016 
ローム 千代田区 0.011 
腐植土 彦根市 0.082 
泥岩 大磯町 0.045 
マサ土 大津市 0.002 
黒ボク 清瀬市 0.007 
水底土※ 中海※ 27  
沖積粘土 倉吉市 0.015 
沖積粘土 品川区 0.089 
沖積粘土※ 大阪湾※ 8.6 

泥岩 東京都 0.008 
有機質粘土 横浜市 0.035 

最 大 0.089 
最 小 0.002 

出典：地盤材料試験の方法と解説(2分冊の1) 社団法人地盤工学会(2009年)11) より引用し一部改変 

※）海水の影響があると考えられる「水底土（中海）」および「沖積粘土（大阪湾）」は最大・最小から除外した。 

 

 

 

付録5-2 農用地土壌の評価目安 
 

対象物 項目 
望ましい影響 

レベル 

影響レベルを満足しない 

ときに予想される現象 

土壌(農作物等) Cl- 
400mg/kg以下 
(=0.4mg/g以下) 

耐塩性の弱いキュウリの生育不良が発生

出典：改著 土壌・肥料ハンドブック 奥田ら(1965年)12) に一部加筆 
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付録5-3 作物の耐塩性 
 

作物名 土壌中Cl 
(mg/100g) 

備考 

ニンジン 50 = 0.50 mg/g 

レタス 50 = 0.50 mg/g 

タマネギ 60 = 0.60 mg/g 

バレイショ 60 = 0.60 mg/g 

ハクサイ 60 = 0.60 mg/g 

ホウレンソウ 70 = 0.70 mg/g 

トマト 70 = 0.70 mg/g 

ダイコン 70 = 0.70 mg/g 

ネギ 70 = 0.70 mg/g 

水稲 100 = 1.00 mg/g 
出典：農地の除塩マニュアル 農林水産省(2011年)13) を一部改編 
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国際単位系（SI）

1024 ヨ タ Ｙ 10-1 デ シ d
1021 ゼ タ Ｚ 10-2 セ ン チ c
1018 エ ク サ Ｅ 10-3 ミ リ m
1015 ペ タ Ｐ 10-6 マイクロ µ
1012 テ ラ Ｔ 10-9 ナ ノ n
109 ギ ガ Ｇ 10-12 ピ コ p
106 メ ガ Ｍ 10-15 フェムト f
103 キ ロ ｋ 10-18 ア ト a
102 ヘ ク ト ｈ 10-21 ゼ プ ト z
101 デ カ da 10-24 ヨ ク ト y

表５．SI 接頭語

名称 記号 SI 単位による値

分 min 1 min=60 s
時 h 1 h =60 min=3600 s
日 d 1 d=24 h=86 400 s
度 ° 1°=(π/180) rad
分 ’ 1’=(1/60)°=(π/10 800) rad
秒 ” 1”=(1/60)’=(π/648 000) rad

ヘクタール ha 1 ha=1 hm2=104m2

リットル L，l 1 L=1 l=1 dm3=103cm3=10-3m3

トン t 1 t=103 kg

表６．SIに属さないが、SIと併用される単位

名称 記号 SI 単位で表される数値

電 子 ボ ル ト eV 1 eV=1.602 176 53(14)×10-19J
ダ ル ト ン Da 1 Da=1.660 538 86(28)×10-27kg
統一原子質量単位 u 1 u=1 Da
天 文 単 位 ua 1 ua=1.495 978 706 91(6)×1011m

表７．SIに属さないが、SIと併用される単位で、SI単位で
表される数値が実験的に得られるもの

名称 記号 SI 単位で表される数値

キ ュ リ ー Ci 1 Ci=3.7×1010Bq
レ ン ト ゲ ン R 1 R = 2.58×10-4C/kg
ラ ド rad 1 rad=1cGy=10-2Gy
レ ム rem 1 rem=1 cSv=10-2Sv
ガ ン マ γ 1γ=1 nT=10-9T
フ ェ ル ミ 1フェルミ=1 fm=10-15m
メートル系カラット 1 メートル系カラット = 0.2 g = 2×10-4kg
ト ル Torr 1 Torr = (101 325/760) Pa
標 準 大 気 圧 atm 1 atm = 101 325 Pa

1 cal=4.1858J（｢15℃｣カロリー），4.1868J
（｢IT｣カロリー），4.184J （｢熱化学｣カロリー）

ミ ク ロ ン µ  1 µ =1µm=10-6m

表10．SIに属さないその他の単位の例

カ ロ リ ー cal

(a)SI接頭語は固有の名称と記号を持つ組立単位と組み合わせても使用できる。しかし接頭語を付した単位はもはや
　コヒーレントではない。
(b)ラジアンとステラジアンは数字の１に対する単位の特別な名称で、量についての情報をつたえるために使われる。

　実際には、使用する時には記号rad及びsrが用いられるが、習慣として組立単位としての記号である数字の１は明
　示されない。
(c)測光学ではステラジアンという名称と記号srを単位の表し方の中に、そのまま維持している。

(d)ヘルツは周期現象についてのみ、ベクレルは放射性核種の統計的過程についてのみ使用される。

(e)セルシウス度はケルビンの特別な名称で、セルシウス温度を表すために使用される。セルシウス度とケルビンの

　 単位の大きさは同一である。したがって、温度差や温度間隔を表す数値はどちらの単位で表しても同じである。

(f)放射性核種の放射能（activity referred to a radionuclide）は、しばしば誤った用語で”radioactivity”と記される。

(g)単位シーベルト（PV,2002,70,205）についてはCIPM勧告2（CI-2002）を参照。

（a）量濃度（amount concentration）は臨床化学の分野では物質濃度

　　（substance concentration）ともよばれる。
（b）これらは無次元量あるいは次元１をもつ量であるが、そのこと
 　　を表す単位記号である数字の１は通常は表記しない。

名称 記号
SI 基本単位による

表し方

秒ルカスパ度粘 Pa s m-1 kg s-1

力 の モ ー メ ン ト ニュートンメートル N m m2 kg s-2

表 面 張 力 ニュートン毎メートル N/m kg s-2

角 速 度 ラジアン毎秒 rad/s m m-1 s-1=s-1

角 加 速 度 ラジアン毎秒毎秒 rad/s2 m m-1 s-2=s-2

熱 流 密 度 , 放 射 照 度 ワット毎平方メートル W/m2 kg s-3

熱 容 量 , エ ン ト ロ ピ ー ジュール毎ケルビン J/K m2 kg s-2 K-1

比熱容量，比エントロピー ジュール毎キログラム毎ケルビン J/(kg K) m2 s-2 K-1

比 エ ネ ル ギ ー ジュール毎キログラム J/kg m2 s-2

熱 伝 導 率 ワット毎メートル毎ケルビン W/(m K) m kg s-3 K-1

体 積 エ ネ ル ギ ー ジュール毎立方メートル J/m3 m-1 kg s-2

電 界 の 強 さ ボルト毎メートル V/m m kg s-3 A-1

電 荷 密 度 クーロン毎立方メートル C/m3 m-3 s A
表 面 電 荷 クーロン毎平方メートル C/m2 m-2 s A
電 束 密 度 ， 電 気 変 位 クーロン毎平方メートル C/m2 m-2 s A
誘 電 率 ファラド毎メートル F/m m-3 kg-1 s4 A2

透 磁 率 ヘンリー毎メートル H/m m kg s-2 A-2

モ ル エ ネ ル ギ ー ジュール毎モル J/mol m2 kg s-2 mol-1

モルエントロピー, モル熱容量ジュール毎モル毎ケルビン J/(mol K) m2 kg s-2 K-1 mol-1

照射線量（Ｘ線及びγ線） クーロン毎キログラム C/kg kg-1 s A
吸 収 線 量 率 グレイ毎秒 Gy/s m2 s-3

放 射 強 度 ワット毎ステラジアン W/sr m4 m-2 kg s-3=m2 kg s-3

放 射 輝 度 ワット毎平方メートル毎ステラジアン W/(m2 sr) m2 m-2 kg s-3=kg s-3

酵 素 活 性 濃 度 カタール毎立方メートル kat/m3 m-3 s-1 mol

表４．単位の中に固有の名称と記号を含むSI組立単位の例

組立量
SI 組立単位

名称 記号

面 積 平方メートル m2

体 積 立方メートル m3

速 さ ， 速 度 メートル毎秒 m/s
加 速 度 メートル毎秒毎秒 m/s2

波 数 毎メートル m-1

密 度 ， 質 量 密 度 キログラム毎立方メートル kg/m3

面 積 密 度 キログラム毎平方メートル kg/m2

比 体 積 立方メートル毎キログラム m3/kg
電 流 密 度 アンペア毎平方メートル A/m2

磁 界 の 強 さ アンペア毎メートル A/m
量 濃 度 (a) ， 濃 度 モル毎立方メートル mol/m3

質 量 濃 度 キログラム毎立方メートル kg/m3

輝 度 カンデラ毎平方メートル cd/m2

屈 折 率 (b) （数字の）　１ 1
比 透 磁 率 (b) （数字の）　１ 1

組立量
SI 組立単位

表２．基本単位を用いて表されるSI組立単位の例

名称 記号
他のSI単位による

表し方
SI基本単位による

表し方
平 面 角 ラジアン(ｂ) rad 1（ｂ） m/m
立 体 角 ステラジアン(ｂ) sr(c) 1（ｂ） m2/m2

周 波 数 ヘルツ（ｄ） Hz s-1

ントーュニ力 N m kg s-2

圧 力 , 応 力 パスカル Pa N/m2 m-1 kg s-2

エ ネ ル ギ ー , 仕 事 , 熱 量 ジュール J N m m2 kg s-2

仕 事 率 ， 工 率 ， 放 射 束 ワット W J/s m2 kg s-3

電 荷 , 電 気 量 クーロン A sC
電 位 差 （ 電 圧 ） , 起 電 力 ボルト V W/A m2 kg s-3 A-1

静 電 容 量 ファラド F C/V m-2 kg-1 s4 A2

電 気 抵 抗 オーム Ω V/A m2 kg s-3 A-2

コ ン ダ ク タ ン ス ジーメンス S A/V m-2 kg-1 s3 A2

バーエウ束磁 Wb Vs m2 kg s-2 A-1

磁 束 密 度 テスラ T Wb/m2 kg s-2 A-1

イ ン ダ ク タ ン ス ヘンリー H Wb/A m2 kg s-2 A-2

セ ル シ ウ ス 温 度 セルシウス度(ｅ) ℃ K
ンメール束光 lm cd sr(c) cd

スクル度照 lx lm/m2 m-2 cd
放射性核種の放射能（ ｆ ） ベクレル（ｄ） Bq s-1

吸収線量, 比エネルギー分与,
カーマ

グレイ Gy J/kg m2 s-2

線量当量, 周辺線量当量,
方向性線量当量, 個人線量当量

シーベルト（ｇ） Sv J/kg m2 s-2

酸 素 活 性 カタール kat s-1 mol

表３．固有の名称と記号で表されるSI組立単位
SI 組立単位

組立量

名称 記号 SI 単位で表される数値

バ ー ル bar １bar=0.1MPa=100 kPa=105Pa
水銀柱ミリメートル mmHg １mmHg≈133.322Pa
オングストローム Å １Å=0.1nm=100pm=10-10m
海 里 Ｍ １M=1852m
バ ー ン b １b=100fm2=(10-12cm)  =10-28m22

ノ ッ ト kn １kn=(1852/3600)m/s
ネ ー パ Np
ベ ル Ｂ

デ シ ベ ル dB       

表８．SIに属さないが、SIと併用されるその他の単位

SI単位との数値的な関係は、
　　　　対数量の定義に依存。

名称 記号

長 さ メ ー ト ル m
質 量 キログラム kg
時 間 秒 s
電 流 ア ン ペ ア A
熱力学温度 ケ ル ビ ン K
物 質 量 モ ル mol
光 度 カ ン デ ラ cd

基本量
SI 基本単位

表１．SI 基本単位

名称 記号 SI 単位で表される数値

エ ル グ erg 1 erg=10-7 J
ダ イ ン dyn 1 dyn=10-5N
ポ ア ズ P 1 P=1 dyn s cm-2=0.1Pa s
ス ト ー ク ス St 1 St =1cm2 s-1=10-4m2 s-1

ス チ ル ブ sb 1 sb =1cd cm-2=104cd m-2

フ ォ ト ph 1 ph=1cd sr cm-2 =104lx
ガ ル Gal 1 Gal =1cm s-2=10-2ms-2

マ ク ス ウ エ ル Mx 1 Mx = 1G cm2=10-8Wb
ガ ウ ス G 1 G =1Mx cm-2 =10-4T
エルステッド（ ａ ） Oe 1 Oe　  (103/4π)A m-1

表９．固有の名称をもつCGS組立単位

（a）３元系のCGS単位系とSIでは直接比較できないため、等号「　　 」

　　 は対応関係を示すものである。

（第8版，2006年）
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国際単位系（SI）

1024 ヨ タ Ｙ 10-1 デ シ d
1021 ゼ タ Ｚ 10-2 セ ン チ c
1018 エ ク サ Ｅ 10-3 ミ リ m
1015 ペ タ Ｐ 10-6 マイクロ µ
1012 テ ラ Ｔ 10-9 ナ ノ n
109 ギ ガ Ｇ 10-12 ピ コ p
106 メ ガ Ｍ 10-15 フェムト f
103 キ ロ ｋ 10-18 ア ト a
102 ヘ ク ト ｈ 10-21 ゼ プ ト z
101 デ カ da 10-24 ヨ ク ト y

表５．SI 接頭語

名称 記号 SI 単位による値

分 min 1 min=60 s
時 h 1 h =60 min=3600 s
日 d 1 d=24 h=86 400 s
度 ° 1°=(π/180) rad
分 ’ 1’=(1/60)°=(π/10 800) rad
秒 ” 1”=(1/60)’=(π/648 000) rad

ヘクタール ha 1 ha=1 hm2=104m2

リットル L，l 1 L=1 l=1 dm3=103cm3=10-3m3

トン t 1 t=103 kg

表６．SIに属さないが、SIと併用される単位

名称 記号 SI 単位で表される数値

電 子 ボ ル ト eV 1 eV=1.602 176 53(14)×10-19J
ダ ル ト ン Da 1 Da=1.660 538 86(28)×10-27kg
統一原子質量単位 u 1 u=1 Da
天 文 単 位 ua 1 ua=1.495 978 706 91(6)×1011m

表７．SIに属さないが、SIと併用される単位で、SI単位で
表される数値が実験的に得られるもの

名称 記号 SI 単位で表される数値

キ ュ リ ー Ci 1 Ci=3.7×1010Bq
レ ン ト ゲ ン R 1 R = 2.58×10-4C/kg
ラ ド rad 1 rad=1cGy=10-2Gy
レ ム rem 1 rem=1 cSv=10-2Sv
ガ ン マ γ 1γ=1 nT=10-9T
フ ェ ル ミ 1フェルミ=1 fm=10-15m
メートル系カラット 1 メートル系カラット = 0.2 g = 2×10-4kg
ト ル Torr 1 Torr = (101 325/760) Pa
標 準 大 気 圧 atm 1 atm = 101 325 Pa

1 cal=4.1858J（｢15℃｣カロリー），4.1868J
（｢IT｣カロリー），4.184J （｢熱化学｣カロリー）

ミ ク ロ ン µ  1 µ =1µm=10-6m

表10．SIに属さないその他の単位の例

カ ロ リ ー cal

(a)SI接頭語は固有の名称と記号を持つ組立単位と組み合わせても使用できる。しかし接頭語を付した単位はもはや
　コヒーレントではない。
(b)ラジアンとステラジアンは数字の１に対する単位の特別な名称で、量についての情報をつたえるために使われる。

　実際には、使用する時には記号rad及びsrが用いられるが、習慣として組立単位としての記号である数字の１は明
　示されない。
(c)測光学ではステラジアンという名称と記号srを単位の表し方の中に、そのまま維持している。

(d)ヘルツは周期現象についてのみ、ベクレルは放射性核種の統計的過程についてのみ使用される。

(e)セルシウス度はケルビンの特別な名称で、セルシウス温度を表すために使用される。セルシウス度とケルビンの

　 単位の大きさは同一である。したがって、温度差や温度間隔を表す数値はどちらの単位で表しても同じである。

(f)放射性核種の放射能（activity referred to a radionuclide）は、しばしば誤った用語で”radioactivity”と記される。

(g)単位シーベルト（PV,2002,70,205）についてはCIPM勧告2（CI-2002）を参照。

（a）量濃度（amount concentration）は臨床化学の分野では物質濃度

　　（substance concentration）ともよばれる。
（b）これらは無次元量あるいは次元１をもつ量であるが、そのこと
 　　を表す単位記号である数字の１は通常は表記しない。

名称 記号
SI 基本単位による

表し方

秒ルカスパ度粘 Pa s m-1 kg s-1

力 の モ ー メ ン ト ニュートンメートル N m m2 kg s-2

表 面 張 力 ニュートン毎メートル N/m kg s-2

角 速 度 ラジアン毎秒 rad/s m m-1 s-1=s-1

角 加 速 度 ラジアン毎秒毎秒 rad/s2 m m-1 s-2=s-2

熱 流 密 度 , 放 射 照 度 ワット毎平方メートル W/m2 kg s-3

熱 容 量 , エ ン ト ロ ピ ー ジュール毎ケルビン J/K m2 kg s-2 K-1

比熱容量，比エントロピー ジュール毎キログラム毎ケルビン J/(kg K) m2 s-2 K-1

比 エ ネ ル ギ ー ジュール毎キログラム J/kg m2 s-2

熱 伝 導 率 ワット毎メートル毎ケルビン W/(m K) m kg s-3 K-1

体 積 エ ネ ル ギ ー ジュール毎立方メートル J/m3 m-1 kg s-2

電 界 の 強 さ ボルト毎メートル V/m m kg s-3 A-1

電 荷 密 度 クーロン毎立方メートル C/m3 m-3 s A
表 面 電 荷 クーロン毎平方メートル C/m2 m-2 s A
電 束 密 度 ， 電 気 変 位 クーロン毎平方メートル C/m2 m-2 s A
誘 電 率 ファラド毎メートル F/m m-3 kg-1 s4 A2

透 磁 率 ヘンリー毎メートル H/m m kg s-2 A-2

モ ル エ ネ ル ギ ー ジュール毎モル J/mol m2 kg s-2 mol-1

モルエントロピー, モル熱容量ジュール毎モル毎ケルビン J/(mol K) m2 kg s-2 K-1 mol-1

照射線量（Ｘ線及びγ線） クーロン毎キログラム C/kg kg-1 s A
吸 収 線 量 率 グレイ毎秒 Gy/s m2 s-3

放 射 強 度 ワット毎ステラジアン W/sr m4 m-2 kg s-3=m2 kg s-3

放 射 輝 度 ワット毎平方メートル毎ステラジアン W/(m2 sr) m2 m-2 kg s-3=kg s-3

酵 素 活 性 濃 度 カタール毎立方メートル kat/m3 m-3 s-1 mol

表４．単位の中に固有の名称と記号を含むSI組立単位の例

組立量
SI 組立単位

名称 記号

面 積 平方メートル m2

体 積 立方メートル m3

速 さ ， 速 度 メートル毎秒 m/s
加 速 度 メートル毎秒毎秒 m/s2

波 数 毎メートル m-1

密 度 ， 質 量 密 度 キログラム毎立方メートル kg/m3

面 積 密 度 キログラム毎平方メートル kg/m2

比 体 積 立方メートル毎キログラム m3/kg
電 流 密 度 アンペア毎平方メートル A/m2

磁 界 の 強 さ アンペア毎メートル A/m
量 濃 度 (a) ， 濃 度 モル毎立方メートル mol/m3

質 量 濃 度 キログラム毎立方メートル kg/m3

輝 度 カンデラ毎平方メートル cd/m2

屈 折 率 (b) （数字の）　１ 1
比 透 磁 率 (b) （数字の）　１ 1

組立量
SI 組立単位

表２．基本単位を用いて表されるSI組立単位の例

名称 記号
他のSI単位による

表し方
SI基本単位による

表し方
平 面 角 ラジアン(ｂ) rad 1（ｂ） m/m
立 体 角 ステラジアン(ｂ) sr(c) 1（ｂ） m2/m2

周 波 数 ヘルツ（ｄ） Hz s-1

ントーュニ力 N m kg s-2

圧 力 , 応 力 パスカル Pa N/m2 m-1 kg s-2

エ ネ ル ギ ー , 仕 事 , 熱 量 ジュール J N m m2 kg s-2

仕 事 率 ， 工 率 ， 放 射 束 ワット W J/s m2 kg s-3

電 荷 , 電 気 量 クーロン A sC
電 位 差 （ 電 圧 ） , 起 電 力 ボルト V W/A m2 kg s-3 A-1

静 電 容 量 ファラド F C/V m-2 kg-1 s4 A2

電 気 抵 抗 オーム Ω V/A m2 kg s-3 A-2

コ ン ダ ク タ ン ス ジーメンス S A/V m-2 kg-1 s3 A2

バーエウ束磁 Wb Vs m2 kg s-2 A-1

磁 束 密 度 テスラ T Wb/m2 kg s-2 A-1

イ ン ダ ク タ ン ス ヘンリー H Wb/A m2 kg s-2 A-2

セ ル シ ウ ス 温 度 セルシウス度(ｅ) ℃ K
ンメール束光 lm cd sr(c) cd

スクル度照 lx lm/m2 m-2 cd
放射性核種の放射能（ ｆ ） ベクレル（ｄ） Bq s-1

吸収線量, 比エネルギー分与,
カーマ

グレイ Gy J/kg m2 s-2

線量当量, 周辺線量当量,
方向性線量当量, 個人線量当量

シーベルト（ｇ） Sv J/kg m2 s-2

酸 素 活 性 カタール kat s-1 mol

表３．固有の名称と記号で表されるSI組立単位
SI 組立単位

組立量

名称 記号 SI 単位で表される数値

バ ー ル bar １bar=0.1MPa=100 kPa=105Pa
水銀柱ミリメートル mmHg １mmHg≈133.322Pa
オングストローム Å １Å=0.1nm=100pm=10-10m
海 里 Ｍ １M=1852m
バ ー ン b １b=100fm2=(10-12cm)  =10-28m22

ノ ッ ト kn １kn=(1852/3600)m/s
ネ ー パ Np
ベ ル Ｂ

デ シ ベ ル dB       

表８．SIに属さないが、SIと併用されるその他の単位

SI単位との数値的な関係は、
　　　　対数量の定義に依存。

名称 記号

長 さ メ ー ト ル m
質 量 キログラム kg
時 間 秒 s
電 流 ア ン ペ ア A
熱力学温度 ケ ル ビ ン K
物 質 量 モ ル mol
光 度 カ ン デ ラ cd

基本量
SI 基本単位

表１．SI 基本単位

名称 記号 SI 単位で表される数値

エ ル グ erg 1 erg=10-7 J
ダ イ ン dyn 1 dyn=10-5N
ポ ア ズ P 1 P=1 dyn s cm-2=0.1Pa s
ス ト ー ク ス St 1 St =1cm2 s-1=10-4m2 s-1

ス チ ル ブ sb 1 sb =1cd cm-2=104cd m-2

フ ォ ト ph 1 ph=1cd sr cm-2 =104lx
ガ ル Gal 1 Gal =1cm s-2=10-2ms-2

マ ク ス ウ エ ル Mx 1 Mx = 1G cm2=10-8Wb
ガ ウ ス G 1 G =1Mx cm-2 =10-4T
エルステッド（ ａ ） Oe 1 Oe　  (103/4π)A m-1

表９．固有の名称をもつCGS組立単位

（a）３元系のCGS単位系とSIでは直接比較できないため、等号「　　 」

　　 は対応関係を示すものである。
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